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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



















口絵・本文イラスト　平田智浩







　目　次





第一章　民間人はおじゃまですか


第二章　信しん仰こう心しんはお持ちですか


第三章　肩肘かたひじ張って疲つかれませんか


第四章　親友はいますか


第五章　家族とうまくやっていますか


第六章　嫌いやな上司はいますか


第七章　やっぱり苦手がありますか


第八章　仕事に命懸かけてますか







あとがき
















第一章　民間人はおじゃまですか









　大おお熊くま座ざイプシロン宙域に位置する中ちゆう堅けん惑わく星せい国こつ家かフーロン──彼ら固有の古代文字では、虎龍フーロンと綴つづるらしい──は、華か僑きよう系の移民惑星として知られていた。人口五十億。銀河の辺境というほどではないが、中央とは一線を画する独自の、エネルギッシュな文化圏けんを有する。惑星連合の一員でありながら惑星連合宇宙軍には属さず、独自の階級を持つフーロン宇宙軍で知られる。その戦力は侮あなどれないが、しかし彼らが惑星連合に対して叛はん旗きを翻ひるがえすという恐おそれは皆かい無むに近かった。フーロン人は宇宙一商才に長たけた民族である。そのフーロン人の惑星国家であるフーロンは、銀河一の貿易国家であった。彼らが商売にとってマイナスとなる戦争を、自ら引き起こすとは考えにくい。戦乱によって他惑星との国交が断絶すれば、誰だれよりも困るのは惑星間交易の利り潤じゆんで食べている彼ら自身である。むろん、利益のためなら武器商人となることも辞さないフーロン人ではあるが、好戦論者とは程ほど遠い。むしろ彼らは、宇宙一の実利的平和論者であろう。

　しかし、貿易国家であるフーロンはまた、その基き盤ばんとなる航路の安全確保のためとあらば、全力を挙げて闘たたかうことも辞さない。ひとたび戦せん闘とう状態となればフーロン軍人は例外なく勇ゆう敢かんであり、また彼らの有する兵器および戦闘技術は卓たく抜ばつしていた。惑わく星せい連合宇宙軍はもとより、かのラアルゴン協和国軍でさえ一いち目もく置いている。そもそもフーロンは、かの惑星連合対ラアルゴン帝国（当時）の大戦時、唯ゆい一いつ両者を繫つなぐ密貿易のパイプラインとして大きくなった国家である。彼らが交易路の確保のため、どちらの軍勢にも属さず、護衛艦かん隊たいを中心に独自の軍組織を発展させてきたのには、そういう経けい緯いがあった。

　今しもフーロンの首都であるメイコン（美港）に近い宇宙港からは、駆く逐ちく艦かん二隻せき、フリゲート艦二隻からなる小護衛艦隊が出しゆつ撃げきしたところであった。旗艦である駆逐艦『チェンド』に座乗する指揮官は、まだ若い上じよう校こうで、姓せいをワン、名をウーターと言った。フーロン宇宙軍で、『校シイアオ』とは、他軍の佐官に相当する階級である。『将校』の『校』なのだ。大校は大佐に、中校は中佐に相当する。上校とは、大校と中校の間に位置する、フーロン宇宙軍に独自の階級である。フーロン宇宙軍では他にも、大将と中将との間に『上将』があり、大たい尉いと中尉の間に『上尉』がある。士官の階級がそれだけ細かいということは、綿密な作戦行動を重視しているということでもあった。フーロン宇宙軍の規定では、駆逐艦の艦長は中校、フリゲートのそれは少校である。巡じゆん洋よう艦かんと護衛空母の艦長は上校だ。戦艦の艦長は大校……といきたいところだが、護衛艦隊しか持たないフーロン宇宙軍は、戦艦を保有していない。従って大校の艦長はおらず、専もつぱら駆逐艦四隻で編制される駆逐隊の指揮官に大校を充あてる。巡洋艦と護衛空母に、一～二個の駆逐隊からなる小艦隊の指揮官が少将、中規模艦隊の指揮官なら中将である。フーロン宇宙軍の敵は主として航路を脅おびやかす宇宙海かい賊ぞくなので、これ以上の大艦隊が編成されることはまずなかった。大たい抵ていの作戦行動は、駆逐隊編制だけで間に合った。

　本来なら、この小護衛艦隊の指揮官にも大校を充てるべきであったろうが、四隻全部が駆逐艦ではなく、より小型のフリゲート二隻を含ふくむ変則的な編制であることから、指揮官にも上校のワン・ウーターが任じられていた。それには、後述するような『事情』もあった。

　ワン上校はまだ二十九歳さいと若かった。大戦時の惑星連合宇宙軍には二十代の佐官も珍めずらしくなかったそうだが、平時のフーロン宇宙軍にあっては、これは異例の昇しよう進しんと言ってよい。ワンは年内にも大校昇進確実と囁ささやかれている超ちようエリートで、三十そこそこで提てい督とくの仲間入りをする予定であったから、今回の指揮官任務はその直前の『ほんの腰こし掛かけ』でしかない……はずであった。ただ、その若さ故ゆえ、実戦経験が乏とぼしいのは仕方がない。実際、彼の能力は指揮官として申し分なく、些いささか狭きよう量りようであるという一点を除けば、器うつわかどうかを云うん々ぬんするのは酷こくというものであったろう。

「ワン上校殿どの」

　と、駆く逐ちく艦かん『チェンド』の艦長であるチャン・ルーシェン中校が言った。

「先行する『ニンハイ』より入電。前方衛星軌き道どう上じように、漂ひよう流りゆう物ぶつです」

「漂流物だと？」

　七歳も年上の艦長の報告に、ワン上校は一いち瞥べつをもって応こたえた。

「無視しろ」

「しかし──」

　と、チャン艦長。

「救難信号を出しております。おそらく難破船ではないかと……」

「聞こえなかったことにしろ」

「『ニンハイ』だけではなく、本艦もその信号を受信しております。『ピンハイ』もです。おそらく『ルーター』もでしょう……」

「ちっ」

　と、ワンはあからさまに舌打ちした。

「こんな時にか……。仕方がない。拾ってやれ！」

　吐はき棄すてるように言った。

「漂流物を確かく認にん！」

『チェンド』のオペレーターが報告した。

「ソーラーディンギーです」

「ソーラーディンギーだと!?」

　よりにもよってと、ワンは思った。軍人一筋の彼は、金持ちの道楽のための船、わけてもその最たるソーラーディンギーが大だい嫌きらいだった。

「糞くそ忌いま々いましい!!」

　と、彼は呪のろわずにはおれなかった。

「『ニンハイ』に拾わせろ。救助者は、船倉にでも押おし込めておけ！」

「無理でしょう」

　と、チャン艦かん長ちよう。

「『ニンハイ』と『ピンハイ』はもともと小さい艦ふねです。そうでなくとも、船倉は荷物で一いつ杯ぱいでしょうなあ……」

「ソーラーディンギーは四人乗りと確認！」

　追い討うちをかけるように、オペレーターが言った。

「四人とも無事です！」

「むう……。では、『ルーター』に接せつ舷げんさせろ」

　もう一隻せきの駆く逐ちく艦かん『ルーター』に押し付けようと、ワン。

「『ルーター』でも、無理でしょう」

　と、チャン艦長。

「あの艦は旧式です。しかも定員一杯。四人も乗せる余よ裕ゆうはありませんな……」

「では──」

　と、ワンは最後の抵てい抗こうとばかり、言い放つ。

「ポジションシグナルを出して、付近を航行中の民間船に、救助させろ」

「お忘れですか、上校殿どの？」

　念を押すように、艦長は言った。

「付近を航行中の宇宙船せん舶ぱくは、我々だけです。今からポジションシグナルを出しても、彼らが救助されるのは、早くて三日後でしょうな。それまで彼らが生きていられるという保証はない。もし、万が一の場合、国際世論は沸ふつ騰とうし、我々フーロン宇宙軍の心証は『漂流者を見捨てた』と、決定的に悪くなりましょうな」

「ぐ……」

　ワン上校は口ごもった。貿易国家であるフーロンの性格上、国家世論を敵に回すのは得策ではない。むしろ彼らは国際間の微び妙みようなバランスの上に、現在の富と繁はん栄えいを築いてきたのだ。

「そもそも今回の作戦は、極ごく秘ひ任務だと言うことを、お忘れなく。彼らが我々の存在を知ってしまいました。作戦任務が完かん了りようするまで、彼らによって我々の行動が外部に漏もれるのは、まずいと思いますが……」

「わかっている！」

　苛いら立だちを隠かくせず、ワンは叫さけんだ。

「どうしろと言うのだ、艦長？」

「旗艦施し設せつを有する本艦になら、まだ若じやつ干かんの定員の余裕はあるということです。四人くらいなら……支障はありますまい」

「それしかなさそうだな」

　さらに舌打ちして、ワン。

「拾ってやれ！」




「いや～、助かるよ！」

　救助されたソーラーディンギーには、四人の若者──男性三人、女性一人──が乗っていた。いずれも二は十た歳ち前後。その中の一人の若者が、ポンとチャン艦かん長ちようの肩かたを叩たたいて言った。

「隕いん石せきと衝しよう突とつして、姿勢制せい禦ぎよ装置が故障しちゃってね。このまんまじゃ、干ひぼしになるしかないところだった。感謝するよ。フーロン宇宙軍も海かい賊ぞくを逃にがしてばかりが能じゃないってことかねえ……。ハイ、ごくろ～さん！」

　軍人を前に、あまりにもフランクな物言い。艦長以下のクルーは、ただ口をあんぐりと開けて若者の話術に呑のまれてしまった。

「この付近は航行禁止ということを聞いていなかったのか、民間人!?」

　眉まゆを吊つり上げて、ワンが言った。

「知らない」

　いともあっさりと、若者。

「本来ならば作戦航路妨ぼう害がいの廉かどで、『強制排はい除じよ』ものだぞ」

「そんなことしてごらんよ」

　と、若者は肩を竦すくめ、言った。何とも小こ癪しやくな表情と、ワンの目には映った。

「国際世論はたちまち沸ふつ騰とうして、フーロン排はい斥せき運動が起こるよ。フーロン経由の商品は買わないようにしましょうって不買運動で、一か月しないうちにフーロンの財政は干上がる……って、これは俺おれの親おや父じの、受け売りだけどな」

「青あお二に才さいめ！」

　ワンは思わず気け色しきばんだ。

「親の金でヨット遊びか……。宇そ宙とに放ほうり出されなかっただけ、感謝しろよ」

「そんなことしたら、以下同文だよ」

　と若者は少しも怯ひるんだ気配はない。大したタマだ。

「この辺りが作戦宙域だってことは知らなくても、そういう理り屈くつは、捏こねられるんだよね」

「いい加減にしなよ、兄貴！」

　紅一点の女性が言った。フーロン宇宙軍にも女性士官はいるが、後方勤務オンリーである。艦かん隊たいまで含ふくめても、彼女はこの近辺数万キロ立方内に唯ゆい一いつの女性だった。兄とはあまり似ていない。しかし、相当な美人だ。宇宙線防止用のヨットパーカーの下から、ビキニの肢し体たいが透すけて見える。ワンは彼女の兄に対して尋じん常じようではない怒いかりを覚えていたが、それでも催もよおしてくる劣れつ情じようを、完かん璧ぺきには抑おさえることができなかった。それほど彼女は魅み力りよく的てきな美人だったのだが、しかし兄そっくりの皮肉を湛たたえた瞳ひとみは、どうにも油断がならない。

「あたしは嫌いやよ、ロクな装備もなしに宇宙遊泳なんて……」

「こういう手合には言ってやった方がいいんだよ、ノリカ」

　と、彼女の兄は言った。

「民間人がどいつもこいつもおとなしくて、軍人の言いなりだなんて、勘かん違ちがいしたまんまでいて欲ほしくはないからな」

「惑わく星せい連合宇宙軍ならともかく、我わがフーロン宇宙軍では、事情はだいぶ違うぞ。民間人」

　脅おどすように、ワン上校。しかし、若者は動じない。屈しない。怯まない。反省の素そ振ぶりすらない。

「できれば言いなりになって欲しいものだな。こっちが優やさしいうちに……」

「俺おれって、こう見えて結けつ構こう文才あるんだよね……」

　若者には若者流の脅しがあった。

「俺の書いた抗こう議ぎの投書が、銀河中央新聞に載のったら、あんたの地位も安あん泰たいではないと思うけどな、上校さん」

　指先でワンの襟えり章しように触ふれながら、若者は言うのだった。

「逆に俺たちを優ゆう遇ぐうして、損はないと思うよ。確かに俺たちは社会に何の貢こう献けんもしていないモラトリアム人間だけど、俺たちの親は、高額納税者だからね。あんたらの給料も、この駆く逐ちく艦かんの建造費も、親おや父じたちが納めた税金だ。違うかい」















「違うな。フーロン宇宙軍は、惑星連合とは何の関係もない。おまえらの税金は、惑星連合宇宙軍の給きゆう与よではあっても、我々の給与ではない！」

　ワンは若造相手に、ムキになって反論してしまった。相手のペースに巻き込まれたのだ。それこそ若者の、思うツボだった。

「ふ～ん。そうきたか……」

　ニヤニヤしながら、ヨットパーカーに懐ふところ手でで、若者は言った。

「なら、もっと恐おそろしい事実を認にん識しきさせてやろう」

「何だ？」

　思わず釣つり込まれる、ワン上校。若者は話術の駆かけ引きが、抜ばつ群ぐんに巧うまかった。それ以上に底意地の悪さが滲にじみ出ていた。

「あんたらの給料は、フーロン政府から出ているのか？」

「そうだ」

「じゃあそのフーロン政府は、何でもってる？　惑わく星せい間貿易の上うわ前まえと、フーロンに来る膨ぼう大だいな数の観光客が落としていく、買物料じゃないか。言っちゃなんだが、俺たちはその両方で、メッチャメチャフーロンの財政には貢献しているぜ。あのソーラーディンギーも、フーロン経由で購こう入にゆうしたし、俺たちの宿しゆく泊はくしているのは、フーロン有数の五つ星ホテル、ペニンシュラ・フーロンだ。それもロイヤルスィートだぞ。噓うそだと思ったら、電話して宿泊名めい簿ぼを確かめてみろ！」

「それは……できん」

　気け圧おされながら、ワン。

「今は作戦行動中だ……」

「どうやら、相当なＶＩＰの子弟のようですよ」

　と、チャン艦かん長ちようがそっと、ワンに耳打ちした。

「わかっとる！」

　艦長にあたる、ワン。

「ともかく、しばらくは船室でおとなしくしていてもらおう……」

　よく抑おさえられたと、ワンは自分を褒ほめてやりたい気持ちになっていた。

「御ご丁てい重ちようにな……」




「カツヤは、相変わらずだなあ」

　と、四人の若者の一人、金きん髪ぱつの青年が言った。飛び抜ぬけたハンサムである。四人の容姿はいずれも水準以上であったのだが、その中でも卓たく抜ばつしていた。彼と較くらべればギリシャ彫ちよう刻こくが出で来き損そこないに見える。声も地のままで、立体アニメの声優が務まるだろう。

「挑ちよう発はつしちゃって……。連中、相当トサカにきてたよ」

「いいんだよ」

　と、カツヤと呼ばれた、あのリーダー格の青年が言った。彼が最年長で二十三歳。他の三人はいずれも二十歳だった。

「あのくらい言ってやらねえと、連中には通じねえんだから──」

「でも、やり過ぎだ」

　と、金髪の若者。

「ケンに言われたかねえや！」

　とカツヤ。

「あんまり大声で喋しやべらない方がいいわよ」

　狭せまい船室の天てん井じようを見上げながら、ノリカが言った。コンパクトを出して、化け粧しようを直しているあたりは、ごく普ふ通つうの女性であった。

「ここの壁かべ、薄うすそうよ」

「たとえ壁が厚くても──」

　と、ケン。

「どこかにある隠かくしマイクで、逐ちく一いち盗とう聴ちようされてるよ」

「そうね」

　と、ルージュを塗ぬりながら、ノリカ。ショートヘアが魅み力りよく的てきだ。

「ノリカ……そのコンパクト、もしかして？」

　と、ケンが言いかけるのを、

「しっ！」

　と、ノリカは唇くちびるに指を当てて遮さえぎった。

「姉さんとこの、ハルミⅡに貰もらったのよ。口紅もね……」

　コンパクトのミラーの角度を微び妙みように動かす。

『あったわ!!』

　と、目配せで合図するノリカ。その指先が、壁に隠されていた盗聴マイクの上で止まった。

　特製リップスティックを壁のその位置に押おし当て、スイッチを入れる。ブツッという、機械音。これで盗聴マイクは殺された。

「ふん。他た愛わいもないわね。フーロン宇宙軍は、電子機器では三十年、遅おくれてるって姉さんが言ってたけど、本当だわ」

「そのコンパクトとリップスティックが、凄すごいのさ」

　とケン。

「そうだよね、カツヤ？」

「そうとも言う……」

　とカツヤ。

「しかし、姉貴の言げんにも、一理ある。何たって、あの姉貴だからな……」

「そうだよな」

　と、それまで黙だまっていた四人目がおもむろに口を開いた。

「カツヤやノリカから見れば、お姉さん。つまり僕ぼくにとっては母さんに当たるわけだが……」

　四人目の若者は、カツヤとノリカの甥おいであった。しかし年が近いのでむしろ従い兄と弟こという感覚だ。それ以上に『悪友』である。

「エドを中心に我わが一族を見ると、ちょっと豪ごう勢せいだよな」

　とカツヤが言った。

「二人の祖父がそれぞれ元大統領と元惑わく星せい連合宇宙軍の最高司令長官、母親は、かつて銀河にその名を轟とどろかせた暗黒太陽小町……。おまけにラアルゴンとの、クォーターだって言うんだから──」

「そう言うカツヤだって、凄いじゃないか」

　と、エドと呼ばれた若者は反はん駁ばくした。

「なにしろ宇宙一の無責任男の、嫡ちやく男なんだぞ」

「確かに俺はジャスティ・ウエキ・タイラーの長男だが……」

　心持ち寂さびしそうに、カツヤ──カツヤ・ウエキ・タイラー・ジュニア──は言った。

「どっちかと言えば、家か督とくはキサラ姉さんに持っていかれちまったからな……。エド、親おや父じの正当な後こう継けい者しやは、あくまでも孫であるおまえだぞ。それにおまえには、ヤモマト家の血まで入っているんだからな」

「それ、言わないで欲ほしいなあ……」

　ちょっと嫌いやそうに、エド。

「僕の中に、父さんやマコトお祖じ父いちゃんの血まで流れているのかと思うと、先行き不安になるんだ。あの二人、実力はともかく運には見放されているからね」

　そうしみじみ語るエドのフルネームは、とてつもなく長い。ジャスティ・エドワード・ウエキ・ハス・ヤマモト・タイラーⅢ世というのだ。つまり、彼一人の中にそれだけの血が凝ぎよう縮しゆくされている訳だ。タイラー家と、ヤマモト家と、ハス家の……。彼の暗紅色の髪かみの毛はラアルゴン人である祖母譲ゆずりであったし、ちょっと狡こう猾かつそうな口元は母方の祖父譲りであった。そして、その長身で締しまりのいい体たい軀くと、やや垂れ気味の目は、父方の系統である。

「僕にも、悪運が取り憑ついているのかと思うと、ぞっとするよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　とノリカ。彼女のフルネームも気取っている。ディスティニー・ノリカ・ウエキ・タイラーというのだ。父親であるジャスティ・ウエキ・タイラーには、末っ子ということもあって最も可か愛わいがられ、甘あまやかされて育った。それ以上に父親の強運を最も受け継ついだのは、次女である彼女かも知れないとエドは思っていた。おそらくカツヤも、ケンも、同じ意見だろう。

「エドはちゃんと、母方の強運も受け継いでいるから……」

「絶対相そう殺さいされたと思う！」

　とエド。

「いや、違ちがうな」

　と、ケンが言った。

　さしものエドも、フルネームの長さではこのケンに及およばない。ケンのフルネームは、ロナルド・ケン・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅩ世。銀河一の大だい富ふ豪ごうであるフヨウ家の正せい嫡ちやくだ。母親はエドの母であり、カツヤ、ノリカの姉でもあるキサラの親友、イリナ。因いん縁ねんである。ケンの父、ディックことリチャード・フヨウⅨ世は先天性の免めん疫えき不全体質であり、一生を滅めつ菌きんされ外界と遮しや断だんされたプラスチックケースの中で過ごさねばならない。ケンは人工受精児として誕生したフヨウ家唯ゆい一いつの男子だが、父親の悲運を補って余りある希望の星であった。彼は生まれながらにして全すべてを持っていた。父親譲ゆずりの端たん麗れいな容姿と、元体操選手の母親から受け継いだ健康な肉体と卓たく越えつした運動神経。ハンサムで大金持ち、おまけにスポーツ万能なのである。これでは数多あまたの女性が放ほうっておくはずもない。しかし、よくしたもので（？）ケンは女性には、ほとんど興味を示さなかった。もちろん、男性にもない。念のため──。

「母系の強運は強運として、父系の凶きよう運うんは凶運として、相殺されずに混在しているよ。エドの中にはね……」

　そう言ってケンは、エドを見た。

「つまり、起き伏ふくが激しい。よく言えば波は乱らん万ばん丈じよう、悪く言えばジェットコースターのような人生を、エドは歩むことになると思うな」

「それが哀かなしいよ」

　と、エド。

「そのために、これほどの仲間に恵めぐまれながら、いまだに初はつ恋こいの女ひ性とにも再会できずにいる……」

「その話は、ひとまず置いておこう」

　リーダーらしく、カツヤが言った。

「今は、当初の計画が先だ」

　四人は互たがいに確かく認にんするかのように、無言で頷うなずき合った。

　どの一人を取っても、尋じん常じようではないバックと実力とを、兼かね備えている。その四人が、がっちりと友情と悪わる知ぢ恵えの絆きずなで、結ばれているのだ。

　彼らをよく知っている者たちは、彼らのことをこう呼んだ。

　無責任カルテット──。




「盗とう聴ちよう器きを、殺されました」

　と、監かん視しの兵士が報告する。

「奴やつら、只ただ者ものではないようです」

　と、チャン艦かん長ちよう。

「わかっている……」

　イライラしながら、ワン上校。

「しかし、あのカツヤとかいう若造の顔、どこかで見たような……」

「自分も、そう思っておりました」

　と艦長。

「それも、何やらマスメディアで見たような記き憶おくが──」

「彼らの正体を詮せん索さくすることは、後回しだ」

　とワン。

「今は、ブラック・セラフィムの脅きよう威いを何とかすることが、火急の任である」

「そうでした……」

「まったく、そうでなくとも大変な時に、とんでもないお荷物を背負しよい込んでしまったな」

「ともかく、全力を尽つくそうと思います」

「無論だ」

　とワン。

「本来なら、極ごく秘ひ任務のはずだったのだが……」

　カツヤたちのおかげで、大おお幅はばに予定が狂った。

「ともかく。このまま第一級の警けい戒かい態勢で──」

「困ります！」

　うろたえ気味の、部下の声。

「ここはブリッジです!!　しかも作戦行動中の、軍ぐん艦かんのブリッジなんです！」

「わかってるよ！」

　聞きたくもない、声だった。

「カタイこと言うな!!　俺、軍艦のブリッジってどんなだか、一いつ遍ぺん見たいと思っていたところなんだ。これが本当の、渡わたりに船だろうが……」

「ルー中ちゆう尉い!!」

　ワンが絶ぜつ叫きようした。

「そやつらを出すなと、言っておいたではないか!?」

「こいつを責めないでやってくれよ、上校さん」

　と、カツヤが言った。

「ワガママを言ったのは、俺の方なんだからよ」

　カツヤの横に、もう一人いた。エドだった。

「ちょっとトイレを借りるつもりが、こんな所へ『迷い込ん』じまってな」

「こんな場所にトイレなどあるか!?」

「戦せん闘とう中は、どうするのさ？」

「我が慢まんする！」

「体に毒だよ」

「民間人の関知するところではない!!　とっとと船室に戻もどれ」

「あの部屋嫌きらい」

　と、悪びれもせずカツヤは言った。

「狭せまいし臭くさいよ。それに、せめてノリカの奴やつだけでも別室にしてくれる、心遣づかいが欲ほしいよね」

「そんな余よ裕ゆうがあるか!!」

　とワンが怒いかりに任せ、叫んだ。

「そうでなくとも、貴様らはイレギュラーなのだ。我々はブラック・セラフィムの機動艦かん隊たいを邀よう撃げきするという目先の任務だけで、手一いつ杯ぱいなのだ!!」

「あらら、ついポロリと、機密を漏もらしちゃったよ、この人……」

　本人は意識しなかったかも知れないが、カツヤの口調は往年の父親にそっくりであった。血は争えない。

「きっと最高機密だぜ」

「し……しまっ……」

　ワン上校は咄とつ嗟さに口を押おさえたが、遅おそきに失した。その顔面は紙のように蒼そう白はくとなる。

「へええ、ブラック・セラフィムねえ」

「き、貴様ら……これを知って……」

「ただでは、済まないんでしょうねえ」

　エドが言った。

「銃じゆう殺さつですか？」

「長期に亘わたって身み柄がらを拘こう束そくされるくらいのことは、覚かく悟ごして貰もらおう」

　チャン艦長の方がベテランだけあって、冷静な対応であった。

「構いませんよ」

　と、エドも冷静に言う。

「で、どうします？　僕たち船室に、戻りましょうか？」

「他の二人にまで、喋しやべられてなるか！」

　汗あせを拭ふき拭き、ワンは言った。

「ここにいてもらおう。許可が出るまでな……」

「ラッキー！」

　と、カツヤ。

「特等席で艦かん隊たい戦せんを見物だぞ。得したな、エド」

「よくそこまで、能天気でいられるな……」

　チャン艦長が呆あきれた。

「噂うわさは本当だったね、カツヤ」

「そうだな、エド」

「噂？」

　咎とがめるような目で、二人を見るワン上校。

「噂って、なんだ？」

「知りません？」

　と、無む邪じや気きな口調でエド。

「フーロンの近くで不ふ穏おんな動きがある。これは絶対、近いうちに戦争だって、専もつぱらの噂ですよ」

「どうして……？」

　てきめんに狼ろう狽ばいする、ワン。

「これはフーロン宇宙軍の最上層部しか知らない、最高機密のはずなのに……」

「誰も知らないと思っているのは、実はあんたたちだけだったりして……」

　笑いながら言うカツヤ。挑ちよう発はつしている。

「惑わく星せい連合じゃ、みんな知ってますよ。現に暇ひまな学生である、我々だって薄うす々うす知ってたんだから……。いや～、噂を信じて網あみを張っていて、本当によかった……」

「貴様ら、何者だ？」

「ただの通りすがりの、四人組ですよ」

　平然と言い放つ、エド。

「それ以上でも、それ以下でもありません。今のところはね」

「後で尋じん問もんしてやるからな。覚かく悟ごしておけ！」

　ワンの恫どう喝かつも、さっぱり功を奏してはいなかった。相手が悪い。

「貴様らは私服だ。スパイが私服で捕つかまると、どうなるかくらいは知っていような」

「三泊ぱく四日のワイハー旅行ですか？」

「その減らず口が、永遠にきけなくなるんだ！」

「へ～、そいつは怖こわいな」

　少しも臆おくさずに、カツヤ。

「まだこの若さで、死にたくはないものですな。エドワードくん？」

「まったくですよ、カツヤさん」

「それにしても、フーロンにちょっかいを出そうとは、どこの軍かと思っていたけど、ブラック・セラフィムだったとは……」

「さもありなんて、感じかな？」

「まったく……」

　二人は顔を見合わせて、殊こと更さらに周囲を刺し激げきした。楽しんでいるのだ。心の底から、今の危あやうい状じよう況きようを。

　退たい屈くつを何よりも嫌きらう、若者たちであった。

「なんか、みんなピリピリしてますよ」

「当然でしょう。なにしろ相手は、あのブラック・セラフィムですから──」

「生きて還かえれる、保証はないと……」

「頼たのむから黙だまっていてくれ！」

　ついにワンは、懇こん願がんした。

「ブリッジの士気が……落ちる……」

「頼まれちゃったよ」

　とエド。

「どうする？」

「構うことはない」

　と、カツヤは微笑ほほえんだ。

「ならばむしろ、俺たちが喋しやべって、士気を上げてやろうじゃないか」

「言いますな～」

「道理でみんな、葬そう式しきみたいな表か情おをしてると思った。そうか～、相手はあの、宇宙最強の軍事結社、ブラック・セラフィムですか……。こりゃ、フーロン宇宙軍では、手に余る敵ですなあ」

　喋る間にもブリッジの士気が、ありありと萎なえるのがわかった。

「しかし、この人たちはラッキーだ」

　とカツヤ。

「幸運の天使である、我々を拾ったんだから──」

「カツヤ。この場で『天使』なんて言葉は、禁句だよ」

　エドは言った。

「ブラック・セラフィムは武装宗教集団だ。彼らは軍隊にも匹ひつ敵てきする装備を持ち、しかも思想的にイカレている。自分たちの宗教に背そむく者は、絶対に許さない。軍隊そのもののヒエラルキーを持ちながら、お互たがいを天使になぞらえ、階級も天使のそれで呼び合っている。チェラブ（智ち天使）とか、セラフ（熾し天使）とかね」

「セラフの複数形が、セラフィムだ」

　と、聞こえよがしにカツヤ。

「ブラック・セラフィム（黒い熾天使）という名前も、そこから出ているんだよな」

「まあ、兵隊ごっことしたら、斬ざん新しんな階級呼こ称しようではあるね」

　と、エド。

「少なくとも上校だなんて妙みようちきりんな階級よりは、よっぽど響ひびきがいいよ」

　歯に衣きぬ着せない。ワン上校は拳こぶしを震ふるわせて聞いている。

「で、奴やつらの階級では、セラフがいちばん上なのかい？」

「いいや」

　と、カツヤ。

「まだその上に、ヤーヴェというのがあるそうだ」

　ヤーヴェ即すなわちエホバ＝神である。

「ヤーヴェか……。大きく出ましたな」

「普ふ通つう宗教団体では、トップに立つ人間は神のエージェントではあっても、神そのものではないんだけどな……」

　とカツヤ。

「それだけでも、奴らのいかがわしさは折り紙付きだ。でも、力は侮あなどれないな……」

「民間人、黙だまれ！」

　ついに叫さけぶ、ワン上校。

「それ以上何か言ってみろ!!」

　腰こしのレイガンのホルスターに、手をかけた。

「やれやれ……」

「あれじゃ、出世はおぼつかないよ。せいぜい大校どまりだろう……」

　小声でなお、好きなことを言う。

「うぬ……」

　本当に撃うとうかなと、ワン上校が堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを解きかけた時──、

「レーダー反応！」

　と、オペレーターが絶ぜつ叫きようした。

「大型戦せん闘とう艦かん、八！　小型艦……二十以上!!　高速で接近！」

　緊きん張ちよう感かんを通り越こして、さっと絶望感が『チェンド』のブリッジを走り抜ぬけた。

「戦力差十倍以上か……」

　ワンが唸うなった。

「間ま違ちがいありません……」

　震ふるえる声で報告もままならせぬ、オペレーター。

「ブラック・セラフィムの、戦闘艦隊……彼らの言う、『調ちよう伏ぶく船せん団だん』です！」

「う、うう……」

　ワンの背中がわなわなと震えるのが、カツヤとエドにも見えた。おそらく顔面は蒼そう白はくを通り越して、透すき通っているのではないか。

「どうする？」

　エドが尋たずねた。

「どうするって……」

　微笑ほほえみながら、カツヤは言った。

「どうしようもないよ。ま、民間人は邪じや魔まにならないように、ゆっくりお手並み拝見といこう」

「どっちの？」

「両方！」

　白い歯を見せて、カツヤ。

「でもまあ、どっちのお手並みがより期待できそうかは、一目瞭りよう然ぜんってやつだな、これは……」






















第二章　信しん仰こう心しんはお持ちですか









「フーロン宇宙軍の偵てい察さつ艦かん隊たいが出て来ましたな」

　ブラック・セラフィムの調ちよう伏ぶく船せん団だんの旗艦である大型戦せん闘とう艦かん『ウリエル』のブリッジでは、船団指令付き副官であるカッツ・モリガンが、司令官のラヤ・キムタークに報告していた。

「小型艦が、たったの四隻せきか……。我々も見み縊くびられたものだな、カッツよ」

　オーファン（座天使）ラヤ・キムタークは自じ慢まんの長ちよう髪はつを欝うつ陶とうしそうに搔かき上げながら、傍かたわらの副官を顧かえりみた。オーファンは通常の軍では少将にも相当する階級だが、キムタークはまだ二は十た歳ちそこそこの青年提てい督とくであった。カツヤと変わらない。軍服に似た白い詰つめ襟えりの上から赤いローブを羽織り、その肩かたにはオーファンであることを示す燃える車輪の階級章が縫ぬい取られていた。

「こちらは『ガブリエル』級大型戦闘艦が八隻、『アズラエル』級小型戦闘艦二十九隻だ。これでは蹴け散ちらす意味もない」

　ブラック・セラフィムの大型戦闘艦は、ほぼ惑わく星せい連合宇宙軍の重じゆう巡じゆん洋よう艦かんにも匹ひつ敵てきする戦闘力を有する。小型艦でも、大型駆く逐ちく艦かんには相当するのだ。さらに彼らは、『メタトロン』級の攻こう撃げき空母すら有するのだ。ただし、空母を含ふくむ機動船団を動かせるのは、チェラブ以上の司令官に限られる。

「オーファン・キムターク。いかが計らいましょうか？」

　ヴァーチュー（力りき天使）であるカッツは、上目使いに彼の敬愛してやまぬ上官を見た。キムタークも若いがカッツはさらに若い。まだ十九歳さいの美青年である。円つぶらな瞳ひとみは、少女と言っても通用しそうだ。だがその瞳の奥おくに燃える狂気の炎ほむらは、一いつ般ぱんピープルとは一線を画する。やはり白い詰襟の上から緑のローブを羽織り、その肩にはやはりヴァーチューの階級ステージにあることを示す、百ゆ合りの花の刺し繡しゆうがあった。

「捨ておけ」

　とだけ、キムタークは言った。

「無視しろ。刀の名折れだ。見み逃のがしてやれ。それでも歯向かうようなら、その時は一いつ蹴しゆうしろ。あれしきの艦隊では、『浄じよう化か』するほどの意味もない。我々の目的はあくまでも、フーロンの奢おごれる民たみに、我らの力を示すことだ。首都メイコンは、宇宙時代のソドムと化すのだ」

「宇宙に浄化を！」

　掌てを挙げて、カッツは言った。それが彼ら流の敬礼であった。

「我らがブラック・セラフィムのために──!!」

「宇宙に浄化を……」

　キムタークも掌を挙げ、軽く敬礼を返した。

「我らの楽園が、また一歩近付いた」

　端たん正せいな唇くちびるの端はしに、冷たい薄うす笑わらいが浮うかぶ。

「敵艦かん隊たい……散開します」

　エンジェル（平ひら天使）の階級にあるブリッジ・オペレーターが報告した。

「散開だと？」

　キムタークの眉まゆが、ピクンと吊つり上がった。

「気に入らんな。あくまでも我々に盾たて突つくと言うか……」

　うざったそうに言う。そのあたりの表情は、普ふ通つうの若者とそう変わらない。

「雉きじも鳴かずば撃うたれまいに……。そうまで死に急ぐか、凡ぼん夫ぷめらが──」

　これはもう『浄化』するしかない。

「カッツ！」

「はい」

　畏かしこまる。カッツ。

「左さ翼よく船団の旗艦を呼べ！」

「『サリエル』ですね。では──」

　カッツの表情が、ぱっと輝かがやく。

「ああ」

　頷うなずいて、キムタークは言った。

「カイに、蹴け散ちらせる!!」




　キムタークの麾き下かで左翼船団の司令を勤めるカイ・マサヒコはドミニオン（主天使）の階級ステージにあった。軍隊式に言えば大佐である。二十一歳。容姿はキムタークやカッツほど、飛び抜ぬけて尖せん鋭えい的てきではない。その分、考え方も普通の若者に近いようだ。しかし、その指揮官としての能力は高く、特に戦せん闘とう力りよくは頭抜けていた。何よりも他人の評価には人一倍厳格であるキムタークが、自分の左翼を任せるほどの逸いつ材ざいだ。

「宇宙に浄じよう化かを──」

　スクリーンに向け敬礼しながら、カイは言った。

『宇宙に浄化を……。ドミニオン・カイ、任務だ』

　モニタースクリーンの中で、キムタークが微笑ほほえむ。

「敵艦かん隊たいの浄化ですね」

　微笑むカイ。黄色のローブの肩かたには、ドミニオンであることを示す、笏しやくのシンボルが刺し繡しゆうされていた。

「お任せください」

『さすがだな』

　とキムターク。

『君には相手不足だろうが、敵は敵だ。一艦残らず、浄化してやれ。それが、彼らのためでもある。煉れん獄ごくの炎ほむらで灼やかれ、最後の審しん判ぱんの後には永遠の生命を得られるようにな』

「御ぎよ意い」

　跪ひざまずく。

『では期待しているぞ。宇宙に浄化を──』

「宇宙に浄化を、我らがブラック・セラフィムのために！」

　スクリーンはフェイドアウトした。

「キムタークめ。俺おれに花を持たせてくれるってか？」

　通信が切れたのを確かく認にんしてから、素す顔がおに戻もどるカイ。

「余よ裕ゆうじゃんかよ」

　ほとんどその辺の若者と変わらぬ、メンタリティーを持つカイである。骨の髄ずいまでヤーヴェの使徒となったキムタークやカッツとは、だいぶ違ちがう。

「もとはあいつと俺、同期なんだよな。洗礼を受けて信者になったの……。エンジェルの頃ころは、俺の方が評価が高かったのに……」

　根に持つというのではないが、しっかり覚えているカイ。当のキムタークは、そんな低次元のことはもう忘れているに違いなかった。そのあたりが、端たん的てきに言えば二人の差である。組織から見れば、キムタークの方が優等生で扱あつかい易やすいであろうことは言げんを俟またない。

「ま、やったるか。あいつに恥はじを搔かかすのも、忍しのびない……」

　本当はとても『いいやつ』に違いないカイは、それでも兵を動かすことにかけては、右に出る者はいない。彼は即そく座ざに左さ翼よく船団を本体と分ぶん離りした。カイ自身の座乗する大型戦せん闘とう艦かん『サリエル』を旗艦に、八隻せきの小型艦が続く。特に肉にく薄はくしての接近戦を、彼は得意としていた。小型艦だけで、惑わく星せい連合宇宙軍の戦艦を沈しずめたこともある。その抜ばつ群ぐんの腕うでを買われて、この若さでドミニオンにまでなった。キムタークほどではないが、異例の出世だ。カイが出で遅おくれたのではなく、キムタークが凄すごすぎるのだった。

「さあて……」

　艦長兼けん任にんの司令であるカイは、『サリエル』の艦長席で膝ひざを組み、舌なめずりした。

「どいつから、浄じよう化かしてやろうかなっと」




「敵の左翼が、突とつ撃げきしてきます！」

　オペレーターの報告は、絶ぜつ叫きように近かった。『チェンド』のブリッジはパニックである。

『チェンド』だけではない。他の三隻でもそうだろう。

「うろたえるな！」

　さすがにワン上校は辛かろうじて、軍人としてぎりぎりの一線で踏ふみとどまっていた。たとえ、軽くあとひと押おしで崖がけっ縁ぷちから転落するにしても──。

「応戦だ！」

「少しあいつを、見直したよ、エド」

　カツヤが囁ささやいた。

「威い張ばり散らすだけの軍人かと思っていた」

「そうかな？」

　エドは辛しん辣らつだった。

「やっぱり軍人としては、無能じゃないかな？　『応戦しろ』だって？　この状じよう況きようで下す命令としては、少々ファジーすぎやしないかい？」

　二人は、あくまで冷静であった。確かめるまでもなく、この艦かん隊たいにあって最も冷静な二人であったことだろう。

「どうする？」

　カツヤが尋たずねた。

「どうするって……決まってるだろ」

　と、エド。暗紅色の髪かみが、微かすかに揺ゆれた。

「僕ぼくはまだ、死ぬ訳にはいかないよ。マチコに再会するまでは──」

「そうだったな」

　と、カツヤは三歳年下の甥おいに向かい、頷うなずいた。

「だが、俺だってそうだ。こんなつまらん小こ競ぜり合いで、死んでたまるか」

「砲ほう雷らい撃げき戦せん用意！」

　ワンの叫さけぶ声が、二人の会話を搔かき消した。

「ようやく具体的な命令が出てきましたな」

　あくまで落ち着き払はらった声で、カツヤ。

「だが、もう遅おそい」

　とエド。

「何か、早急に手を打たないと……」

「手はある」

　と、カツヤ。

「問題は、あの司令官にどうやって、我々の判断を実行させるかだ……」

「頭が痛いよ」

　と、エドは言った。

「銃じゆう口こうを前に、二に人にん羽ば織おりを演じているみたいだ」

　言い得て妙みよう、である。

「何をぐちゃぐちゃ、くっちゃべっておるか!!」

　ワン上校が振ふり向き、拳こぶしを突つき付けた。

「民間人は黙だまっておれと、あれほど──」

「いいのかなあ……」

　敢あえて平然と、エドは言った。

「振り向く余よ裕ゆうなんか、ないはずだよ」

「言われんでも、わかっとる！　いちいち五う月る蠅さい小こ僧ぞうどもだ!!」

「その小僧からの、アドバイスなんですけどね……。逃にげませんか？」

「聞く耳持たん！」

　ワンは拳を振り回し、叫さけんだ。

「我々は軍人である！　軍人の本ほん懐かいは、祖国を防衛することである!!　逃げるという選せん択たく肢しなど、端はなからない！　我々は祖国の盾たてとなり、ここで散る！」

「御ご高こう説せつ、いちいちごもっともですけどね……」

　ため息混じりに、エドは言う。

「ここで呆あつ気けなく死んじゃったら、盾としての任務も果たせないと、思うんですが？　違ちがいますか？」

「金持ちのドラ息子むすこ風ふ情ぜいが、何を偉えらそうに!?」

「逃げるなら、今ですよ」

　と、なおもエド。

「僕の見るところ、あと一分足らず……。後退命令を出せば、まだ離り脱だつできる。そして、後方で戦力を立て直し、味方の主力と合流するのが、筋ってもんでしょ」

「黙れ！」

　ワンの平手打ちが、エドを殴おう打だした。

「指揮官は、私だ!!　民間人ごときの、指図は受けん！」

「重じゆう症しようだな……」

　エドを助け起こす、カツヤ。

「大だい丈じよう夫ぶか、私の大切な甥おいよ」

　笑っていた。

「大丈夫……」

　鼻血を啜すすりながら、エド。

「あの野や郎ろう……。拳の固さだけは立派に軍人しちゃってくれてるよ」

「避さけようと思えば、避けられたぞ」

「わざと避けなかったのさ」

　と、エド。

「その方が、後々効きいてくると、咄とつ嗟さに思ってね。あいつ、今ので僕に負い目ができた」

「そうは見えんぞ」

「なあに……。あいつ、思ったより小心者さ。僕を殴なぐった瞬しゆん間かん、目を瞑とじていたもの」

　ということは、殴られた瞬間、エドは目を開けていたということになる。

「ただ、拳の固さだけは計算外だったなあ……。けど、殴られた痛みよりも、貴重な時間をロスしてしまったことの方が痛いよ」

「俺もだ。よく我が慢まんしたな」

「生き残るためさ。我慢もする」

　拳をぎゅっと握にぎり締しめ、エドは言った。

「何のために、ここまで来たと思ってる……」

「敵左さ翼よく艦かん隊たいが、散開します！」

　ワンの表情が、さっと蒼あおざめた。

「いかん！　包囲されたぞ!!」

「最初から、わかってた……」

　とエド。

「言わんこっちゃない」

「何かほざいたか、民間人!?」

　ワンが振ふり向いた。

「ほらね」

　エドがカツヤに囁ささやく。

「あいつ、この状じよう況きよう下かで、僕の言うことに耳をそばだててる。ナーバスになってる証しよう拠こさ」

「なるほど……。だが状況は何も変わらんぞ」

「変えてみせる！」

　とエド。

「何を変えるだと!?」

　とワン。

「いやね」

　と、笑いながらエドは言った。

「優ゆう秀しゆうな艦隊指揮官なら、ここで無茶をせず、適切な命令を出すはずだって、噂うわさしてたのさ」

「ほう……」

　と、ワンが二人を見た。眉まゆのあたりが、ピクピクと小刻みに震ふるえている。

「例えば……どんな……」

「そうだなあ……」

　と、エド。

「四隻せきを緩ゆるやかに集結させつつ、後退する。決して敵を刺し激げきしないように細心の注意を払はらいつつ……。そして後退しながら、機き雷らいを散布……ってとこかな」

「なるほど、悪くはないな」

　と、ワン。

「私もたった今、まったく同じ作戦を思い付いたところだ」

　エドとカツヤとは顔を見合わせた。吹ふき出さないように、必死で口元を押おさえる。

「聞いたろう。オペレーター！」

「はい……」

　些いささか安あん堵どした表情の、オペレーターである。やはり笑いたいのを、堪こらえているようだった。

「全ぜん艦かんに伝えます……」

「あ、そうそう！」

　慌あわてて付け加える、エド。

「ワン上校のような優秀な指揮官なら、傍ぼう受じゆされないように気を配ることも忘れちゃいけない……ですよね？」

「む、無論だ……」

　咳せき払ばらいしながら、ワン。

「暗号で打て！」

「暗号は解読に、時間がかかる」

　と、カツヤ。

「この状じよう況きよう下かで、時間のロスは痛い。指向性の強いレーザー通信だ!!」

　そう叫さけんでから、慌てて、

「……と、あなたも同じことを言おうとしていたはずですよね？　ワン上校殿どの」

　と、念を押す。

「あ、ああ……当然だ。しかし、レーザー通信では、やがては敵に傍受されてしまう」

「傍受される頃には、こちらは態勢を立て直してますよ」

　と、エド。

「そこまで考えた上での質問ですか。いや～、一いつ介かいの民間人である僕らにそこまで戦術の勉強をさせてくれるなんて、ワン上校はなんていい指揮官なんだ……」

「そ、それほどでも……」

　思わず頭を搔かいてしまう、ワン。

　もはや完かん璧ぺきに、二人のペースに巻き込まれている。

「おまえの言う通りだ」

　と、カツヤはエドに向け、微笑ほほえんだ。

「殴なぐられてやったのは、無む駄だじゃなかったな」

「倍にして返すさ」

　頰ほおをさすりながら、エド。

「ブラック・セラフィムにな……」




「敵艦かん隊たいが、後退を始めました」

　と、『サリエル』オペレーターの報告。

「ほう……」

　と、カイは身を乗り出した。

「敵にも、少しは大脳皮質の発達した奴やつがいるようだな……」

　これくらいでなくては、一方的過ぎて面おも白しろくない。あくまで余よ裕ゆうで、カイは微笑んでいた。

「我らの教義に改宗するならば、ビショップくらいにはしてやってもよい……。ま、顔を見てみなければ何とも言えんがな」

　ブラック・セラフィムの上級幹部になるためには、ルックスが必ひつ須す条件ではないかという巷こう間かんの噂うわさは本当である。特に軍では士官に相当するエンジェル以上は、水準以上の美少年ばかりであった。一説には、教祖であるヤーヴェ──その正体は不明──の趣しゆ味みとも言われている。とにかく、容姿端たん麗れいであればそれだけ昇しよう進しんも早い。

「気を付けろ。ここで艦隊をまとめるくらいの知ち恵えのある奴なら、機き雷らいを撒まくくらいのことはしていようからな」

　さすがにカイも、ルックスだけでドミニオンの位にまで昇のぼりつめた漢おとこではない。

「機雷反応です！」

「やはりな……」

　北ほく叟そ笑えむ。

「こいつはちょっと、面白いぞ」

「迂う回かいしますか？」

「無用！」

　と、ローブの裾すそをバッと翻ひるがえして、手を挙げ命令した。

「砲ほう撃げきで破は壊かいしろ!!」




「やっぱりこうきたか……」

　砲撃による機雷爆ばく発はつの閃せん光こうを見ながら、カツヤは愉ゆ快かいそうに頷うなずく。

「こいつはなかなか、勇ゆう猛もう果か敢かんな相手だぞ」

「カツヤの相手としたら、ちょうどいいんじゃない？」

　とエド。

「勇猛果敢と言うことなら、我らがリーダーも、人後に落ちないからね」

「あのう……」

　と、艦かん長ちようのチャン中ちゆう校こうが、二人の方を振ふり向きながら、おずおずと指示を仰あおいだ。

「次は……？」

　もはや無能ということが証明されたワン上校の存在は、あっさりと無視されている。いまやカツヤとエドの二人だけが、生き残るための希望の星なのだ。

「気を付けた方がいい……ですよね。上校殿どの？」

　一応はワンにも気を遣つかいながら、カツヤは言った。

「あれくらい勇敢な敵なら、爆発閃光の中を突つき抜ぬけて来る。爆発による電磁波の乱れで、こちらのレーダーが使えなくなるのを見み越こして……。違ちがいますか？」

「そ、その通りだ……」

　しどろもどろに頷くしかできない、ワン。

「君たちは……なかなか有能だな」

「上校殿ほどでは、ありませんよ」

　と、ニヤリ嗤わらってカツヤ。けっこう嫌いや味みな奴やつかも知れない。

「こんなの艦隊戦術の、初歩の初歩ですから……」

「さすがだね、士官学校中退」

　エドが茶化した。

「中退は余計だぞ」

　と、横目で睨にらむカツヤ。

「素行不良で放校処分にならなければ、今頃は中ちゆう尉いか、うまくすれば大尉だぜ」

「似合わないと思うよ、カツヤには……」

　と、エド。

「カツヤはやっぱり、こうして他ひ人とにちょっかい出してるのが、いちばんらしいよ」

「そうかな……？」

　憮ぶ然ぜんとして、カツヤ。

「それより今は、前方を警けい戒かいしろ。敵はまず間違いなく、正面から突とつ破ぱしてくるぞ！」

「迂う回かいする可能性は？」

　と、ワンが尋たずねた。

「ゼロだ！」

　とカツヤ。

「全ぜん砲ほう門もんを、前方に指向してよろしい!!」

「もし、迂回してきたらどうなる？」

「その時はその時だ」

　と、カツヤ。

「全ぜん滅めつしてもしょうがない」

　平然と言う。

「そ、そんな……!?　誰だれが責任を取るのだ？」

「取りようがないね」

　あっさりと言うカツヤ。

「少なくとも、俺は取らないぞ」

「そんな無責任な!!」

「いかにも！」

　大おお袈げ裟さなポーズとともに、カツヤ。

「無責任こそ、我らが身しん上じよう!!」

「無茶苦茶だ……」

「しかし、戦力を分散して勝てる相手じゃない。ここはヤマを張るしか……。おっと、この艦かん隊たいの指揮官はあなたでしたな、上校殿どの……」

「遺い憾かんながら君らの作戦は……正しい！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめ、ワンは唸うなるように言った。

「正しい作戦には……従うべきだ」

「少し、あいつを見直したよ」

　とエドが囁ささやく。

「どうやら救い様のない石頭じゃ、なかったな」

「いいや。やっぱり駄だ目めだ」

　とカツヤ。

「部下の目の前で、自分の無能をさらけ出してしまいやがった。せっかくこっちが立ててやってるんだから、大おお仰ぎように構えていればいいものを……。もう次から、あいつの命令を素す直なおに聞く奴やつはいないぜ」

「そんなものかな……」

「それより、敵は驚おどろくぞ」

　笑うカツヤ。

「てっきり迂う回かいに備えて正面の警けい戒かいを解いているものと思い込んでいた敵が、こちらに全ぜん砲ほう門もんを集中して、待ち構えているんだからな……」

「でも、レーダーが使えないよ」

「使えないのは、敵も同じだ。少なくとも敵の出てくる座標がわかるだけ、こちらの方が有利だ。最初の一いち撃げきで敵の三割にダメージを与あたえることができれば、こちらにも勝機は充分にある……」

「でも、残りの敵が増ぞう援えんに来たら？」

「エド」

　ふっとため息をついて、カツヤは言った。

「その取とり越こし苦労……。おまえやっぱり、ヤマモト元げん帥すいの孫だな」

「もう一人のお祖じ父いちゃんの血も、受け継ついでいるんだけどな……」

「その点俺は、そのジャスティ・ウエキ・タイラーの長男だ。まあ、この場は俺に任せてくれ」

「そうするよ」

「ええっ!!」

　と、ワン上校が叫さけんだ。

「ジャスティ・ウエキ・タイラー……。あの……伝説の大統領タイラーのことか？」

「他に誰がいる」

　と、カツヤ。

「何人もいたら、怖こわいだろうが」

「す、すると……その、あなた様は……？」

「やれやれ。もうちょっとの間、隠かくしているはずだったんだがな……」

　頭を搔かいて、カツヤ。

「いかにも俺は、ジャスティ・ウエキ・タイラーの息子だ」

「で、こっちは孫」

　と、エド。

「元惑わく星せい連合宇宙軍の最高司令長官である、マコト・ヤマモト元帥の孫でもあるけどね……」

　こちらは伏ふせておいた方がよかったかなと、言ってからエドは少し後こう悔かいした。

「本当か……」

「噓うそじゃない」

　と、カツヤ。

「ついでに言っておくとだな。ノリカは俺の妹で、つまりタイラーの娘むすめ。それからケンは、あのフヨウ家の御おん曹ぞう司しだ」

「フヨウ家……」

「あの、銀河の半分の惑星を、保有するという……」

　ブリッジが、俄にわかにざわついた。

「人の棲すめる惑星に絞しぼって言えば、三分の二だけどね」

　とエド。

「フーロンの高層ビルの大半も、フヨウグループのものだったよね……」

「わかったろう」

　胸を叩たたいて、カツヤは言った。

「俺たちの凄すごさが！　故ゆえに、俺たちが乗っている限り、この艦ふねは絶対に安全だ！　諸君らが今、この闘たたかいで死ぬことは絶対にない!!」

　ウォ～ッと、『チェンド』のブリッジが沸わいた。よく考えてみれば何の根こん拠きよもない憶おく測そくなのだが、これ以上説得力に溢あふれた励はげましもちょっとない。揺ゆれる飛行機の中で、隣となりのシートに芸能人を見付けた時の安心感にも通じるものがある。

「御命令を、タイラー閣下……」

　さっと敬礼して、チャン艦かん長ちようが言った。提てい督とくでもない。あまつさえ軍人ですらない二人を、閣かつ下かと呼ぶ。

「やれやれ……」

　肩かたを竦すくめて、カツヤは甥おいを見た。

「仮にも軍人が、こんなことでは困るんだがな……」

「命令なら、カツヤがさっき言った通りだ」

　と、エド。

「敵は必ず、正面から現れる。その瞬間に、全ぜん砲ほう火かによる集中攻こう撃げきだ！」

「了りよう解かいしました！」

　艦隊に、士気が甦よみがえった。『タイラー』という名前の効果は、絶大である。魔ま法ほうの呪じゆ文もんと言ってもいい。だが、その顕けん著ちよな結果にも、二人の若者は不服そうだった。

「やれやれ、今回はこの呪文は使いたくなかったんだけどな……」

「カツヤがいけない」

　と、エド。

「うっかり口を、滑すべらせるから……」

「でもまあ、結果としては悪くないぞ。少なくとも、ここで死ぬことはなさそうだ。それじゃ元も子も、ないからな」

「うん……」

　頷うなずくエド。

「まったくその通りだ」

　エドは首から下げていた、ロケットを手に取る。蓋ふたを開くと、中にはホログラフ写真。五歳くらいの愛らしい少女が微笑ほほえんでいる。

「必ず見付けだすよ、マチコ……」

　呟つぶやくエド。

「遅おそくなってごめんね。あれからもう、十三年も経たつんだね……」

　二人が一いつ緒しよにいた時間は、正味一か月にも満たない。

「相も変わらずプラトニックな野や郎ろうだぜ」

　やっかむカツヤ。

「でも、そのおまえにほだされて、ここまで付き合わされた俺たちって、一体何なんだろうな……？　誰か教えて欲ほしいぜ、まったく……」

　頭を搔かき毟むしる、カツヤ。

「おっと！　そいつをしまえ、エド」

　カツヤの瞳ひとみが輝かがやき、ブリッジの正面を見み据すえる。眼光が一変した。真顔のカツヤは、これでなかなかのハンサムである。全体の容よう貌ぼうと雰ふん囲い気きはどことなく父親譲ゆずりだが、個々の顔のパーツは母親であるユリコ似なのだ。不ぶ細さい工くであろうはずがない。

「お楽しみの再会は、もうちょっと先のことだろうぜ」

「うん……」

　慌あわててロケットを懐ふところに戻もどすエド。

「敵艦かん隊たいが……現れました!!」

　喜々として叫さけぶ、オペレーター。

「本当だった……」

「命令を！」

　と、カツヤが叫ぶ。

「攻こう撃げき命令だよ!!　ワン司令！　指揮官はおめえだろ!?　うざってえな!!」

「は、はい……」

　ようやくに自分のことと気付いたワン上校が、















「撃うて！」

　と命令した。

　四隻せきの護衛艦隊から、フェーザー砲ほうと光子魚ぎよ雷らいによる濃のう密みつな火線が一いつ斉せいに放たれた。貧ひん弱じやくな砲火だが、それでも敵の意表を突つき、混乱させるだけの効果は充じゆう分ぶんにあった。

　まず最前列にいた小型戦せん闘とう艦かんが、反応炉ろを貫つらぬかれ、火ひ達だる磨まとなった──。




「『イブリース』が──!?」

『サリエル』のオペレーターは、あまりのことに絶句してしまった。

「撃げき沈ちん……馬ば鹿かな！　たかが凡ぼん夫ぷとの局地的小こ競ぜり合いで、艦長に殉じゆん教きよう者しやが……」

「『ジブリール』、被ひ弾だん！」

「『イスラフェル』、航行不能……!!」

　続々ともたらされる惨さん澹たんたる被ひ害がい状じよう況きように、

「うろたえるな！」

　と、指揮官カイは叫ぶものの、

「戦線を維い持じしろ!!　怯ひるむな！　ここで死んだとて、楽園は我らのものだ!!　約束されたことだ……。恐おそれず進め！」

　と、ただ盲もう進しんするのが精せい一いつ杯ぱいであった。

　狙ねらい澄すました集中砲火を浴びたブラック・セラフィムの左さ翼よく艦隊は、次々と脱だつ落らくし、光子魚雷にとどめを刺さされた。中には敵の手にかかるを潔いさぎよしとせず、自じ沈ちんして果てる艦もいる。

「宇宙に浄じよう化かを！　ブラック・セラフィムに栄光あれ!!　アレルヤ！」

　最後の小型艦も、閃せん光こうとなって果てた。果たして彼らの魂たましいは、彼らの楽園へと辿たどり着けたであろうか……。

「また──」

　まるで打ち上げ花火のような閃光を眺ながめながら、カツヤは頭を搔かいて呟つぶやいた。

「無益な殺せつ生しようをしてしまったなあ……」

「でも、仕方ないんじゃないか？」

　と、エドが慰なぐさめる。

「こっちがああなっていた可能性の方が、ずっと高いんだぜ」

「タイラー家は呪のろわれた家系だ……」

　と、カツヤ。

「親おや父じは何億殺したかわからないそうだ……。息子むすこの俺までが、さらにその数字を増やす……。愚おろかしい……」

「ブラック・セラフィムに蹂じゆう躙りんされるよりはいいよ」

　とエド。

「このギリギリの選せん択たくなんだ。自分を責めない方がいい……」

「俺がまた、そのギリギリの選択ってやつが好きときた」

　自じ虐ぎやく的てきな笑えみが、カツヤの表情に浮うかんでは消えた。

「せめて長引かせたくないね、こういうの……」

「敵艦かん隊たい、ほぼ潰かい滅めつしました！」

　狂きよう喜き乱らん舞ぶのブリッジ。ほんの十分前とは、えらい違ちがいだ。

「残るは敵旗艦のみですッ!!」

「よし！」

　ここぞと叫さけぶ、ワン上校。

「砲ほう火かを集中して、撃げき沈ちんしろ！」

「いかん！」

　叫んだのは、カツヤである。

「撃うつな！　拿だ補ほするんだ。生け捕どりだ。あの艦隊の司令官に、訊ききたいことがある」

「黙だまれ民間人！」

　ピンチを脱だつした途と端たんに、再び民間人扱あつかい。現金なものだ。

「もはや指図は受けんぞ！　撃て！」

「撃つな!!」

　フーロン艦隊は、ぴたりと砲撃をやめた。名ばかりの無能な指揮官と、起死回生の立役者。どちらの命令を聞くかは言うまでもないことだった。

「うう……」

　唸うなるように、カツヤを睨にらむワン上校。

「覚えておれよ……」

「さあね」

　と、舌を出すカツヤ。覚えるほどの価値もない。

「四隻せきで囲め。そうだ。慎しん重ちようにだ……」

『チェンド』のブリッジから、拿捕作業を監かん督とくするエド。

「一人も自決させてはいけない。カプセル弾だんを撃ち込み、麻ま酔すいガスで眠ねむらせるんだ。彼らは我々凡ぼん夫ぷの捕ほ虜りよになるくらいなら、楽園に『転生』することを選ぶ。極力、そうはさせないように……」

「ふ……。おまえって奴やつは、まったくどんな敵にも寛かん大だいだよな。俺なら、自決するような奴は勝手にさせとくぜ」

　そんなエドを見て微笑ほほえむカツヤ。エドのそんな優やさしさが、好きなのである。

「おまえなら、あの娘こを救ってやれるかも知れねえ。頑がん張ばれよ！」

　エドは作業に没ぼつ頭とうしながら、微かすかに横顔で頷うなずいた。














第三章　肩かた肘ひじ張って疲つかれませんか









「お手て柄がらでしたな、皆みなさん」

　フーロン宇宙軍情報部のホイ・カオシェン中将は、帰き還かんした駆く逐ちく艦かん『チェンド』から現れた、四人の民間人たちの労をねぎらった。一人ひとりの手を取り頭を下げる姿にも、誠意が籠こもっている。

「本当に、よくやってくだされた。あなた方はフーロンの救世主です」

「恐きよう縮しゆくするね」

　と、照れながらエドは肩を竦すくめた。

「いいんじゃない？」

　と、ノリカ。

「あたしたちってば、救国の英えい雄ゆうなんだから、これくらいてされても罰ばちは当たらないと思うな……、実際」

「それは、そうかも知れないが、救世主って言い方は気に入らねえな」

　と、リーダー格のカツヤがぼやく。

「宇宙の救世主メサイアをもって自じ認にんしているのは、あいつらだ」

　栂おや指ゆびをしゃくって指差す方には、拿だ補ほされたばかりで損傷の様子も生々しいブラック・セラフィムの大型戦せん闘とう艦かん『サリエル』が、厳重な監かん視しの下にドック入りしていた。

「あんなのと一いつ緒しよにされたくはねえぜ。どうせなら、そうだな……伝説の勇者とでも呼んで貰もらおうか……」

「大きく出たね」

　と、金きん髪ぱつを搔かき揚あげながら、ケンが言った。

「父に頼たのんで、あの艦ふねを買取り、我わがフヨウ家の戦利品として記念に飾かざっておきたいところだ」

　フヨウ家の財力からすれば、屁ヘでもない。

「それはさすがに、無理でしょう」

　と、苦く笑しようしながらホイ中将は言った。

「なにしろ、ブラック・セラフィムの戦闘艦を乗組員ごと拿捕したなど、初めてのことでしょうからな。これは快挙です……」

　心の底から、驚きよう嘆たんしている。

「そんなことより、敵の主力はどうなりました？」

　カツヤが尋たずねると、

「その点なら、御心配なく」

　と、目を細めながら中将。

「惑わく星せい連合宇宙軍の大艦隊が現れると、大おお慌あわてで退散していきました。何しろ、彼らの五倍の大兵力が、忽こつ然ぜんとして衛星軌き道どう上に現れたのですからな……」

　ブラック・セラフィムの奇き襲しゆう攻こう撃げきは、事前に惑星連合宇宙軍の察知するところだったのである。独ひとり、狙ねらわれた当のフーロン宇宙軍だけが、蚊か張やの外だった。

「これで、フーロンは当分の間、惑星連合には頭が上がりますまい……。それにしても癪しやくなのは、どうして我々に黙だまっていたのかということですよ」

「敵を欺あざむくには、味方からって言うじゃない」

　スポーツドリンクを飲みながら、ノリカが言った。

「結果的にフーロン宇宙軍を囮おとりにしたことは謝あやまるけどね。でもまあ、その囮の艦かん隊たいにあたしたちも一いつ緒しよに乗り込んだんだから、勘かん弁べんしてよね」

「それはもう……」

　ホイ中将に、含ふくむところはない。

「確かに最初から、惑わく星せい連合宇宙軍の圧あつ倒とう的てきな兵力をもって、連中を寄せ付けないこともできたでしょう」

　と、カツヤは言った。

「しかし我々には、それ以上の狙いがあったのです」

「敵の指揮官を生け捕どりに、することですね」

　さすがは瘦やせても枯かれても、地上勤務でも中将は中将であった。

「そうです」

　と、カツヤ。

「それも、できれば高級幹部をね。どうしても連中に、聞きたいことがあったもんだから……」

「ほう。大した実行力ですな」

　感かん嘆たんしつつ、ホイ中将。

「あなた方のような人材をこそ、我わがフーロン宇宙軍にお迎むかえしたいものですよ。どうですか、タイラーさん」

　カツヤの手を取り、真顔で言った。本気のようだ。

「半年でもいい。フーロン宇宙軍に、籍せきを置いてみませんか？　少校……いや、中校の待たい遇ぐうをもって、お迎え致いたしますぞ！」

「あいつより、下かい……」

　御ご免めんという表情で、カツヤ。ワン上校のくしゃみが、どこからか聞こえてきそうだ。

「折角ですが、我々には──」

「でしょうな……」

　笑え顔がおで頷うなずく中将であった。

「皆さん御ご多た忙ぼうのようだ。実際、どこでも引っ張り凧だこでしょう」

「いやあ……」

　実はさほどでもない。しかし、四人は自由をこそ尊び、組織に属するを潔いさぎよしとしない気風がある。それだけは、誰だれにも冒おかされたくない。

「実際、提てい督とく待遇なら、考えてみないこともなかったな」

　と、エドにそっと囁ささやくカツヤ。

「またまた、心にもないことを……」

　笑って本気に取らないエド。

「それより、敵の本隊を追い払はらってくれた、あの惑星連合宇宙軍艦かん隊たいの司令官に、御礼を申し上げたいのだが──」

「それには及およびません」

　と、エド。

「彼は軍人として、自らの任務を果たしただけです。礼など言われたら、かえって面めん喰くらいますよ。そういう人なんです」

「では──」

　ホイ中将が、エドを見た。

「お知り合いか？」

「父です」

　と、エド。

「シゲチヨ・ハス・ヤマモト・タイラー中将……。あの艦隊の司令官は功名心などでは動かない。それでいて、兵たちの心をよく知っている……。そういうところは、尊敬しています」

「軍人の鑑かがみですな」

「その御言葉、折があったら、伝えておきます。きっと喜びますよ」

　エドには不ふ惑わくを迎むかえた父親の、照れる顔さえ目に浮うかぶようだった。

「お願いします。くれぐれもと……」

「しかし、何い時つのことになるやら……。実を言うと、父にはもう一年以上、会ってはいないのです。母や、弟たちにも──」

「それはそれは……」

「でも、いいんです」

　と、エド。

「十三年間、逢あえない女ひ性とを、捜さがすためなのですから……」

「そうなんだ」

　と、やおらカツヤが、そのエドの首を抱かかえ込んだ。

「そいつに、俺おれたちみんな、付き合わされてるってワケ」

「喜んでだけどね」

　とノリカ。

「いい話でしょ？」

「しかし、あのブラック・セラフィムが、このまま黙だまって引き下がるとは思えないな」

　と、ケンが言った。

「連中は、エリート意識が異様に強い。その彼らが、極ごく秘ひの作戦を事前に察知され、何もしないで退たい却きやくを余よ儀ぎなくされた。しかも、ほとんど初めてと言っていい大損害と、あまつさえ彼らの間では許されない捕ほ虜りよまで出してしまった。仮にも艦かん隊たい旗艦が指揮官ごと拿だ捕ほされるなど、これは相当な恥ち辱じよくです。次が恐おそろしいですよ」

「我々もそれを、憂ゆう慮りよしているのです」

　と、憂うれい顔でホイ中将は言った。

「惑わく星せい連合宇宙軍の力を、そう何度もは仰あおげないし……」

「その点でしたら、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　力付けるように、カツヤは言った。

「惑星連合宇宙軍の今の最高司令長官は、すべてが見えている人物ですから……。決してフーロンを見殺しにするような人物でないことは、確かですよ」

「そ、その言葉を信じて、いいんだろうね」

　冴さえない初老の軍人であるホイ中将は、縋すがるような目で孫ほどの若者を見た。

「大丈夫です！」

　と、力強くカツヤは言った。

「度量の大きい人ですよ。我々を自由に遊ばせているという一事だけでも、それはおわかりでしょう？」

「うん、うん」

　何度も何度も、ホイ中将は頷うなずくのだった。




「これより帰き還かんする」

　と、旗艦『御み嶽たけ』のブリッジで、シゲチヨ・ハス・ヤマモト・タイラー中将は命令した。今年四十歳さいになる赤毛の提てい督とくは、同じ中将でもホイ・カオシェンとはだいぶ違ちがう印象を与あたえる。働き盛ざかりの気き鋭えい。ちょっと目には三十二、三歳でも通用するだろう。当然、部下からの人望も厚い。

「よろしいのですか？」

　と、副官が尋たずねた。

「ブラック・セラフィムの艦かん隊たいが、またいつ襲おそってくるかわかりませんよ」

「奴やつらは来ないよ」

　と、かつての美少年は言った。

「絶対にね」

「えらく確信がおありなのですね？」

「彼らのプライドからして、不ぶ様ざまなリターンマッチは挑いどんで来ない。それに、我々がこれ以上この宙域に留とどまることは、フーロン宇宙軍にとっては屈くつ辱じよくだろう」

「なるほど……。フーロンにも独立惑わく星せい国家としてのプライドがありますからね」

「我々のしたことは、言ってみれば領域侵しん犯ぱん行こう為いだ。脅きよう威いの去った今、さっさと立ち去るのが礼れい儀ぎというものだろう」

「お優やさしいのですね、閣かつ下かは……」

　部下はシゲチヨのそんなところに、心しん酔すいしている。かつてのタイラー提督や、シゲチヨの父親であるマコト・ヤマモト提督とは、またひと味違ちがった魅み力りよくなのだ。

「そうかな……」

　シゲチヨはちょっと照れ臭くさそうに微笑ほほえんで、

「ま、それもあるが、本音を言えばこれだけの大だい艦かん隊たいだ。戦艦、正規空母を含ふくむ百三十隻せき……。遊兵として、いつまでも派は遣けんしておく訳にはいかない。敵が再び現れれば、また駆かけ付けるまでのことさ」

　そう言って、制せい帽ぼうの庇ひさしを指先で下げた。

「それよりも早く戻もどろう……」

「早く戻らないと、最高司令長官閣下の雷かみなりが大変ですからね」

　副官の突つっ込みに、

「それを言わんでくれよ」

　と、シゲチヨは苦笑いした。

　それから、遠ざかる惑星フーロンの方を一いつ瞬しゆんおもむろに振ふり向いて、

「うまくやれ、エド」

　と、呟つぶやくように言ったのだった。




「この屈くつ辱じよくは、忘れんぞ……」

　と、苦々しく後ろ髪がみを引かれながら退たい却きやくするブラック・セラフィムの調ちよう伏ぶく船せん団だん。その旗艦である『ウリエル』のブリッジでは、司令官ラヤ・キムタークが拳こぶしを握にぎり締しめ、怒いかりに肩かたを震ふるわせていた。

「必ず近いうちに、フーロンに火の雨を降らせてやる……。宇宙に浄じよう化かを……だ！」

「そこまで御自身を責めないでください、キムタークさま……」

　彼の忠実な副官であるカッツ・モリガンが慰なぐさめる。

「敵の戦力はこちらの五倍でした。逃にげても恥はじではありません。むしろ、徒いたずらに浄化作戦を強行して戦力を浪ろう費ひすることもなく、兵を退ひいたキムタークさまの御判断は、英断です。褒ほめられこそすれ、誰が責められましょう」

「黙だまれ！」

　激げつ昂こうするキムターク。

「作戦に失敗しただけではない。左さ翼よく艦かん隊たいと、カイまで失い、おめおめと……。私を信じてこの作戦の指揮を任せてくださったヤーヴェに何と報告すればよいのか？　それだけではないぞ。あの嫌いや味みなゴロン・イノセントの奴やつめの嘲あざける顔が、目に浮うかぶようだ。きっと奴のことだ、表向き私を慰めるのだろうな……。ああ、それを想像するだけで、私は矢も盾たてもたまらぬのだ!!　奴に同情されると、死にたくなる！　ああ、口くち惜おしい!!」

　プライドの人一倍高い、キムタークである。

「ですがキムタークさま……」

「黙だまれ！」

　と、思わずキムタークは、傍かたわらに跪ひざまずくカッツを足あし蹴げにしていた。

「おまえまで私に同情するか!?」

「……致いたします」

　明めい瞭りような声で、カッツは言った。キムタークを見上げる額に、微かすかに血が滲にじんでいる。

「私を……御存分に打ちよう擲ちやくください。それで、あなたさまの気が晴れるのなら──」

「カッツ」

　はっとなり、部下を見るキムターク。

「ふっ……」

　と、怒いかりが微笑ほほえみに変わった。

「よせ。おまえがそのようであるから、我々はブラック・セラフィムの信のぶ長なが・蘭らん丸まるコンビと、要いらぬ誤解を招くのだ……」

「構いません」

　と、円つぶらな瞳ひとみを向け、カッツは言った。

「森蘭丸……望むところでございます」

「わかった……」

　微笑むキムターク。ローブを翻ひるがえし、叫さけぶ。

「引き上げだ！　堂々と、胸を張ってな!!」




「どうですか？」

　と、エドが尋たずねると、

「見ての通りだよ」

　と、ワン・ウーター上校はむっとした表情で防ぼう弾だんガラスの向こうにいる虜りよ囚しゆうを指差した。

「完全黙もく秘ひというやつだ。噂うわさには聞いていたが、ブラック・セラフィムの結束と、口の堅かたさがこれほどとはな……」

「当然でしょう」

　とエドは言った。

「それでなくては、あの若さで幹部など、勤まるはずもありませんよ」

「人の若さを、言えた年か!?」

　やっかむワンを、エドは冷ややかに無視した。端はなから眼中にない。

「どこまでも、面おも白しろくない小こ僧ぞうどもだ。ブラック・セラフィムといい、おまえらといい……糞くそ忌いま々いましい！」

「ホイ中将閣かつ下か直じき筆ひつの、尋じん問もん許可証です」

　と、書類を見せながらエド。

「入らせてもらいますよ」

「勝手にしろ!!」

　ワンは半ば、職務を投げていた。

「おまえらの手て柄がらだ。俺は認めんがな……」

「俺も入る」

　と、カツヤ。

「エド一人じゃ、咄とつ嗟さの時に心配だ」

「怒いかりに任せて、捕虜の首を締しめたりしないでよ、兄貴」

　と、ノリカが釘くぎを刺さす。

「ブラック・セラフィムとはいえ美形は美形。宇宙から美形が一人消えるのって、人類の損失よね」

「その心配だったら、俺じゃなくてエドに言うんだな」

　と、妹の性格を知ち悉しつしているカツヤ。

「なんたってキレた時のエドは、俺の比じゃないからな……」

「普ふ段だんが冷静なぶんね」

　微笑ほほえむノリカ。

「いつもキレてる兄貴よりか、何倍も重みがあるわ」

「言ってなさい……」

「それにしても、こうして見ているぶんには、いいオトコよねえ……」

　防ぼう弾だんガラスの向こうのカイ・マサヒコを見ながら、うっとりするノリカ。

「あれで純真無む垢くで、信しん仰こう一筋だなんて、勿もつ体たいない……。今からでも凡ぼん夫ぷに還げん俗ぞくすれば、お姉さんがたっぷりと可か愛わいがってあげるのに……」

「またノリカの発ほつ作さ？」

　微笑みながら言ったのは、ケンである。

「美形が好きだよね、ノリカは……。お姉さんに似たの？」

「そ」

　と、あっさり認めるノリカ。

「ま、どんな美形もあなたには負けるけどね、ケン」

「ははは……」

　やはりノリカの性格を知り抜ぬいているケンである。正直言って、彼女だけは御辞退申し上げたい。末路は……そう、エドの父親の、二の舞まいである。

「だけどノリカの本命は、エドだったんだろ？」

「そうよ」

　と、ノリカ。

「あれで叔お母ばと甥おいじゃなく、従い兄と弟こ同士だったらねえ……。結けつ婚こんの候補として真しん剣けんに考えたんだけど……」

「迷めい惑わくな話だよ、エドには……」

　そのぶん五う月る蠅さい小こ姑じゆうとめである。

「ま、エドの心は十三年前から、マチコ一筋だけどね……」

「それを言わない！」

　と、途と端たんに不ふ機き嫌げんになるノリカ。

「マチコとかいう小こ娘むすめにあったら、開口一番、言ってやるんだ。あんたなんかにエドは、相応ふさわしくないってね」

「そのために、わざわざ？」

「そ。文句ある？」

「ないで～す！」

　剽ひよう軽きんにおどけるケン。プラチナブロンドの金きん髪ぱつが揺ゆれた。




「名は、カイ・マサヒコ。階級はドミニオン。それ以上は言わんぞ」

　と、カツヤとエドを睨にらみ据すえて言う、カイ。後は貝のように口を閉とざした。

「いい眸めをしてやがんなあ……」

　よほど暫しばらくしてから、カツヤが言った。

「なんでおまえみたいなのが、ブラック・セラフィムなんだよ？」

　カイは無言のままだ。

「あんなとこにいて、人生楽しいのかよ？」

「凡ぼん夫ぷには、わかるまい」

　つられて口を開く、カイ。カツヤが一枚上うわ手てだ。

「我らは汚けがれた地上を破は壊かいして、我らの楽園をこの悠ゆう久きゆうの銀河に拓ひらくのだ」

「そいつを止めようとは、思わんね」

　と、カツヤ。

「どっか遠くで、勝手にやってるぶんにはな。だがな──!!」

　そう言って、上半身を乗り出し、机に片手を突つき、カイの瞳ひとみを正面から見据えた。

　カイも負けじと睨み返す。心に一点の、疚やましさもないようだ。少なくとも、彼はそう信じている。でなければ気き迫はくの籠こもったカツヤの瞳から目を逸そらさずにいられるものではないのだ。

「何の罪もねえ一いつ般ぱん市民を無差別無分別に殺さつ戮りくして回るとなりゃ、いかな徹てつ底ていした個人主義者であるこの俺も、黙だまって見過ごす訳にゃいかねえんだよ!!　いや、個人主義者であればこそ、看かん過かできねえ！　いつかは絶対、俺個人に降りかかってくる！　俺は正義だなんてうざってえこたあ言わねえ！　正義ってもんの危険さいかがわしさも、そこらの似え非せ人道主義者よりはよっぽどわかってるつもりだ。現にだな、てめえらの振ふり翳かざしていやがるのも、狭きよう量りようなてめえらの『正義』だ！」















　カツヤの熱弁を黙って聞いているカイの口の端はに、冷静な薄うす笑わらいが浮うかんだ。

「何がおかしいんだよ。気に入らねえな」

「何の罪もないだと？」

　嘲ちよう笑しようする、カイ。

「本当に、そう思っているのか？」

「ああ」

「笑しよう止しだな。縁えん無なき衆しゆ生じようは度どし難がたしとは、よく言ったものだ。おまえらは、人間が生まれながらにして背負っている原罪というものを知らん。凡夫の凡夫たる所以ゆえんだな……」

「その凡夫の意見を聞け、世間知らずの天使のお坊ぼっちゃん！　おめえの今言ったことは、支し離り滅めつ裂れつだぞ。仏教の教義と、キリスト教のそれとをごっちゃにするな！」

「読書量だけなら、誰にも負けないからね、カツヤは……」

　エドが微笑ほほえむ。

「無神論者であるからこそ、ひとつの見方に偏かたよらず、ありとあらゆる宗教や価値観を客観的に見ることもできる。凡夫の強みの、ひとつだよ」

「だからそれが愚おろかだと言うのだ」

　カイは平然と構えている。

「我らの教義は、ありとあらゆる宗教を超こえている。我らの教義こそ、人類最後にして唯ゆい一いつ絶対の教義なり！　それに逆らう凡夫や異教徒は悉ことごとく浄じよう化かするのみ!!」

「悪いけど、おまえと朝までディベートしている暇ひまはねえんだ」

「負けを認めるのだな」

「破は綻たんだらけの論理でよく言うぜ。言っとくが、三時間もあれば、俺はてめえの拠よって立つ論理を全部論破することもできるんだからな……」

「そうして欲ほしいものだ。私には時間はたっぷりとある」

「俺たちにはねえの。エド」

　相棒に目配せする。

「そろそろ本題に、入ろうぜ」

「うん」

　頷うなずいて、自分たちがここへ来た本当の目的を切り出すエド。

「尋たずねたいことが、ふたつある」

「知ったことか」

　と、天てん井じようを見上げるカイ。

「より正確には、尋ね人が二人……」

　と、構わずに顔を突つき合わせる。そしてやおら懐ふところから、一枚のホログラフ写真を取り出してみせた。

「この少年を、知っているな」

　目の前に、突き付けた。

「名はシン・カトリ。二年前に家出して音信不通。父親が逢あいたがっている……。おまえたちの組織にいるとの情報を摑つかんだ」

　写真の少年はやや色が浅黒く、それとは対照的に笑え顔がおから覗のぞく白い歯が印象的であった。一いつ緒しよに並んで立っている、初老の父親と較くらべると背が高い。そして、かつてはレディー・キラーと呼ばれた父親に似て、ハンサムだ。

「この時十五だから、今は十七歳になっているはずだ」

「知らんな」

　と、カイは言った。しかしエドは、カイが少年の写真を見た瞬間の、微び妙みような動どう揺ようを見み逃のがさなかった。

「やはり、知り合いか……」

「仮にそうだとして、貴様らに教えてやる義理はない」

「その頑かたくなな態度だけで、充じゆう分ぶんだぜ」

　刑事宜よろしく、机に腰こし掛かけながら、カツヤ。

「おまえらが、シンを手放したくないのはよくわかったからな」

「知り合いか？」

「俺にとっては親おや父じの、こいつにとっては祖じ父いさんに当たる男の、親友の息子むすこさ」

　と、カツヤ。

「ハロルド・カトリ退役中将の、末っ子……。目に入れても痛くないほど可か愛わいがっていた。その分、世間知らずのわがまま息子に育っちまって、おまえらの宗教にハマっちまった。それで家出だ」

「字が逆だ」

　と、カイは笑って言った。

「『出家』と言って貰もらおう」

「ブラック・セラフィムのくせに、冗じよう談だんが言えるのか」

　感心したように、カツヤ。

「今のは悪くなかったぜ」

「本気だ」

　真顔で反論する。

「知っているなら、素す直なおに居場所を吐はけ」

　と、胸むな倉ぐらを摑つかんで揺ゆする。

「誰が教えるか」

　と、カツヤの顔に唾つばを吐き付け、カイは嗤わらった。

「俺は……おまえらが大だい嫌きらいだ！」

「宗教かぶれのくせに、人間味豊かな奴やつだぜ」

　ポケットからハンカチを出し、ゆっくりと顔の唾を拭ぬぐいながらカツヤ。どちらも役者だ。

「それだけ冗談が言えるなら、洗脳されちゃいねえようだな」

「誰が洗脳などするか!!　我らはただ一いち人にんの例外もなく、自らの意志でヤーヴェに忠誠を誓ちかっている！」

　真しん摯しに反はん駁ばくする、カイ。

「熱いね」

　と、外すカツヤ。

「気に入ったぜ。ブラック・セラフィムは許せねえし、おめえは大嫌いだが、まだ救いようがある。少なくとも、自分の言葉は持ってるようだな。だったら子供を奪うばわれた親の気持ちも、わかってやれよ」

「優すぐれた資質の者を、凡ぼん夫ぷの境きよう遇ぐうから救うのが何な故ぜ悪い？」

　真しん剣けんに尋たずねる。

「事はそう単純じゃねえから、苦労してるんだ」

「まあまあ、カツヤ……」

　エドがなだめた。

「せっかく口を開いてくれているんだから、そうムキにならなくとも……」

　それから微笑ほほえみ、カイを見た。

「カツ丼どん、食べる？」

「我々は、ヤーヴェの与あたえてくださる、マナしか食べん！」

「あ、そ……」

　なかなかに難なん攻こう不落だ。

「とにかく、凡夫にこれ以上話すことはない」

「凡夫凡夫って言うな、世間知らず！」

　カツヤの反はん撃げき。

「おめえらが、惑わく星せいカサルで焼き払はらった、十八億七千万の無む辜この市民も、凡夫か、ええ!?」

「救い難がたい凡夫や凡婦だったから、我々の手で浄じよう化かしてやったのだ」

　悪びれもせず、カイ。

「煉れん獄ごくで罪を精算すれば、来世で我々の楽園に生まれ変われる」

「現世しかねえんだ！」

　と、カツヤ。

「勝手に来世を創つくるんじゃねえ！　てめえらが信じるだけなら勝手だがな!!」

「愚おろかな……。刹せつ那なしか見えぬ凡夫の中の凡夫よ」

「世の中をここまでにしたのは、その凡夫だぜ。てめえらが何をした!?」

「だから創り変える……」

「平行線だな」

　と、ため息をついてエド。

「まあいい。とにかくカトリおじさんの息子むすこが、ブラック・セラフィムにいるのは間ま違ちがいないようだ……。じゃ、もう一人」

　今度は胸から下げている、ロケットの蓋ふたを開けた。

「この少女に、心当たりはないか？」

　五歳のマチコのホログラフ。

「今は十八歳になっているはずだ」

「う──!?」

　今度は顕けん著ちよな変化があった。カイの表情が、こわばる。

「マリア……」

　呟つぶやく。

「マリアじゃねえ、マチコだ」

　とカツヤ。

「我々は……マリアと呼んでいる。本名は、知らん……」

「いるんだな!?」

　と、詰つめ寄るエド。

「あ、ああ……」

　と、頷うなずくカイ。

「いる」

「やはりな……」

「しかし、貴様ら凡ぼん夫ぷがマリアに逢あうことは、到とう底てい叶かなわぬぞ」

　と、意外にも同情するかのように、言う。

「俺も御目通りしたことはない。ブラック・セラフィムの幹部でも、オーファン以上の上級ステージにいなければ、マリアの前には立てないのだ。直接に御言葉を賜たまわれるのはチェラブ以上、口をきいてよいのはセラフだけだ……」

「偉えらいのか？」

「偉いもなにも……」

　と、カイは首を振ふりながら、言った。

「マリアは……ヤーヴェのお孫様で、楽園の後こう継けい者しやになられる御お方かただ……」

「────」

「そいつぁしんどいな」

　顔を見合わせる、二人。

「どうする、エド？　おまえの初はつ恋こいの女ひ性とは、敵も敵……敵の中ちゆう枢すうだ」

「諦あきらめろ」

　と、カイ。

「信じてくれなくてもいいがな……これは親切で言っているのだ」

「わかるよ」

　とエド。

「どうする？　エド」

　カツヤが・エドの肩かたを叩たたいた。

「おまえが決めろ。おまえの人生だ」

「諦めない」

　強い決意で、エドは言った。

「必ず、連れ戻もどす！」

「その意気だ」

「そのためならば、ブラック・セラフィムの内部に潜せん入にゆうすることも……辞さない」

「悪くない考えだぞ」

　と、カツヤ。

「俺はともかく、エドならすぐに、こいつと同じドミニオンくらいにはなれるだろう。ケンなら……そうさな、すぐにもセラフだ」

　あながち冗じよう談だんでも、なさそうだ。

「すぐにバレるぞ」

　と、カイ。

「おまえらのような、自分勝手な思想の持主は、すぐに尻しつ尾ぽを出す」

「マインドコントロールだって、耐たえてみせるさ」

　とエド。

「で、入会の御お布ふ施せはいくらだい？」

「そうだな……」

　と、カイはちょっと値ね踏ぶみして、

「おまえの顔なら、御布施は要いらんだろう。そっちの方は、七百万ギガタイラスといったところだ」

　要するに、醜みにくいほど多額な御布施を強要されるのである。

「勘かん弁べんしてくれよ！」

　と頭を抱かかえるカツヤ。

「正直に言ってくれるぜ」

「まあ、それでもおまえらは、ましな顔だ」

　これはあながち世辞でもなさそうに、カイは笑って言った。どうやら根は、そんなに悪い奴やつではないらしい。だからこそ、根は深いのだが──。

「せめて五百ギガタイラスくらいにしてくれねえか」

　とカツヤ。

「だいたい、そのギガタイラスって通貨単位は、俺の親おや父じが制定したんだぜ」

「なに!?」

　と、カイの端たん正せいな眉まゆがピクンと動いた。

「貴様……ジャスティ・ウエキ・タイラーの息子むすこか？」

「親父が四十九の時のな。知っているとは光栄だ」

「俺たちの世代で、小学校の時にタイラーの伝記を課題図書で読まされなかった者はいない……」

　と、カイは言った。

「おまけに読書感想文まで、夏休みの宿題に提出させられた」

「ああ、俺も書いたさ」

　と、カツヤ。

「伝記に書かれていることは、大方噓うそっぱちだって、実例を挙げて比ひ較かく検証してやった。なにしろ、こっちは当の本人の談話付きだ」

「ほう……。さぞやいい成績を貰もらえたことだろうな」

「うんにゃ」

　苦く笑しようしつつ、カツヤ。

「俺の感想文は、職員室で大問題になった上に、なかったことにされたよ。あまりにも好ましいタイラー像から、掛かけ離はなれているから公おおやけにはできないって理由でな。なにしろ小学校の校庭には、親父の銅像があった。そいつが虚像じゃ、教育上問題あり過ぎだろう。だけどおまえらの教祖だって、実像はそんなもんだ」

「ヤーヴェは違ちがう！　立派な御お方かただ」

「そう信じていられるうちが、花かもな……。しかし、十三年も昔の写真で、よくマチコがおまえらの言うマリアだって、わかったな」

「面おも影かげが……ある」

　と、カイ。

「麗うるわしのマリアを、誰が見間違えようか！」

「どうやらブラック・セラフィムは、宗教団体の名を仮りたマリアのファンクラブらしいぞ」

　と、苦く笑しようするカツヤ。

「親衛隊ってやつですか……。ライバル多いぞ、どうするエド」

「関係ないね」

　と、むしろ無表情にエド。

「結けつ婚こんの約束なら、こっちは十三年も昔に、済ませているんだ！　見ろ！」

　ロケットの裏側の蓋ふたを開く。

「エンゲージ・リングだ……」

　そこには小さな、子供用の玩具おもちやの指輪が……。縁えん日にちで売っているような、何の変へん哲てつもない古びた指輪だった。

「同じ物を、マチコも持っている……」

「プラトニックか……」

　何な故ぜか、笑いもせずにカイ。

「おまえの気持ち、わからぬではない。しかし、マリアはおまえのものにはならないだろう。諦あきらめろ」

「はいそうですかとは、いかない」

「セラフが、三人いる……」

　と、急に話題を変える。

「ヤーヴェの次期後こう継けい者しやと目される、者たちだ。三者の力は拮きつ抗こうしていてな、三人のうち誰か一人が、マリアの正式後見人となるのだ。そう言われている……」

　つまり、俗ぞく世せでいう婿むこ養子ということだ。

「おいおい、いいのかよ!?」

　とカツヤ。

「組織の秘密を、そうもべらべら喋しやべっちめえやがんの!!」

「構わぬ」

　と、カイ。

「ははあ、そういうことか……」

　ニヤリとする、カツヤ。

「さてはてめえも、狙ねらってやがるな？」

「私だけでは、ない！」

　と、カイ。

「全すべての信者は、マリアに──凡ぼん夫ぷの言葉で言えば──惚ほれている……」

「セラフと雖いえども、うかうかしてらんねえな」

　笑いながら、カツヤ。

「で、その三人の最高幹部セラフイムの名前は？」

「いいだろう」

　とカイ。どうやら下心があるらしい。

「ニッキー・カルキン、・ノリユキ・オストベルク、それにカーツ・ウェクサーの三人だ」

「下げ馬ば評ひようは、どうだ？」

「今のとこセラフ・ニッキーが、頭ひとつリードかな？　セラフ・ノリユキが僅きん差さで対たい抗こうしている。セラフ・カーツはやや苦しいが、意外に下の者には人気があって、どうなるかわからん……というのが我々の一いつ般ぱん的てきな評価だ」

「ありがとう。貴重な情報だ」

　微笑ほほえむカツヤ。

「ついでだ。三人のセラフに最も近い位置にいるのは、チェラブのゴロン・イノセントだ。たいそうな美形だが、野心も大きい。こいつは俺の直属の上司であるが、オーファン・ラヤ・キムタークとは犬けん猿えんの仲でな……。内輪では有名だ」

「キムタークにも、後こう継けい者しや狙ねらいの野心があるのか？」

「ああ」

　頷うなずくカイ。

「俺にもあった。実際、オーファンのステージには手が届きかけていたんだ」

「惜おしかったな」

　とカツヤ。

「悪いことをした……」

「なに、すぐに盛り返す」

　と、落らく胆たんした様子もなくカイ。

「その自信の根こん拠きよを、知りたいもんだね」

　とエド。

「じきにわかる」

　それだけ言うと、さすがに自分でも組織の内情を喋しやべり過ぎたと思ったのであろう。囚とらわれの主天使ドミニオンカイ・マサヒコは、再び貝のように口を閉とざしたのであった。














第四章　親友はいますか









『では予定は延びるのだね？』

　と、遠えん距きよ離り通信モニターの中で、時折ノイズに揺ゆれながら、その人物は言った。中年と言ってよい年ねん齢れいだが、尋じん常じようではないハンサムだ。そこいらの二十代では太た刀ち打うちできない容姿と気品とを、兼かね備えている。

「わがままを言って申し訳ありません、父上」

　と、スクリーンのこちら側で、ケンことロナルド・ケン・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅩ世は頭を下げた。

　スクリーンの向こうにいるナイスミドルとは、彼の父親であるディックことレオナルド・リチャード・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅨ世である。

『で、帰りはいつになるのだね？』

　と、滅めつ菌きんされたプラスチックケースの中で、銀河に冠かんたるフヨウグループの現総そう帥すいは言った。

「今の時点では日時を確約できないのです」

　とケン。父親譲ゆずりの、否いな、父親を凌しのぐ美び貌ぼうの御おん曹ぞう司しは答える。

「重ねて申し訳ございません」

『謝あやまることはない』

　とディック。それでも心なしか寂さびしそうな表情は否めない。

『おまえの気の済むようにすればいいのだ。人生最後にして唯ゆい一いつの、モラトリアム期間をおまえに与あたえると言った時、その期間を限定しなかったのは、父親である私のミスなのだからね。しかし、母さんやお祖じ父いさまは、おまえのことをとても心配している……』

「父上から、宜よろしくと言っておいてください」

　と、ケン。

「母上の顔をまともに見ては、とても僕ぼくの口からは言えません」

『辛つらい役目を、私に押おし付けるのだね』

「それに関しては、幾いく重えにも……」

　と、なお頭を下げる。

『フヨウグループの次期総帥が、そう軽々しく人に頭を下げるものではない』

　ディックはやんわりと言った。

『たとえそれが、自分の父親であってもだ』

「はい」

　と、胸を張ってケン。

「しかし、思いの外長くなりそうなのです。予あらかじめ、御ご諒りよう承しようください」

『わかった。おまえがそう言うのでは、本当にそうなのだろう……ケン』

「はい？」

『母さんには、とても言えないような事を考えているのだろう？』

「わかりましたか……」

『父親だ。おまえの表情を見れば、何を考えているかくらいは、私にも──』

「エドと一いつ緒しよに、敵の末まつ端たん組織にアクセスしてみるつもりです」

『もっとはっきり、言ったらどうだ？』

　とディック。

『ブラック・セラフィムに、偽ぎ装そう入信すると──』

「僕の口から、言わせたかったですか？」

　ケンは微笑ほほえんで、言った。

「父上も、お人が悪い……」

『それだけおまえのことを、心配しているということだ』

「息子むすことして？　それとも唯ゆい一いつの後こう継けい者しやとして？」

『両方だ』

　怒おこったように、ディック。

「僕ひとりくらいいなくても、フヨウグループの屋台骨は揺ゆるぎもしないでしょう」

『しかし、息子の代わりはいない……』

「ですね。大だい丈じよう夫ぶ、死にませんよ」

『彼らのマインドコントロールに屈くつしない自信はあるのか？』

「なかったらこんなこと、言いませんよ」

『ブラック・セラフィムはたとえ末端信者でも、一度入信した者は、死ぬまで脱だつ会かいを認めないのは知っているな』

「それも覚かく悟ごの上です」

　ケンの決意は、固かった。

「やらせてください……父上」

『そこまでおまえを駆かり立てるものは、いったい何なのだ？』

　リチャードは知りたかった。

「友情です」

　と、ケン。

「エドは……親友なんです」

『私が唯一、手に入れられなかったものだな』

　と寂さびしげに笑う、ディック。

『プラスチックの内側に、友情だけは通り抜ぬけられなかった……』

「お許しください、父上……。いずれ総そう帥すいになれば、雑多な人間関係に揉もまれることになるでしょう。多くの者が、私に忠誠を誓ちかってくれるでしょう。その中には、心からの忠誠もあることは、わかっています。ですが、対等な人間関係だけは、今しか培つちかえないと、僕は思うのです。たとえ、命を賭とすことになろうとも──」

『羨うらやましい……』

　と、ディックは言った。

『心底、羨ましいよ、ケン。エドはそんなにいい友人かね』

「いえいえ、欠点だらけですよ。さすがは、あの──」

『キサラの息子だ』

　微笑ほほえむディック。

「僕の人生は、もう先が見えています」

　と、ケン。

「生まれながらに、すべてを持っていた僕は、周囲からちやほやされて、終わるでしょう。しかし、エドは違ちがう。僕はそんなエドに、自分の人生を賭かけていることが、とてつもなく楽しいのですよ」

『私がかつて、キサラに自分の人生を投とう影えいしたようにな。しかしどこまでも、主役になれない家系だ……』

　自じ嘲ちようするように微笑むディック。

『わかった。やってみなさい。私の胸にだけ秘ひめ、母さんには黙だまっておこう……』

「くれぐれも、宜よろしくと……。親不孝な息子をお赦ゆるしください」

『ケン』

「はい」

『今のおまえの境きよう遇ぐうは、願っても得られぬ人生の宝だぞ』

「わかっていますよ」

　それだけは、言われるまでもなかった。















「では」

　半年ぶりの息子の通信は、そこで切れた。




「お願いです、助けてください！」

　その少年が、追われるようにして、フーロン宇宙軍の基地に駆かけ込んで来たのは、深夜だった。当直の兵士が、彼を保護した。

「ブラック・セラフィムのアジトから、やっとの思いで逃にげ出してきたんです。どうか匿かくまってください……お願いします！」

　おどおどした表情で、訴うつたえる。焦しよう点てんの定まらぬ瞳ひとみには、二度とは戻もどりたくないという恐きよう怖ふが、ありありと浮うかんでいた。

「怖こわい目に遭あったんだな、坊ぼうや」

　と、親切な兵士は上司に取り次いだ。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。ここにいる限り、ブラック・セラフィムも手出しはできないさ」

「本当に？」

　縋すがるような目で、訴える。どこかなよっとした印象は、見る者に何とかしてやりたいという心を抱いだかせる。父性本能を、くすぐられる。

「でも、この基地にも、ブラック・セラフィムの幹部はいるんでしょう？」

「いることは、いる」

　兵士に代わって現れた当直下士官が、微笑ほほえみながら言った。

「だが捕ほ虜りよだ。何もできん」

「捕虜……偉えらいの？」

「ドミニオンとか、言っていたな……。軍隊の階級で言えば、大佐か。結構な捕虜だ」

「ドミニオン……」

　と、少年は言った。

「間ま違ちがいない」

　後の方は、独り言だった。微かすかに微笑んだ。嬉うれしそうに──。

「で、どこに監かん禁きんされているの？」

「地下の独どく房ぼうだ」

　と下士官。

「会いたいのか？」

「とんでもない！」

　震ふるえる少年。

「僕、やっとのことで、ここまで逃にげて来たんだよ!!」

「そうか。悪かったな。思い出したくもなかっただろう……」

　少年と同年代の息子むすこを持つ下士官は、デスクの上のメモを取ろうと振ふり向いた。

「今、おじさんが君の親おや御ごさんに連れん絡らくを取ってあげる。君の家族は──」

「家族はいない」

　と、少年は言った。別人の口調だった。

「ブラック・セラフィムこそ我らが家、我らが同胞はらから──!!」

　手近にあった重い灰皿で、下士官の後頭部を強打した。

「宇宙に浄じよう化かを！」

　どうして？　と、少年を見み詰つめる下士官の頭を、さらに二度、殴なぐりつけた。

「凡ぼん夫ぷは死ね！」

　返り血を浴びながら、凄せい絶ぜつな表情で言う。

「これだな……」

　動かなくなった下士官の胸ポケットから、カードキーを取り出す。

「杜ず撰さんな管理体制だ。甘あまいよ……」

　平然と言い放つ。

「鉄てつ壁ぺきの規律を保つ僕らの教団の、爪つめの垢あかでも煎せんじて飲めば？」

　カードキーで、ロックを解除した。地下独どく房ぼうへのドアが開く。

「今行くよ、カイ」

　憑つかれたような笑えみを浮うかべ、階段を降りる。

「誰だれだ!?」

　独房の前で監かん視ししていた二人の衛兵が、銃じゆうを向ける。

「誰の許可を得て入って来た、民間人!?」

「御心配には及およびません」

　と、おどけた表情で、少年。

　あまりに無む邪じや気きな表情に、衛兵たちは銃爪トリガーに掛かけた指を引くことを一いつ瞬しゆん躊躇ためらった。

「思い切り、怪あやしい者です！」

「なに!?」

「天てん誅ちゆう！」

　少年が叫さけぶと、コートの下から濛もう々もうたる白い蒸気が吹ふき出した。たちまち彼の姿を搔かき消してしまう。

「くそっ！」

　闇やみ雲くもに銃を乱射する衛兵。

「ふふふ……。何ど処こを狙っているの。僕はここだよ」

　音もなく、一人の衛兵の背後に立つ少年。

「あ──」

「地じ獄ごくは不信心者のものなり！」

　ナイフが一いつ閃せんしてその首筋を抉えぐり、血がぴゅーっと噴ふき出す。

「おのれ！」

　もう一人が銃を向けるよりも早く。

「遅おそいよ」

　と、首筋にナイフを押おし当てる。

「僕の勝ちだね」

　本当に、無邪気に笑う。

「うう……」

　その表情とは対照的に、少年の一連の動作は、訓練を受けたプロの動きだった。仮にも軍人の端はしくれであるはずの衛兵が一歩も対応できない。

「さあ、暗証番号を教えてくれよ」

　と、微笑ほほえむ少年。

「教えてくれたら、助けてあげる」

「く……」

「嫌いやならいいけど……」

　刃やいばを持つ手に、滑なめらかに力を加えてゆく。研とぎ澄すまされた刃は先さきが、何もしないでも皮ひ膚ふに喰くい込む。

「さあ、早くしないと死んじゃうよ」

　と少年。

「僕、あんまり我が慢まん強い方じゃないんだ。これ本当だよ」

「うう……」

　兵士は抵てい抗こうしようとしたが、無む駄だと悟さとるにそう長い時間はかからなかった。

「九チユー……三サン、二アル、六リユー……」

「いい子だ。これ、本当だよね？」

　無言で懸けん命めいに頷うなずく、兵士。

「わかった。正直に言ったから助けてあげる」

　微笑んだ。兵士も冷ひや汗あせをかきながら、微笑む。

「……な～んてね！　噓うそだよ」

　一気にナイフをさっと滑すべらせる。鮮せん血けつが噴ふん水すいのように溢あふれ、信じられない表情の兵士はきりきり舞まいをして斃たおれる。

「凡ぼん夫ぷには、慈じ悲ひなんて無用だよ!!」

　独どく房ぼうに駆かけ寄り、手早く暗証番号を押おした。

　音もなく扉とびらが開く。

「カイくん、助けに来たよ！」

「おまえ……」

　現れたカイ・マサヒコが、信じられないという表情で、佇たたずんでいる少年を見た。返り血を浴びて、微笑む長身の少年を──。

「どうして、ここに？」

「助けに来たんだよ」

　と、笑いながら少年は言った。

「一いつ緒しよに逃にげよう、カイくん」

「馬ば鹿か……。なんて無茶をするんだ、シン」

「だって──」

　不意に涙なみだぐむ、シン・カトリ。

「寂さびしかったんだよう！」

　そのままカイの胸に飛び込み、泣きじゃくる。

「僕を置いて、一人で捕つかまっちゃうなんて──」

「済まなかった……」

　カトリの癖くせのある髪かみの毛に指先を埋うめ、頭を撫なでる。

「ここまでどうやって来た？　一人じゃあるまい……」

「うん」

　ひとしきり泣きじゃくると、涙を拭ふいてシンは言った。

「キヨシくんが、軌き道どう上じようまで運んでくれたよ」

「キヨシが──」

「うん。やっぱりカイくんを、助けようって。親友じゃない、僕たち……」

　微笑む。

「ああ、そうだ」

　力強く、頷うなずくカイ。

「俺おれたちは、親友だ」

「さあ、早く行こう。キヨシくんが待っているよ」

「あ、ああ……。そうだな」

　長身のシンに支えられるようにして、歩き出すカイ。

「ひどい目に遭あったの？」

「それほどでもない」

　微笑ほほえんで、カイ。

「奴やつらの拷ごう問もんなんて、大したことじゃない。ブラック・セラフィムの、処断に較くらべればな──」

「可か哀わい相そうなカイくん……」

　涙なみだぐむシン。凡ぼん夫ぷを殺すことには些いささかの躊躇ためらいも見せないくせに、仲間同士の間では異様にナーバスなのだった。

「僕は、最後までカイくんの味方だよ」

「済まない……シン」

「歩ける？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。しかしこの恨うらみは忘れん」

「そのうち星ごと、焼き払はらってやろうよ」

「あ、ああ……」

「麗うるわしい友情だね」

　暗くら闇やみの中で、撃げき鉄てつを起こす音が響ひびいた。

「だが、ここまでだ」

「誰!?」

　叫さけぶシン。

「ひさしぶりだな、シン」

　不意に点ついた非常灯の中に、若者の顔が浮うかび上がった。

「お父さんが心配しているぞ」

「エドさん!?」

　シンは驚おどろいたように、エド・タイラーⅢ世を見た。

「さあ、一いつ緒しよに来るんだ。罪を清算して、お父さんを安心させてやれ」

「いやだ！」

　カイを庇かばうようにして、両手を広げ、盾たてになる。

「僕はもう、凡夫の世の中には帰らない！」

「目を醒さませ!!」

　レイガンの狙ねらいを定める。

「醒ましたさ」

　と、シン。

「僕はもう子供じゃないさ。醒ましたからこそ、こうしてこっちの側にいる!!」

「シン……」

　カイが唸うなった。

「シン……どけ。奴やつの狙いは俺だ、おまえじゃない！」

「嫌いやだ!!」

　と、泣きじゃくるシン。

「どくものか!!　親友を見殺しになんて、できないよ！」

「シン……おまえ……」

「親友か……」

　と、エド。

「シン、ずっといじめられっ子だったおまえが、ようやく見付けた親友が、ブラック・セラフィムなのか──」

　こくんと頷うなずく、シン。

「そうか……。わかった」

　銃じゆう口こうを下ろす。

「行け！」

「エドさん……」

「シン。貸し一だぞ」

　と、微笑ほほえみながらエド。

「いずれ返してもらうことになるだろう。そっちのカイにも、貸し一だぞ。忘れるな」

「なるほど……」

　カイが微笑み、頷く。

「企たくらんでいやがるな」

「さあ、俺の気が変わらないうちに、行け！」

「ありがと、エドさん……」

　カトリは頷いて、カイを支えるようにしてその横を通り過ぎた。

「恩には着ないぞ！」

　と、カイの捨すて台詞ぜりふ。

「これしき──」

「御ご随ずい意いに……」

　ホルスターにレイガンを収める。

「どうして撃うたなかった？」

　物もの陰かげに潜ひそんでいたもう一人が、現れる。ケンだった。

「昔のおまえなら、絶対撃っていたぞ。シンごとな」

「俺も成長したのさ」

　とエド。

「人生の機き微びというやつが、わかってきたのかな……」

「違ちがうだろ」

　微笑みながら、ケン。

「おまえはあの二人に、利用価値を認めたに過ぎん」

「ああ、なにせ、これからブラック・セラフィムに潜せん入にゆうしようってんだ」

　とエド。

「幹部に恩を売っておくというのも、悪くはないだろう」

「あいつが、意気に感じてくれるかね？」

　ケンはあくまで、懐かい疑ぎ的てきだった。

「かえって危ないかも知れんぞ。奴やつは密告するかも──」

「それならそれでいい……。とにかく俺は、あいつらに貸しができた。精神的優位にあるというだけで、悪い気はしないもんだ」

「俺たち、殺されるかもな」

　とケン。

「おまえの、その精神的優位とやらのせいで──」

「ああ」

　頷うなずくエド。

「どちらにしろ言えることは、俺たちが殺されるか、ブラック・セラフィムが潰かい滅めつするか、ふたつにひとつってことだ。妥だ協きよう点てんはない……」

「付き合うぞ」

　と、ケン。

「俺はそう決めた。エド、おまえに従うまでだ」

「御曹司おんぞううし、人生、投げてませんか？」

「さあな……」

　御曹司は笑って、首を傾かしげるばかりだ。




「ジャスティ・エドワード・タイラーⅢ世か……」

　高速宇う宙ちゆう艇ていの窓から、遠ざかる惑わく星せいフーロンを振り返りながら、呟つぶやくカイ。

「奇き妙みような奴だ。凡ぼん夫ぷではあるが、単なる凡夫ではない……。再会が楽しみだぞ」

「再会が叶かなえばね」

　と、操縦席に座すわっている若者が言った。キヨシ・サナギ。カイと同じドミニオンで、そして親友だった。

「カイ、君をブラック・セラフィムの査問会が待っている……」

　と、沈しずんだ表情でキヨシは言った。

「正直なところ、俺はおまえを査問会に連れていくのは、気が進まん。君は自分の船団を失った。よくて再洗脳。悪くすれば、処しよ刑けいだ。このまま宇宙の涯はてまで逃にげてもいいんだぞ。君さえよければな──」

「馬ば鹿かなことを言うな」

　一いつ笑しように付すカイ。

「キヨシ、わかっているはずだ。ブラック・セラフィムが、脱だつ会かい者しやを見み逃のがすはずがないだろう。宇宙の涯に逃げたとしても、とことん追い詰つめ、処断する。それは、脱会者狩がりで実績を挙げてきたおまえが、いちばんよく知っているはずじゃないか……」

「そうだが……おまえを殺すには忍しのびない……」

「誰が殺されるかよ」

　と、カイは言った。

「俺は、死なん。再び返り咲ざいて、俺をこんな目に遭あわせた、あの四人に復ふく讐しゆうしてやるのだ。特に、エドの奴やつにはな……。そのためなら、どんな処しよ罰ばつにも笑って耐たえてやる」

　本当に笑いながら、カイ。

「ヤーヴェがカイくんを、殺すはずないよ」

　と、シンが言った。

「カイくんはこれまで、ブラック・セラフィムのために多大な功績を挙げてきたんだよ。それを、たった一度の失敗で──」

「たった一度の失敗も許さないのが、組織というものだ」

　とキヨシ。

「特にブラック・セラフィムはな……。そして、査問会を牛ぎゆう耳じっているのは、三人のセラフだ。彼らの表決が、カイの運命を決める」

「おそらく──」

　まるで他ひ人と事ごとのように、カイは冷静に言った。

「三人のうちセラフ・ニッキーは、俺を殺せと言うだろう。これまでの査問会の決定からして、ほぼ間ま違ちがいなくな……。逆にセラフ・カーツは温情判決で、俺の延命を主張してくれるはずだ」

「俺もそう思う……」

　と、キヨシ。

「これで一対一。つまりカイ、おまえの運命は、残る一人、セラフ・ノリユキが握にぎっている。彼の決断ひとつで、おまえの運命は決まってしまう」

「そいつは弱ったな……」

　と、カイ。

「俺はセラフ・ノリユキには、あまり心証がよくないぞ。盆ぼん暮くれの付け届けも、しなかったしな……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。心配ない」

　と、キヨシは言った。

「セラフ・ノリユキは、厳格ではあるが、公明正大な御お方かただ。判決に私情は一いつ切さい挟はさまぬ。組織への貢こう献けん度どからして、おまえが処刑されることはない。仮に現在の地位を奪うばわれることになっても、それは一時的なものだろう。ブラック・セラフィムはおまえを必要としているのだ。それは間違いない。必ず返り咲ざける。だからおまえは、余計な心配をせずに、どうやって奴やつらに復ふく讐しゆうし、名めい誉よ挽ばん回かいできるか、それだけを考えていればいい」

「ありがとう……キヨシ」

　とカイは言った。

「おまえがそう言ってくれると、心強いよ」

「当然だ」

「だからな──」

　と、カイ。

「万が一、俺が処刑されることになったら、おまえのその手でやってくれ。これは、俺の望みだ」

「何を言う!?」

「いいんだ。俺を処刑すれば、おまえのポイントになる。俺の志こころざしを、継ついでくれ……」

「俺は、そんなのは嫌いやだな」

　とキヨシ。

「いざとなったら、できない。今までに何百人という裏切り者を処刑してきた俺にも、いざおまえを目の前にしたら、できるかどうかわからん……」

「そうだよ」

　と、シンが言った。

「僕たちは、親友じゃないか!!」

「それより、シンは今回、お手て柄がらだったな」

　とキヨシ。

「今、おまえはプリンシパリティーだが、今回の手柄でひとつ上のパワー……いや、俺たちと同じ、ドミニオンにまで昇しよう進しんできるかも知れんぞ」

「偉えらくなんか、なりたくないや」

　と、シン。

「カイくんが死んでしまったら、意味ないもの……。僕は手柄が立てたくて、助けたんじゃない……」

「悪かったな、シン」

　と、目を細め、キヨシは言った。

「おまえはただ、カイを助けたくて──」

「ありがとう、シン」

　と、カイはシンの手を取り、言った。

「俺たちは、親友だ。何があろうとな」




「よく生きて戻もどって来てくれた」

　と、カイの手を握にぎり、ラヤ・キムタークは言った。

「生き恥はじを晒さらしてしまった……」

　と、気落ちするカイを、

「生き残るのも、立派な戦略だ」

　と慰なぐさめる。

「現に俺は、おまえを必要としている。立派な部下としてな……」

「こんな俺を、まだ必要としてくれるのか？」

　意外だった。カイはキムタークのことを、有能ではあるがもっとずっと冷れい徹てつな漢おとこだと思っていた。そのキムタークからかけられた優やさしい言葉が、カイを思わず、ほろりとさせた。涙なみだを流す予定はなかった。

「当然だろう」

　と、ハンカチを差し出しながら、キムターク。

「俺たちは……同期だ。顔を拭ふけ、カイ。男前が台無しだぞ」

「そうだった。俺たちは、ずっと一いつ緒しよだった……」

　カイを取り巻く状じよう況きようには厳しいものがあるが、少なくとも四し面めん楚そ歌かではないわけだ。

「しかし、おまえの生せい還かんを快こころよく思わない者も、当然いる……」

「だろうな」

「特に、ゴロン・イノセントだ」

「うむ……」

「奴やつが何を言うかは、大体わかる。何を言われても、気にするな。一いつ切さい気に病やむな。おまえは──」

　キムタークは、カイの目を見み詰つめ、言った。

「俺が庇かばう。何があろうともな」

「今日は驚おどろくことばかりだ」

　とカイ。

「おまえはてっきり、俺のことなど眼中にもないとばかり……」

「誰がそんなことを？　将来の有望な右腕うでを、喪うしないたくはない」

「キムターク……」

「行こう」

　と、キムタークはカイの手を取り、立ち上がらせた。

「査問会が、待っている」




「ブラック・セラフィムに自ら飛び込み、獅し子し身しん中ちゆうの虫となる……か」

　カツヤはエドとケンとを、交こう互ごに見み較くらべ、言った。

「見上げた心こころ掛がけだ」

「死ななきゃね」

　と、ノリカ。

「二人とも、粛しゆく清せいなんかされないでよ。宇宙がそれだけ、つまんなくなっちゃうからさ……」

「今のところ、死ぬ予定はない」

　とエドは言った。

「僕もだ」

　とケン。

「やっぱり僕がいないと、フヨウグループの系列社員七百万人が路頭に迷ってしまうからね」

「慶よろこぶ奴やつもいると思うが……」

　とカツヤ。

「そうだね。いっそ死んだことにして、重役たちの忠誠心を試ためしてみようかな？」

「やめとけ」

　エドは言った。

「その結果に傷付くのは、おまえだぞ」

「僕のことを評価してないな」

「してるさ。ただし、フヨウグループの次期総そう帥すいとしてではない。そんなもの、おまえのごく一部にしか過ぎん……」

「じゃあ、俺も言わせてもらおう」

　とケン。

「エド。おまえの中で、ジャスティ・ウエキ・タイラーの孫だということは、おまえであるということの、ほんの数パーセントでしかない。少なくとも、俺にとってはそうだ。エドはエド。俺の……よそう」

　照れたように、誤ご魔ま化かす。

「さて、どうやって信者になろうかな？」

「やっぱり手近の惑わく星せいにある、奴らの支部へ行って入信申込書にサインするのがいちばんいいと思うな」

　エドは言った。

「妙みようなコネを使うより、怪あやしまれることはない。末まつ端たんから、奴らの組織に入り込む！」

「で、その後の連れん絡らくはどうする？」

　カツヤが尋たずねた。

「ブラック・セラフィムは、一いつ旦たん信者になった者には、一いつ切さいの外界との接せつ触しよくを許してはいないんだぞ。もし規律を破れば、恐おそろしい罰ばつが待っている……」

「脅おどかすなよ。ちゃんと考えてある」

　とエド。

「そうとも。ぬかりはない」

　ケンも頷うなずいて、

「ま、手て筈はず通りこのメイコンで、我々からの連絡を待っているんだね」

「これきり音信不通なんてのは、なしだからね」

　ノリカが言った。

「何があっても、死ぬんじゃないよ！」

「死なない」

　と、エド。

「約束するよ。絶対──」

「ま、なんだ」

　カツヤが笑って言った。

「今夜は送別会といこう。このホテルの先に、美う味まい中ちゆう華か料理屋を予約しておいた。ついでに、ゲストも二人──」

「ふたり？」

　エドが、はっとなった。

「まさか、それって……」

「そうだ」

　頷いて、カツヤ。

「一人は男性で、もう一人は女性だ。そして二人は父と娘むすめ。もうわかるな」

「勘かん弁べんしてくれよ！」

　頭を抱かかえて、エドは言った。

「決意が鈍にぶるじゃないか！　恨うらむぞ、カツヤ!!」

「俺に当たるな。俺に二人が来ることを、拒こばめたと思うのか？」

「そりゃそうだ……」

　と、ケンが苦く笑しようする。

「天下のカツヤも、頭が上がらないよな。あの二人にだけは──」

「何を言われることやら……」

「おい、エド。今のうちに逃にげるか？」

　ケンが誘ゆう惑わくした。

「やめとく……」

　それも考えないではなかったが、あまりに後が怖こわかった。

「あの二人にだけは、勝てん……。先手先手を打たれるに、決まっている」

「よし、そうと決まれば、行こうぜ」

　カツヤが立ち上がり、先頭に立った。

「宇宙一の無責任男と、暗黒太陽小町が、お待ちかねだ」














第五章　家族とうまくやっていますか









「お～い！　ここだここだ」

　カツヤ、ノリカ、エド、ケンの四人──泣く子も黙だまる無責任カルテット──が、ホテル・ハイアットリージェンシー・メイコンの最上階にある北京ペキン料理店『碧へき珍ちん楼ろう』に入るなり、奥おくのテーブルから怒ど鳴なった老人こそ、誰だれあろうかのジャスティ・ウエキ・タイラーその人であった。

「遅おそいぞ、若人わこうど」

　無責任男も既すでに七十二歳さいになるが、物もの腰ごしといい威い勢せいといい、どう見ても五十代にしか見えなかった。相変わらず、若い。

「あんまり遅いから、もう料理を注文してしまった。キサラと二人で、勝手にやっとったところだ」

　笑いながらそう言うタイラー老の前には、既にビールと、半分食べかけの前菜の皿が置かれていた。















「ここの料理は、旨うまいな。さすがは銀河の鉄人に勝ったシェフの店だけのことはある」

「案の定だ」

　と、肩かたを竦すくめるカツヤ。

「俺おれたち定刻だぜ、親おや父じ。少しは待てよ」

　言うなりさっさとテーブルに着く。

「あ、俺、紹しよう興こう酒しゆな。燗かんしたやつ。それと、前菜追加……」

　親子であった。

「甘あまいぞ、カツヤ」

　と、タイラーは言った。

「我わが家の定刻とは、約束した時間の三十分前だ。特に高級レストランでは、遅おくれた者は先に何を注文され、食われても仕方がない……。忘れたわけではあるまい」

「あんまり突とつ然ぜんだったもんで、焦あせったんだよ」

　とカツヤ。普ふ通つうなら、絶対に『定刻』には遅れたりはしない。

「うん、確かに旨うめえ」

　と、冷盤リヤンバン（前菜の盛り合わせ）にかぶりつく。

「お行ぎよう儀ぎ悪いよ、カツヤ」

　と、じろりと睨にらんだのはキサラ。タイラーの長女でエドの母親である彼女は、この時四十二歳であったが、二十代でも充じゆう分ぶんに通用した。ただし、性格の方は昔とまったく変わってはいない。

「ふるへえ。へめえらだけに好ふき勝手ひやつて食われへたまるか!!」

「怒ど鳴なるか食うか、どっちかにしな」

「母さん……相変わらず、元気そうで……」

　冷ひや汗あせを拭ぬぐうエド。

「妙みように安心しました」

「まあ座すわりなさい」

　と、息子むすこに言うキサラ。

「話はゆっくりとね」

「はい」

　覚かく悟ごを決めて着席するエド。あらゆる意味で、この母親は偉えらい。偉すぎる。

「相変わらず、ユニークなご家庭ですね」

　と、ケンがナプキンを広げながら言った。六人の中で唯ゆい一いつ作法に適かなう完かん璧ぺきなテーブルマナーを身に付けた彼だが、このテーブルでは逆に彼一人が完璧に浮ういていた。早い話が食ったモン勝ちなのだ。ハイエナの群に紛まぎれ込んだ、血統書付きコリーのようなものだった。

「水入らずのところに、お邪じや魔までしたか……」

「なあに、君も立派なタイラー家の身内だよ」

　とタイラー。

「親しん戚せきのようなものだ。何しろ本当なら、キサラはシゲチヨくんではなくて、君のお父上と──」

「その話はなし！」

　と、キサラが遮さえぎった。

「過ぎた昔を蒸むし返して、どうなるのよ？」

「ははは……」

　汗を拭うケン。

「そういうことも、あったようですね」

　キサラの息子むすこに生まれなくてよかったと、心底安あん堵どするケンであった。

「ケンにも、言こと伝づてあるのよ」

　とキサラ。

「イリナからね」

「母さんから……」

　キサラと、ケンの母のイリナとは、士官学校時代からの悪友であった。

「早く帰って来いとさ」

「はあ……」

「ま、気にすることはないよ。今のうち、せいぜい心配かけときなさい。今のうちだけだから……」

　キサラが言うと、千せん鈞きんの重みがある。

「そ、そうします……」

　萎い縮しゆくするケン。

「姉さん、あんまりケンを苛いじめて遊ばないでよ！」

　と、北京ペキンダックを食べながらノリカ。

「あら、わかった？」

「姉し妹まいだもの……」

　キサラとノリカ、二人の思考回路はいちいち似ている。

「美形をつんつんして遊ぶの、昔から大好きだったもんね、姉さん……」

「あ、遊ばれていたのか……」

　落ち込むケン。天下の美形もキサラの前では形無しであった。キサラはすべての美形の、天敵かも知れない。

「しかし、そうやって庇かばうところをみると、ノリカ、おまえもケンとキスくらい済ませたか？」

「やめてよ、姉さん」

　と、顔を赤らめ、ノリカ。

「わたしの趣しゆ味みは、もうちょっといいわ。ケン坊ぼうごときじゃ、相手不足」

「け、ケン坊ごとき……」

　激しく落ち込む、ケンであった。これはもう、相手が悪いと言う外はない。

「元気を出せ、ケン」

　と、箸はしを休めることなくカツヤが言った。

「我わがタイラー家では伝統的に、女性が強いんだ。お袋ふくろや、姉貴を見ていればわかるだろ？」

「銀河の、サザエさん一家ですね」

　とケン。

「家族構成も、そのまんま……。そう言えば今日はフネさんとマスオさん以外、お揃そろいで……」

「誰がサザエさんじゃ？」

　と、キサラ。

「まんまじゃん」

　と、カツヤ。

「俺なんか、名前まで似ているぜ。誰かこのカツオくんに、同情してくれよ。横暴な姉と性格の悪い妹に挟はさまれて……」

「誰が……」

　と、ワカメならぬノリカが睨んだ。

「すると僕は……？」

　自分を指差す、エド。

「た、タラちゃんだったのか……」

「まあ、それくらいでよしなさい」

　波なみ平へいタイラーがなだめた。

「本題に移ろう」

　もちろんその間も、ひたすら食うことをやめない。

「カトリくんに、泣きつかれたよ」

　と、タイラー。

「とうとう息子むすこが、人殺しまでしてしまったと──」

「そんなの全然、気に病やむことないよ」

　と、カツヤ。

「親おや父じは何人殺した？」

「数え切れん……」

　とタイラー。

「直接間接その他諸もろ々もろ含ふくめ、九桁けたはいったろう」

「姉貴は？」

「父さんほどじゃないな」

　とキサラ。

「それでも、千や二千じゃきかないよ。ケルテを解放した時は、シゲチヨたちと一いつ緒しよに、邪じや魔まする奴やつをだいぶ片付けたからね」

　得意げに言う。

「誇ほこりこそすれ、罪悪感はないね。それに較くらべたら、カトリおじさんの息子なんて、たったの三人、殺しただけじゃない」

「でも、直接殺意を持って、憎ぞう悪おのない相手を、面と向かって殺しています」

　ケンの正論は、しかし浮ういていた。

「まあ、確かに……私の場合は直接相手の顔を見て殺したことはなかったな……」

「戦争と平時との違ちがいもあります。それに、千人殺せば英えい雄ゆうですが、一人殺せば犯罪って言葉は、まだこの時代でも有効ですよ」

「しかし自分の信じる正義のために、敵対者を殺すという点では同じことだ」

　とカツヤ。

「そういうことなら、シン・カトリのしたことは、少なくとも彼の『正義』だ。俺はあいつを、悪人とは思わない。立派な奴と思いこそすれ──」

「だが敵だ」

　とエド。

「俺は今度遭あったら、奴を殺すかも知れない。敵だからな……」

「カトリくんが、泣くよ」

　とタイラー。

「僕ぼくも辛つらいんですよ、お祖じ父いちゃん」

　当とう惑わくした表情で、エド。

「愛した女ひ性とが、敵だったんです」

「可か哀わい相そうだねえって言えば、おまえの気は晴れるのかい？」

「いえ──」

「だったら自分でなんとかしなさい。漢おとこだったらね」

「はい……」

「カツヤ、ノリカ」

「はい……」

「何、父さん？」

「おまえたちで、エドをバックアップしてやりなさい」

「はい……わかってます」

　とノリカ。

「まったく親おや父じはよ」

　と、カツヤは反発する。

「実の息子と孫と、どっちが可か愛わいいんだよ？」

「ねえ、兄貴……」

　と、ノリカが言った。

「訊きくだけ自分でも、愚ぐ問もんだとは思わない？」

「そうだけどな……一応……」

「それなら決まっておる」

　あらかた食い終えて口を拭ぬぐいながら、タイラーは言った。

「おまえは私の息子だ。親は息子に対して責任がある。だから甘あまやかさない。しかしエドは私の孫だ。祖父は孫に対して、直接の責任はない。ただ無責任に可愛がって、甘やかせば宜よろしい。あ、デザートは大盛りでな」

「そうとわかればいちいち納なつ得とくがいく親父の本心か……」

　天てん井じようを見上げ腕うで組ぐみするカツヤ。

「俺、よくハイスクールでグレなかったよな……」

　その時はまだ父親の本心をここまで明白には知らなかったので、結果としてグレる時期を逸いつしてしまったカツヤである。

「その分親不孝もしとる」

　と、杏あん仁にん豆どう腐ふを搔かき込みながら、タイラー。

「今からでも遅おそくはない。士官学校に戻もどりなさい。校長のイサム・フジ元げん帥すいには、私から頼たのんでやるから──」

「そういうコネは、嫌いやだな」

　とカツヤ。

「前の最高司令長官も、親父から見ればパシリの小こ僧ぞうか……」

「いいから復学しなさい！」

　と、キサラが言った。

「世せ間けん体ていが悪いのよ!!」

「へ～え。姉貴の口から世間体なんて言葉を聞くとは、こいつぁ意外を通り越こして笑っちゃうね」

　さも心外そうに、カツヤは言う。

「そりゃ、フツーならあたしだって、とやかくは言わない」

　と、キサラ。

「おまえの人生はおまえの人生だ。だけど、やっぱりまずいんじゃないか？　現役の惑わく星せい連合宇宙軍最高司令長官の実の弟が、士官学校を放校処分でプータローってのは……」

「確かに──」

　とカツヤ。

「でも、あの時はまさか、姉貴がフジ元帥の次の最高司令長官に就任するとは、夢にも思ってはいなかったんだ」

「仕方ないだろ！」

　と、ビクトリー・キサラ・ウエキ・ヤマモト・タイラー元帥は言った。

「成り行きだったんだから……」

「ホント、笑っちゃうよね」

　とノリカ。

「姉さん、軍を辞やめる機を逸いつしちゃったものね。なまじ実績を上げちゃったもんだから……」

「押おしも強いし……」

　とエド。

「父さんなんか、なりたくたって絶対なれないもんな……」

「息子むすこがそんなでは、ヤマモトくんの泣く顔が、目に浮うかぶようだ」

　と、しみじみタイラー。

「彼、この頃ごろ、軍を辞めてからめっきり老ふけ込んでなあ……。盆ぼん栽さいいじりなんか爺じじ穢むさいからやめろって、誰か言ってやってくれんか？」

「いずれ、僕が……」

　とエド。

「ジャスティお祖じ父いさん、マコトお祖父さんだって、僕から見れば大切なお祖父さんには変わりないんですから……」

「そうだったね」

「でも、今は無理です」

「俺も──」

　便乗するように、カツヤ。

「復学は、当分無理だね。ブラック・セラフィムの一件が片付くまでは──」

「ようやく本題だ……」

　と、目を細め、タイラー。

「本当に、おまえたちだけで事を進めるつもりなのか？」

「もう決めたことです」

　とエド。

「三人まで巻き込んで、申し訳ないとは思っています……」

「いいってことよ！」

　カツヤがエドの、肩かたをポンと叩たたいた。

「俺たち、地じ獄ごくの釜かまの中まで一いつ緒しよだぜ」

「野や暮ぼはいいたくないが、老ろう婆ば心しんというやつだ」

　タイラーはそう言って、用意していたファイルを手て渡わたした。

「それに目を通しておくといい。読んだ後は、処分しておいた方がいいな」

「これは……？」

　パラパラとめくる。

「ブラック・セラフィムのデータだ。こんなに詳くわしく……」

「可能な限り、調べさせた」

　とタイラー。

「老いたとはいえ、キョンファ・キムもなかなかやるだろう」

「キム少将が……」

　とカツヤ。

「さすがはお袋ふくろの親友で、姉貴の恩師だな……」

「恩師なんかじゃない！」

　と、キサラ。

「たまたまあたしが士官学校の時、女子部の校長だったってだけの話だ。それに、よく考えたらまだ絶交も解いてなかった……」

　キサラは忘れっぽい。

「その割には、キムくんが校長を辞やめて、子供が生まれた時にはしっかりお祝いをあげていたぞ」

　と、タイラー。

「あれは、ママの代理！　ちょうどノリカと重なったからね」

　キョンファ・キムは校長を退職してから、五十歳にして遅おそい子供を出産したのだが、その時期が、ユリコがノリカを産んだ時期とたまたま重なった。それで二人の妊にん婦ぷは同じ病院に入院していたのである。親友同士なんて付き合いがいいんだと、当時は噂うわさされたものだ。

「ふ～ん。そんなことがあったんだ……」

　とノリカ。

「でもこれ、よく調べてあるわ。微びに入り細を穿うがち……」

「そうだったのか……」

　と、目を見張るエド。

「ブラック・セラフィムの財源がどこから出ているのか、不思議だったんだ……。信者のお布ふ施せや幸せの壺つぼを売っただけで、軍ぐん艦かんまで購こう入にゆうできるはずもない。バックにパロット財団が付いていたとは──」

「パロット財団ね」

　と、ケンが頷うなずいた。

「我わがフヨウグループに次ぐ、銀河第二のコングロマリットだ。しかし、第二位と言ったって、一位との差は縮めようもないけどな」

「パロット財団を侮あなどってはいけない」

　と、タイラー。

「会長は、一代にして前会長から受け継ついだ小さな会社を、銀河第二の財ざい閥ばつにまで成長させたのだからね」

「そして自ら、教祖となった……」

　ファイルをポンと閉じながら、エド。

「出来過ぎですね」

「まともなやり方では、第一位にはなれないと思ったから？」

　ケンが言った。

「それだけではないな」

　と、タイラー。

「彼の目的は、復ふく讐しゆうだよ」

「復讐？」

　エドは首を傾かしげた。

「誰にです？」

「それはだな──」

　と、タイラー。一冊の本を取り出した。

「これを読んでみなさい」

「これは──」

　手に取るカツヤ。

「『リガの惨さん劇げき』？　これって十年前のベストセラーの……」

「そうだ」

　と、タイラー。

「十三年前に起こった、惑わく星せいリガのソーラーエネルギー伝達システム暴走をテーマにした、ノンフィクションだ。その本を読めば、事の経けい緯いはわかる」

「どうして？」

「思えばあれは不幸な事件だった……」

　と、目を瞑とじてタイラー。

「あの事故で、パロット財団の会長は、当時リガ在住だった息子むすこ夫ふう婦ふを喪うしなったのだ」

「と、いうことは……？」

　エドは祖父を見た。

「まさか……」

「そうだ」

　と、タイラー。

「マチコちゃんの、御両親だよ。気の毒にな。もっとも。あの事故がなければ、マチコちゃんは一時的にせよ叔お父じさん夫婦に引き取られることもなく、従っておまえと出で逢あうこともなかった。エドや。運命とは、なんと皮肉なものだろうね……」

「そうだったのですか……」

「あの事故が、会長の人格を変えた……」

　とタイラー。

「善良なまま、一生を終わるはずの漢おとこだったのに──」

「親おや父じ！」

　カツヤが突つっ込んだ。

「まさかパロット財団の会長、つまりブラック・セラフィムの教祖ヤーヴェって、親父の直接の知り合いかよ？」

「誰よりも、旧ふるい……」

　と、目を細めタイラー。

「ヤマモトくんよりも、ユリコよりも旧知の間あいだ柄がらなのだ……。大学時代の、友人だった……」

「凄すごい因いん縁ねんね」

　と、キサラ。

「父さん、調べていて、辛つらかったんじゃないの？」

「本当のことを言えば、知らないままでいたかった……」

　と、タイラー。

「しかし、知ってしまった以上は後あと戻もどりできん」

「僕たちが──」

　エドがきっぱりと言った。

「ケリをつけます。お祖じ父いさんの手は、煩わずらわせません」

「それはそれで、寂さびしいね」

「いいじゃねえか、親父」

　とカツヤ。

「もう時代は変わったんだ。俺たちに任せろや、な。悪いようにはしねえよ」

「偉えらくなったね、カツヤ」

　キサラが皮肉る。

「ついこないだまで、寝ね小しよう便べんしていたガキがね……」

「親父が動くまでもないってことさ。俺たちにやらせておいた方が、気楽だろ？」

「まだ隠いん居きよするほどの、歳としではない……。いざとなれば、しゃしゃり出るまでのことさ。しかし、今はまあ、静観といこう。それよりカツヤ、まずその本を読んでみなさい」

「概がい要ようは、知ってる」

　とカツヤ。

「中学校の時に、読んだんだ。なにせ強きよう烈れつな内容だったからな。まだ鮮せん明めいに覚えている……」

　以下はカツヤが粗あら筋すじを語った『リガの惨さん劇げき』の概要である。




　宇宙暦れき七〇三〇年代に期待された無公害エネルギーのひとつに、ソーラーエネルギー伝達システムがある。これは、人類居住惑わく星せいの静止衛星軌き道どう上じように太陽電池翼よくと高出力レーザーを備えた人工衛星を打ち上げ、恒こう星せいの光エネルギーで発電し、得られた電力を一いつ旦たんレーザー光線に変へん換かん、それを地上に向けて伝達するというものであった。地上では巨きよ大だいなパラボラでそのレーザー光を受け、再び電気エネルギーに還かん元げんしてから各家庭や工場に電力として供給する。都合三度の変換と、大たい気き圏けんにおけるレーザー光の拡散により四〇パーセント程度のロスはあるが、それでも核かく融ゆう合ごう発電よりはコストもかからず、発電衛星の基数を増やせば、無限に近い恒星のエネルギーを利用可能と、当時は大いに期待されたものだった。

　ただし、このシステムには両刃もろはの剣けんとでも言うべき、欠点があった。

　地上に向けて送信されるレーザーの出力は、一基当たり七〇万乃ない至し二〇〇万ギガワット。これは宇宙戦せん艦かんの主しゆ砲ほうにも相当する。と言うか、ソーラーエネルギー伝達システム自体、余よ剰じよう兵器の平和利用という発想からだった。その送信用レーザーの誘ゆう導どう体たいには、軍用のレーザー砲をそのまま転用した物が大半だった。つまり、強力なレーザーを、そのまま地上に向け『発射』するのである。パラボラ受信装置で受けている分にはよいが、問題はそのレーザーの狙ねらいが外れた時だった。

　当然、開発段階からシステムの内包する危険性は憂ゆう慮りよされ、安全性を完かん璧ぺきにすべく充じゆう分ぶんに改良してから実用化すべきだとの議論が重ねられていた。しかし、平和時における爆ばく発はつ的な人類総人口の増加と、それに伴ともなう急激な惑星開発は、深刻なエネルギー不足という事態を生み、強行派によって実用化は──充分な安全対策を講じられぬまま──推進された。

　そして、十三年前、新興の通勤住宅惑星リガにおいて、最悪の事故が、起こるべくして起こった。

　出力一五五万ギガワットの発電衛星『すずらん』が、隕いん石せきの衝しよう突とつによって姿勢制せい禦ぎよノズル一基を破損。僅わずかに角度のずれた高出力レーザーはパラボラを逸それ、地上を業ごう火かで舐なめ尽つくした。

　リガはその銀河中央方面へのベッドタウンとしての性質上、発電所のすぐ近くにまで住宅地が密集していた。なお悪いことにその大半が、高層建築の集合住宅であったこと、暴走事故の起きたのが休日を明日に控ひかえた一家団だん欒らん時じであったことが、被ひ害がいをより拡大してしまった。

　消失家屋七万二千戸、死者行方ゆくえ不明実に二十四万八千人、罹り災さい者しや総数百三十万人──。惑わく星せい連合議員三人の首が飛び、システム開発責任者は左さ遷せんされ、開発技師三人が自責の念から自殺して果てたが、到とう底ていそれだけで収まる問題ではなかった。

　ソーラーエネルギー伝達システムはこの事件を機に一いつ切さいの使用が打ち切られ、順次従来の核かく融ゆう合ごう発電所に取って代わられた。電気料金が高いなどと文句を言う住民は皆かい無むであった。何が安全性に代えられよう。こうしてシステム自体が、歴史の彼方かなたに封ふう印いんされ、既すでに十年の歳さい月げつが流れた……。

　以上が、広く巷こう間かんに流る布ふされている、『リガの惨さん劇げき』の顚てん末まつである──。




「重いわね」

　と、キサラが言った。

「人類史上の汚お点てんだわ」

「私は今でも、あのシステムは有効だと思っている。これから先の人口膨ぼう脹ちようを考えると、あれを捨ててしまったことは惜おしい」

　タイラーは言った。

「私がまだ大統領であったなら、市民の総スカンを喰くっても、開発を継けい続ぞくさせただろう……。だからこそ、開発陣じんは慎重の上にも慎重を期すべきだった」

「でも、それは無理ですよ」

　とケンが言った。

「フヨウグループも、あの暴走事故では少なからざる損失を被こうむりましたからね。もっとも、父の対応が早かったせいで、事件直後の、核融合発電所建設ラッシュの特とく需じゆにより、失った以上のものを回収できたのですが──。あれ以来、市民はソーラーエネルギー伝達システムという言葉に激しいアレルギーにも似た拒きよ否ひ反応を示すようになりました。何の関係もない屋根でお風ふ呂ろを沸わかすソーラーシステムまで、売れなくなりましたからね。そんな拒否反応を無視してまで、開発を強行するのはリスクが大き過ぎる……」

「ケンはやっぱり、父上に似て商売人だな……」

　タイラーは目を細めた。

「しかし、あの事故で一いつ瞬しゆんにして肉親や知人を喪うしなった者は──。リガに行ってみたまえ。最も被ひ害がいの大きかったカタシマダイラ団地跡あとは、一面の荒こう野やだ。あれ以来住む人もなく、再開発もなされていない。草ぼうぼうの荒あれ放題。ただその中央に記念碑ひが建てられ、その碑には『過あやまちは二度と繰くり返しません』との碑文が刻まれている。私は三年前に軍ＯＢの慰い安あん旅行で行ったのだが、胸を締しめ付けられるようだった。ヤマモトくんなんか、感極まってオイオイ号ごう泣きゆうしていたよ……」

「あまりにも悪条件が重なり過ぎましたね」

　とエド。

「すべての人類にとっての、不幸な結果になりました」

「おまえがいちばん、被害を被っているのではないかね、エド？」

「そうかも知れません……」

　真しん剣けんにそう思える。

「マチコのお祖じ父いさんの人生観すら一変させ、復ふく讐しゆうのためにブラック・セラフィムの教祖にしてしまうほどの──」

「私がもし、彼の立場だったとしても、同じことをしたかも知れんね」

　とタイラー。

「彼の考えは、よくわかるよ。コウサク・カヤマ……」

「えっ!?」

　キサラが思わず、小さな叫さけびを上げた。

「ブラック・セラフィムの教祖って、カヤマさん？　あの、父さんの昔の話によく出ていらっしゃる？」

「そうだ」

　真顔で頷うなずく、ジャスティ・ウエキ・タイラー。

「おそらく宇宙で最初に、この私のことを評価してくれた漢おとこだよ」

「う～ん、これは根が深いぞ」

　腕うで組ぐみをする、カツヤ。

「どうする、エド？　それでもまだ、マチコを諦あきらめきれないか？」

「諦めるも何も……」

　と、エド。

「僕はまだ、スタートラインにすら立ってはいないんだよ」

「しかしなあ……」

　あまりにも、あまりにも問題は複雑であった。

「エドにやらせなさい」

　タイラーは言った。

「いいんですか、お父さん？」

　カツヤがタイラーのことを『親おや父じ』ではなく、『お父さん』と呼んだ。小学校以来かも知れない。

「構わん」

　とタイラー。

「もう私の時代ではないのだ。耄もう碌ろくしないうちに隠いん居きよした方がいいのかも知れんな。カヤマのようにならないうちに……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、父さんなら」

　ノリカが、父の肩かたを持つ。

「絶対そんな風になんて、なりっこないわ！」

「わからんよ。そこまで追い込まれればな。だからこそ私は、常々自分を、決して極限状態には追い込まないようにしてきた。どんなに切せつ羽ぱ詰つまった状態でも、常に心に選せん択たく肢しは持ち続けたさ」

「その結果が、宇宙一の無責任男ですか？」

　とエド。

「そういうことだ。さすがは私の、後こう継けい者しやだな、エド」

「まだわかりませんよ」

　はにかみながら、エドは言った。

「呆あつ気けなく、死んでしまうかも知れません」

「おそらくその痛手に、お祖じ父いちゃんは耐たえられんだろう……」

　しみじみ言うタイラー。

「カヤマと同じように、なってしまうかも知れん……。それにしてもあの清すが々すがしい、ヨットマンがなあ……」

「宇宙の若大将と、呼ばれていたそうよ」

　キサラが言った。

「ギターを持たせれば、自ら作曲までしてしまうほどだったって言うし……」

「いまや教団のＣＭソングを、自ら歌っている」

　やり場のない怒いかりを露あらわにするタイラー。

「できれば私が直接会って、説教してやりたいくらいだ」

「最後に会ったのは、いつですか？」

　エドの質問に、

「軍に入って以来、会っていない」

　と、タイラー。

「もう半世紀、顔を見ていないんだ。そう言えば、奴やつの結けつ婚こん式しきにも行けなかった。ジェーン騒そう動どうの後始末で、いちばんゴタゴタしていた時だったから……。悪いことをしたなあ……」

「そうだったんですか……」

「しかし、奴は盛せい大だいな披ひ露ろう宴えんをしたぞ。その中ちゆう継けいは、私も立体テレビでちらっと見た。あれを凌しのぐ結婚式は、陛下とイサムの時くらいか──」

「テレビ中継？　カヤマさんって、そんなに有名人だったんですか？」

　とキサラが尋たずねた。

「知らなかったわ」

「違ちがうよ」

　笑いながら、首を振ふるタイラー。遠い目になっている。

「奴のカミさんが、超ちよう有名人だったのさ。往年のアイドル、ノリコ・バッハ。その名くらいは、聞いたことがあるだろう？　ワイドショーのネタとして、大々的に報道されたのだ。思えば、あの頃は平和だったなあ……。それに引き替かえ、今のワイドショーは芸能ネタは鳴りを潜ひそめ、ブラック・セラフィム報道一色だ……。あ、なんだ、考えてみれば両方ともカヤマだった。こりゃ奇き遇ぐうだ」

　微笑ほほえむタイラーだったが、子供や孫たちは、ただ啞あ然ぜんとして彼の枯かれた表情を見み詰つめるだけだった。

「ノリコ・バッハ……」

　エドは唸うなった。

「その全盛期を知らない僕でさえ、その名は知っている。じゃあ、マチコは……」

「そうだ」

　と、タイラーは言った。

「カヤマと、ノリコ・バッハとの、孫まご娘むすめなんだ。道理で美人な訳だろ」

「そうですね」

　エドはただただ、頷うなずくしかなかった。














第六章　嫌いやな上司はいますか









「パパぁ、ママぁ……」

　泣きながら、裸足はだしのままで少女は歩き続けた。

「ママぁ……」

　少女の着ているのは、花はな柄がらのパジャマだったが、既すでにあちこち破れ、焦こげ付いていた。熱風が、容よう赦しやなく肌はだを痛めつける。地平線は見み渡わたす限りの、炎ほのおの海だった。この状じよう況きよう下かで少女が生き残ったこと自体、またこうして歩き続けていること自体、奇き跡せきに近かった。いや、いくつかの奇跡が重複した結果とも言えた。

「マチコを置いて、どこへ行っちゃったのお……」

　少女は左腕うでに、クマの縫ぬいぐるみをかかえていた。ほとんど少女の体ほどもある縫いぐるみは、半分がた焦げていたが、それがクッションとなり、爆ばく風ふう避よけとなった結果、少女は無傷で済んだのだ。

「熱いよう、熱いよう……」















　あてどもなく、彷徨さまよい続ける。どこにも逃にげ場はなかった。

　救助隊の到とう着ちやくがあと五分遅おくれていたら、少女の命はなかっただろう。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　と、防火服の男が少女を抱だき締しめた。

「怖こわい思いをしたね」

「ママは？」

　と、見上げる少女。

「ママはどこ？」

「避ひ難なん所じよにいるよ」

　男は気安めを言った。見上げると、頭上に救助ヘリが。

「どうやらその子一人のようですね」

　と、少女を抱かかえて助手席に戻もどった男に、パイロットが言った。そして、声のトーンを落とし、

「このブロックの、生存者は……」

　と囁ささやく。

　無言で頷うなずく、レスキュー隊員。

「ヴァージル、大至急、救護所だ！」

　と、少女を助けたレスキュー隊員は言った。

「ぐずぐずしていると、このヘリも危ない」

「了解ラジヤー！」

　頷いたヴァージルが、操縦桿かんを引く。上じよう昇しようするヘリ。

「それにしても、この臭においは……」

　肉の焦こげる、臭いであった。

「たまりませんなあ……スコット隊長」

「この世の地じ獄ごくだ」

　頷くスコット。

「自分の無力さを、今ほど痛感したことはない……」

「しかし、その子だけでも助けられてよかった……」

　しみじみ言うヴァージル。

「救護所の手配だ」

「はい」

　インカムに向けて、叫さけぶヴァージル。

「こちら救助ヘリＴＢ―２。Ｑブロックにて少女一名を救助……他は絶望だ。ベッドの手配を頼たのむ！　え？」

　当とう惑わくしたような表情の、ヴァージル。

「どうした？」

「満まん杯ぱいだそうです」

「無理もない……」

　と、スコット。地上を舐なめ尽つくす業ごう火かを見下ろす。

「畜ちく生しようめ！　俺おれは金輪際、ソーラーエネルギー伝達システムなんかの世話にはならんぞ！」

「おじちゃん……」

　震ふるえる声で、少女が言った。

「ママは？」

「これからママのところへ、行くんだ！」

　少女をぎゅっと抱だき締しめる、スコット。

「お嬢じようちゃん、よく頑がん張ばったな。お名前は？」

「マチコ……」

　と、少女は言った。

「マチコ・バッハ・カヤマ……」

「そうか……いい名前だ。くそっ、なんてことを──!?」

　そこで絶句してしまう、スコット。

「本部へ急げ、ヴァージル！　救護所が満杯なら、本部の病院へ運ぶ！」

「了りよう解かいしました!!」

　ローターを翻ひるがえす、ヘリ。熱風に煽あおられる。

「俺が神なら……」

　と、スコットは言った。

「あのシステムを作った連中にも、同じような天てん罰ばつを加えてやりたいところだぜ……」

「パパ……ママ……」

　泣きじゃくるマチコ──。




「マチコ、マチコ！」

　マチコを揺ゆさぶる、老いた腕うで。

「マチコや。ワシの可か愛わいい、マチコ……」

「お祖じ父いさま！」

　祖父の胸に飛び込む、マチコ。

「怖こわかった……」

「可か哀わい相そうに……。またあの恐おそろしい夢に、うなされていたのだね」

　こくんと頷うなずく、マチコ・バッハ・カヤマ。

「だが安心おし、もうじきそれも終わる。あの憎にくむべきシステム推進派の生き残りどもに、天てん誅ちゆうが下るのだ」

　パロット財団の会長にしてブラック・セラフィムの教祖でもあるコウサク・カヤマ老人が、マチコの黒い髪かみを撫なでながら言う。

「だから安心して、お眠ねむり……」

「ああ、お祖父さま……」

　と、マチコは哀あい願がんした。

「どうかお側そばにいてください」

「請こわれるまでもないことじゃ」

　と、白い口くち髭ひげを扱しごきながら、カヤマ老。若い頃ころのヨットマンの面おも影かげはない。瘦やせ細った、しかし意志の強そうな老人であった。眼光は鋭するどいが、ただマチコに注がれるまなざしだけは果てしなく優やさしいのだ。

「どうしてワシが、おまえの側を離はなれられるのじゃろう？」

「このまま眠るのが怖いのです」

　と、マチコ。ただ麗うるわしい、神こう々ごうしいと言っても誇こ張ちようのない容よう貌ぼうであった。凜りんとした気品もある。

「このまま、お祖父さままで、マチコの手の届かないところに行ってしまいそうで……」

「馬ば鹿かをお言い……」

　優しく、カヤマ老は言った。

「どうして、そんなことができよう……」

　しかし老人は、自分の命がさほど長くはないことを知っていた。だからこそ、やっておかねばならぬことがある。それは、孫から両親を、自分からは息子むすこ夫ふう婦ふを奪うばった連中に、正義の鉄てつ槌ついを下すことであった。

「マチコはワシのすべてじゃ……」

　と、その掌てに接せつ吻ぷんして老人は言った。

「おまえのその笑え顔がおを脅おびやかす者を、ワシは決して許しはしない……」

　鉄の意志で老人は言った。

「絶対にな！」




「ドミニオン・カイ」

　三人のセラフィムが、カイ・マサヒコの前にいる。いずれも空中を自在に移動するモニター付き椅い子すに座すわった、ブラック・セラフィムの最高幹部の三人だ。

　司法長官であるセラフ・ニッキー・カルキン、軍務長官であるセラフ・ノリユキ・オストベルク、そして行政長官であるセラフ・カーツ・ウェクサー。三人それぞれに紫むらさきのローブを羽織り、その肩かたには最高位のセラフであることを示す、燃える蛇へびの刺し繡しゆうがあった。

「よく戻もどって来た」

　と、正面中央に位置する、セラフ・ニッキーが言った。冷れい徹てつな笑えみを浮うかべた、金きん髪ぱつの若者だ。最高位のセラフである三人は、その卓たく抜ばつした容姿でも教団の最高位にある。

「その勇気には、ひとまず敬意を払はらうとしよう」

　冷れい笑しようとともに、刺さすような視線がカイの心を射い抜ぬいた。彼は俎そ上じようの鯉こいだった。

「艦かん隊たいを失い、あまつさえ敵の捕ほ虜りよとなりながら自決することもなく、おめおめと生き延び、恥はじも外聞もなく逃にげ帰るとは、それがブラック・セラフィムの指揮官たるドミニオンのすることか!?」

「面めん目ぼく次し第だいも……ございません」

　唇くちびるを嚙かみ、跪ひざまずきながらカイは言った。

「弁解の余地もなく、これはまったく私の、不徳の致いたすところであり……されど──」

「釈しやく明めい無用！」

　と、よく通る声でセラフ・ニッキーは叫さけんだ。

「直ただちに処しよ刑けいすべし!!」

「まあまあ……」

　微笑ほほえみながら、黒くろ髪かみのセラフ・ノリユキが言った。ニッキーがギリシャ彫ちよう刻こくなら、彼は名めい匠しようの手になる仏像であった。その口元にもどことなく、仏の慈じ悲ひが漂ただよう。

「彼の言い分とやらも、聞いてみようではありませんか」

「相変わらず甘あまいな、セラフ・ノリユキ」

　と、嘲ちよう笑しようするセラフ・ニッキー。

「言っておくが、その慈悲とやらは教団のためにはならんぞ」

「せめて聞くくらいはね。言ってみなさい、ドミニオン・カイ」

「感謝の極きわみ……」

　畏かしこまって、カイ。

「命乞ごいをするつもりなど、毛頭もございません。されど、されど今一度、慈悲あらば私めに、復ふく讐しゆうの機会をお与あたえください。二度と不覚は取りません！　苦く汁じゆうを飲まされたカツヤ・タイラーめに、必ずや目にもの見せて──」

「それを命乞いとは、言わんかな？」

　嗤わらいながら、ニッキー。

「え、カイよ？」

「あくまでも私めを処断したくば、その後に命をお召めし上げください」

「殊しゆ勝しようと言うのか、図ずう々ずうしいと言うべきか──」

「やらせてみれば、宜よろしいのではありませんか？」

　それまで黙だまっていた三人目、セラフ・カーツが言った。三人の中ではいちばんの小こ柄がらだが童顔で、人ひと懐なつこい笑え顔がおの持主だ。ある意味で最も本当の天使に近いのは、彼である。

「ドミニオン・カイの復讐に懸かける執しゆ念ねんは、生半可ではありませんよ。これを利用しないのは、あまりにも勿もつ体たいない」

「しかし、そこまで甘あまい処分は、悪あしき前例になる」

　とセラフ・ニッキー。

「艦かん隊たいを失って降こう伏ふくしても、平然と復帰が赦ゆるされるとなると、軍団の士気そのものに影えい響きようするではないか。やはりここは、鉄の規律に従って、断固たる処分を──」

「それはわかるが、ドミニオン・カイの指揮官としての統とう率そつ力りよくは……」

「甘い！　泣いて馬ば謖しよくを斬きるべし！　どんなに優すぐれた指揮官であろうとも、失敗は許されぬ。それでこそ、兵士の士気も上がる」

「それは一理ありますが、かえって戦意を喪そう失しつする指揮官もあるのではありませんか？　たった一度の失策も許されぬとあれば、慎しん重ちよう策さくを取らざるを得ない。私はそれで、将兵たちを萎い縮しゆくさせることをこそ恐おそれます」

「いずれにせよ、もはや事はドミニオン・カイ一人の問題ではなくなりましたな……」

　顔を見合わせる、三巨きよ頭とう。

「悩なやんでおるな……」

　と、さらに上座から声。

「ヤーヴェ！」

　三人のセラフィムは、アーム付きの浮ふ遊ゆうチェアから降り、畏かしこまった。

「これは、わざわざ……」

「これしきの査問会に、御おん自みずから御足労をなさらずとも──」

「それは違ちがうぞ。三人とも……」

　ローブと仮面を付けた教祖は言った。コウサク・カヤマの素す顔がおは見せない。あくまでも超ちよう然ぜんかつ毅き然ぜんとして、あそこに在あった。

「たった今しがた、事はドミニオン・カイ一人の問題ではないと言うたばかりであろうが？」

「はい。ですが……」

「信賞必ひつ罰ばつこそ、軍規の大原則である！」

　凜りんとしてヤーヴェは曰のたまわった。

「賞は賞として、罰は罰として断固処断せよ」

「は──！」

「我らとても、そのヤーヴェの御言葉、一日たりとも忘れたことはございませぬが……」

「何分、今回ばかりは……」

「さようの。確かに難しい……」

　仮面の教祖は、一いつ瞬しゆん首を捻ひねって、それからおもむろに、被ひ告こく席のカイに顧かえりみた。

「ドミニオン・カイ・マサヒコ!!」

「は──」

　頭こうべを垂れ、ただヤーヴェの神しん託たくを待つカイ。

「おまえのドミニオンたる階級を剝はく奪だつし、パワーへと二階級の降格処分とする。爾しかるのちに、船団の指揮権も謹んで返上せい」

「ははっ……」

　平身低頭してこれを受けるカイ。教祖の言葉は絶対である。

「甘あまいかな？　セラフ・ニッキー？」

「いえ……」

　と、首を振ふるセラフ・ニッキー。

「ヤーヴェの御裁断に、誰だれが口を挟さしはさめましょうぞ」

「では、処分はこれまでとする。次は任務じゃ。パワー・カイよ」

「はい」

　面おもてを上げる、カイ。

「単身、徒手空くう拳けんで敵に潜せん入にゆうせよ。誰の助けも借りてはならぬ！」

　なかなかに、厳しい。

「おまえもブラック・セラフィムの幹部ならば、汚お名めいを返上してみせい」

「では──」

　むしろ喜々として、カイは言った。

「カツヤ・タイラーめに、この借りを返せと……」

「いや」

　と、ヤーヴェ。仮面が揺ゆれる。

「カツヤごときでは、役者不足じゃ。その父親を、宇宙から抹まつ消しようし、浄じよう化かせよ！」

「え──!?」

　カイの表情が、凍こおり付いた。

「では……ジャスティ・ウエキ・タイラーを──」

「消せ」

　と、ヤーヴェは命じた。

「我らの宇宙統一のため、最大の難敵は奴やつじゃ。調ちよう伏ぶくせよ！」

「はっ!!」

「言っておくが、次はないぞ」

「それは、もう……」

「首しゆ尾びよく任務を遂すい行こうし、なおかつ生せい還かんすれば、おまえの罪は赦ゆるされる。それどころか、セラフの地位すら、夢ではないぞ。たとえ相果てるとも、楽園はおまえのものじゃ。タイラーを抹殺した男として、歴史に名も残ろう……」

「命に換かえても……」

　と、カイ。

「罪をお赦しくだされたばかりか、これ以上はない栄えい誉よの機会をお与あたえくださり……」

　そこで絶句してしまった。

　三人のセラフィムは、それぞれの思おも惑わくで、互たがいに顔を見合わせる。複雑だ。カイが首尾よくタイラーを討うち果たせば、後こう継けい者しや争いに強力なライバルが出現するのだ。さりとて、ヤーヴェの決断に異論を唱えるなど、それこそ許されない。

「行け!!　カイよ──」

　ヤーヴェは命じた。

「諸悪の根源ジャスティ・ウエキ・タイラーを、抹まつ消しようせよ！　宇宙に浄じよう化かを──」




「カイ～!!」

　真新しいローブを羽織った、シン・カトリが神しん殿でんの中を駆かけて来る。

「よかったね。お赦しが出て……」

「シンか……」

　ふっと眩まぶしそうに、シンを見るカイ。

「そうか、昇しよう進しんしたのか……」

「三階級ステージもいっぺんに上がって、ドミニオンだよ」

　瞳ひとみを輝かがやかせ、シン。

「カイと同じだね」

「残念ながらな……」

　と、寂さびしそうにカイは言った。

「俺はもう、ドミニオンじゃないんだ。パワーに降格されちまった。いまやおまえの方が、上官だ」

「違ちがうよ！」

　とシン。

「たとえ僕ぼくの方が階級が上でも、カイはいつだって、僕の上官だよ」

「嬉うれしいよ」

　目を細める。

「だが、教団内部では階級の差は絶対だ。俺を足あし蹴げにしようとも、咎とがめるやつはいない。命令ひとつで、俺を殺すことも──」

「そんなこと、できないよ！」

　真顔でシン。

「カイはカイじゃないか……」

「ドミニオン・シン……」

　と、カイは言った。

「では頼たのみ……いや、部下として要よう請せいしたい」

「『命令』だって、構わないさ」

「助かる……。いや、助かります」

　瞳ひとみを潤うるませ、カイはかつての部下、今は上司を見た。

「あなたの船団で、私を運んで欲ほしい」

「喜んで！」

　カイを抱ほう擁ようするシン。

「で、何ど処こへ運べばいいの？」

「地球だ」

　と、カイ。

「単身地球に、潜せん入にゆうするのだ」

「僕も行くよ」

「駄だ目め……です」

　と、感情を押おし殺し、カイ。

「今のあなたは……船団の指揮官だ。もはや一いつ介かいの幹部ではない。楽園を銀河に築くため、自身の責務をお忘れなく……」

「僕は、信じてる」

　と、シン。

「カイは絶対、偉えらくなって帰って来るよ。そうしたらまた僕を、部下としてこき使ってよ。それまでには、少しは使える指揮官になっているからさ……」

「シン……」

　と、カイは言った。

「俺はおまえの友であることを、何よりも誇ほこりに思う！」




「これはこれは、オーファン・キムターク殿どの──」

　やはり神しん殿でんの廊ろう下かで擦すれ違ちがう二人。菫すみれ色いろのローブを翻ひるがえして大おお仰ぎように挨あい拶さつしたのは、ブラック・セラフィムの高級幹部の中でも、随ずい一いちの美少年と噂うわさされる、十九歳さいのゴロン・イノセントであった。その肩かたの紋もん章しようは、セラフに次ぐ高位であるチェラブ（智ち天使）であることを示す炎ほのおの剣だ。イノセントというその名が示す通り、汚れなきイノセント容よう貌ぼうの持主である彼は、ヤーヴェの寵ちよう愛あいを誰よりも受けて、ここまで昇しよう進しんした。

「チェラブ・ゴロン……」

　ラヤ・キムタークは畏かしこまった。彼の方が年長だが、一階級下のオーファンである以上、従わざるを得ない。

「貴き殿でんの部下のカイ・マサヒコ……ヤーヴェの一存で処断を免まぬかれたそうな」

「はい。ヤーヴェの御ご配はい慮りよには感謝の言葉もございません。おかげで、有能な部下を失わずに済みました」

「有能かどうかは別にして……私の口くち添ぞえであることを、努ゆめお忘れなきよう……」

　嫌いや味みな薄うす笑わらいを浮うかべ、ゴロンは言った。なまじ美形なだけに、嘲ちよう笑しようはより一層、酷こく薄はくな印象を与あたえずにはおかないのだ。

「しかと──」

「ま、カイのようなのが部下では、貴殿も苦労が絶えぬわなあ……」

　中性的な物言いが、これほど癇かんに障さわることはない。

「せいぜい、頑がん張ばるように──」

『おのれ……今に見ておれ』

　と、キムタークは野望に燃える瞳ひとみを気け取どられないように視線を伏ふせ、唇くちびるを嚙かんだ。

『じきに、貴様など……』

「そうそう……」

　と、思い出したかのように、足を止めるゴロン。

「代わりと言っては何ですが、あなたの部下であるドミニオンのシン・カトリを、いただけないでしょうか？」

「シンを？」

「はい」

　冷笑するゴロン。

「あの漢おとこは、使えるようですから──。私は、優ゆう秀しゆうな部下が欲ほしい。いつまでも、お飾かざりのようなセラフどもに、上座を占せん領りようさせておきたくはありませんからねえ……」

「確かに……」

　と、キムタークは低く唸うなった。

「あなたほどの、裁量の持主であれば──」

「あなたも評価はしてくださっているのですね。ありがとう。では、御ご機き嫌げんよう」

　気き障ざったらしくローブを翻ひるがえし、ゴロン・イノセントは去っていった。その背中を見送りつつ、

『今のうち、せいぜいほざいていろ』

　と、キムタークは野心に燃える視線を投げ掛かけた。

『確かに、三巨きよ頭とうの天下は長続きすまい。しかし、代わってその地位を占しめるのは貴様ではなく、この俺だからな』

　どうやら楽園の覇は権けん争そう奪だつ戦せんも、俗ぞく世せにおける凡ぼん夫ぷの出世競争とそう変わらないらしい。




「おまえらが、新入りか？」

　と、そのグラン・ビショップ（大だい僧そう正じよう）がじろりと、二人を見た。

「ルックスはともかく、だいぶ年を喰くっているようだな」

『あんたほどじゃないよ』

　と、心の中でエドは舌打ちした。

　フーロンからそう遠くない──たったの百五十光年──惑わく星せいポアザンにおけるブラック・セラフィムの拠きよ点てんである東部大陸支部長であるところのグラン・ビショップは、三十歳に手が届きそうな年格好だ。顔も十人並である。何よりも決して似合っているとは思えない口くち髭ひげがいただけない。グラン・ビショップと言えば偉えらそうだが、ブラック・セラフィムの階級ステージでは士官であるエンジェルよりも下、つまり軍における下士官の最上位でしかないのである。ルックスが何よりも出世の決め手となるブラック・セラフィムで、凡ぼん庸ような容姿の者はどんなに努力しても絶対に幹部にはなれないのだった。せいぜいこの男のようにビショップかグラン・ビショップどまり。とはいえ軍隊で、一いつ般ぱん兵士にとって最大の脅きよう威いが士官ではなく鬼おに軍ぐん曹そうであるように、ブラック・セラフィムにおいても、新米の信者は、まずこうした連中に苛いじめられる。特に容姿に対する嫉しつ妬とには執しつ拗ようなものがあった。極きよく端たんな話、この連中に妬ねたまれたら地じ獄ごくである。

「特に、そっちの方はルックスも大したことはないな」

『あんたに言われたくはねえよ！』

　と、睨にらむエド。

「なんだ、その反はん抗こう的てきな目は!?」

　グラン・ビショップは気に入らないらしい。エドは入信一日目にして、早くも目を付けられてしまった。前ぜん途とは多難だ。

「言っておくが、おまえらはまだ、我らがブラック・セラフィムにおいても下等も下等、いちばん下っ端ぱのセクストン（納なつ所しよ坊ぼう主ず、あるいは寺男という意味）でしかないということを忘れるな。グラン・ビショップの命令は絶対だ！　私の言葉はヤーヴェの言葉、私の拳こぶしはヤーヴェの拳！」

　そう言って、いきなりエドの鼻柱に一発、拳げん固こを叩たたき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、エド……」

　抱だき起こすケン。

「よくよく主人公が、殴なぐられる物語だぜ……」

　と、エド。

「しかも、つまらん奴やつに──」

「血、出てるぞ」

「大丈夫だ。全然効いちゃいね～」

　なおもグラン・ビショップを睨むエド。かえって殴った方が、気け圧おされた。

「基き礎そがなっちゃね～んだよ。腰こしが入ってねえから、そんなパンチじゃたとえ百万発殴っても、俺は殺せやしねえ……」

「な、なんという反抗的な分子だ！　たっぷりと時間をかけて矯きよう正せいしてやるから、覚かく悟ごしておけ！」

「ああ」

　唸うなるエド。

「楽しみにしているよ」

「そ、そっちに較くらべれば、同じセクストンでも、君はまあまあだな……」

　と、グラン・ビショップは今度はケンを見た。

「二は十た歳ちと、少々薹とうは立っているが、ルックスは合格点だ……。そっちの反逆分子よりは、断然見所がある。君ならばじきに、プリースト、いや、ビショップにもなれる！」

　お墨すみ付つきが出てしまった。

「上の人たちに気に入られる方法を、私が直じき々じきに伝授してあげよう。後で、私の部屋に来なさい」

　そう言い残して、さっさと自分の部屋に入ってしまった。

「大変なことになりましたね」

　新入りの二人を、十数人の信者たちが取り囲み、口々に言った。

「あのグラン・ビショップに、目を付けられるなんて、お気の毒……」

　信者たちはいずれも中学生くらいだった。つまり一いつ般ぱん信者の中でも、エドとケンはだいぶ年を喰くっている。そういう意味ではグラン・ビショップの言葉は正しい。しかも揃そろって美少年揃いなのである。まるでアイドルの養成所に迷い込んだようだった。

「なに、大したことじゃないよ」

　と、エドは言った。膝ひざを屈かがめ、少年たちの目線の高さに合わせる。

「あいつは気に入らないが、君たちとはうまくやっていけそうだな。宜よろしく、可か愛わいい先せん輩ぱい方──」

「僕たちが心配なのは、あなたではなくてそちらの方かたです」

　と、美少年たちの中でもリーダー格の少年が言った。十五歳くらいだが、既すでにプリーストの階級章を付けている。他の少年たちにしてもディーコンで、セクストンのエドやケンよりは偉えらい。少々遅おそい入信であることは確かなようだ。

「グラン・ビショップは、あなたが大層お気に召めしたようです」

「何かいいこと、あるのかい？」

　とケン。

「いいえ」

　と、気の毒そうなプリーストは言った。

「グラン・ビショップは、美少年が大好きなのです」

「つまり……」

　と、エド。

「教団内セクハラか？」

「まあ、そういうことになるでしょうか……。しかし、教団内での階級の差は絶対です」

「ひょっとして……」

　ケンは少年たちを見回した。

「君たちも、ひどい目に？」

　黙だまってうなだれる、美少年たち。中には泣き出してしまう少年も。

「そうか、そういうことか……」

「こいつは捨てちゃおけないな、ケン」

「ああ……」

「心配するな！」

　と、エドは少年たちの肩かたを叩たたいて回った。

「おまえたちの仇かたきは、お兄ちゃんが取ってやる」

「でも──」

「心配ないよ」

　と、ケン。

「そういう下げ種すな振ふる舞まいは、我々の神様だってお赦ゆるしになるはずがない！」




「セクストン・ケン、入りま～す！」

　ドアを開けるケン。因ちなみに彼は、ケン・クラークという偽ぎ名めいを使って教団に潜せん入にゆうしている。

「あら、来たのね」

　さっきとはうって変わった表情と、なよっとした言葉遣づかいでグラン・ビショップは言った。

「よく来てくれたわね。座すわって」

「失礼します」

「これから、あなたに洗礼を授さずけます」

「は、はあ……」

　勘かん弁べんして欲ほしいなあと、思わずにはいられない。

「怖こわがることはないわ。さ、ズボンを脱ぬいで──」

「洗礼に、どうしてそんな必要があるのです？」

「神の前で、裸はだかになるのよ」

　そう言って、自らも上着を脱ぎ始めるグラン・ビショップ。貧ひん相そうな裸ら体たいが現れた。

「さあ……」

「仕方がないな」

　覚かく悟ごを決める、ケン。

「しばらくはあんまり目立つこと、したくはなかったけど──」

　数秒後──、

　グラン・ビショップの部屋から、耳をつんざくような絶ぜつ叫きようが聞こえた。

「ケン!?」

「心配ない」

　と、ドアを開いて現れるケン。

「教団の腐ふ敗はいを、内部摘てき発はつしてやった……」

「奴やつは？」

「金こん輪りん際ざい、美少年は抱だけないな。美形を見ると拒きよ否ひ反応を示すだろうから──」

　涼すずしい顔で言う、ケン。金きん髪ぱつをさらっと梳すき上げる。

「ちょいと全身の関節を、外してやった……。さ、坊ぼうやたち、恨うらみを晴らすなら今だよ」

　わっと歓かん声せいを上げつつ、美少年たちはドアの中に雪な崩だれ込んだ。

「やっちゃえ！」

「よくも僕たちを──！」















「この似え非せ信者め!!」

「な、何をする!?　こ、これは神をも恐おそれぬ冒ぼう瀆とくだぞ。あ、待て！　あ、おやめになって……。ちょい待ち！　タンマ　わかった。私が悪かった！　認めよう。だから。もうしません！　ですからお願い……。あ、あ～！　うぎゃ～っ!!」

　その日以来、あのちょび髭ひげのグラン・ビショップを見た者はいない。














第七章　やっぱり苦手がありますか









「なかなか似合うぞ」

　と、ケンが言った。

「おまえ案外、天職かもな……」

「そっちこそ」

　とエドの反はん撃げき。

「このままブラック・セラフィムにいて、頂上目指した方がよくはないか？　その格好、ハマり過ぎだぜ」

　二人は下級幹部であるエンジェルに、揃そろって昇しよう進しんしてしまったのである。あの内部摘てき発はつが意外にも、組織の上層部から評価された結果なのだ。正直、これは予定外であった。

「でもまあどのみち、内部でのし上がっていかないことには、マチコにも逢あえねえ」

　とエド。

「こうなったら御目通り叶かなうまで、昇進してやる！」

「その意気だ」

　とケン。彼の場合は最初から、ブラック・セラフィムに入るために生まれてきたかのようであった。ルックスが、お誂あつらえ向きなのだ。仮にセラフの制服を着たとしても、衣い裳しよう負けしないだろう。それくらいの気品がある。

「エンジェルじゃまだまだ、階きざはしの縁ふちに、手が掛かかったくらいだしな……」

　ブラック・セラフィムの本当の階級ステージは、エンジェルから始まると言っても過言ではない。グラン・ビショップ以下は末まつ端たん信者、ブラック・セラフィムが約束された楽園を手に入れた時、生きることが許されるという程度の存在でしかない。もちろん、それ以外の凡ぼん夫ぷには死あるのみだ。

「しかし、差し当たっての問題は、こいつらをどうするかだ」

　と、エド。

「まさか、見捨てる訳にもいかんだろう」

　あの、美少年たちであった。上はせいぜい十五歳さいから、下は十一歳までの信者たちである。あのグラン・ビショップを成敗した一件以来、彼らはすっかりエドとケンの二人に心しん酔すいし、懐なついていた。

「面めん倒どう見るしか、ないだろう……」

　とケン。

「ま、悪い気はしないけどな」

「俺おれたちにその気けがなくて、残念だよ」

　もしもそうなったら、ちょっとした酒しゆ池ち肉にく林りんというやつだ。

「たとえそうだとしても、あいつらは俺たちを慕したってくれるだろう」

　ケンは言った。確かに彼とあのグラン・ビショップとでは、器うつわもルックスも、雲うん泥でいの差だ。それは誇ほこってよい。

「僕ぼくたち、一生お二人についていきます！」

　と、少年信者たちは誓ちかってくれた。

「一いつ緒しよにこの銀河に、我らの楽園を築きましょう！」

「責任感じちまうぜ」

　とエド。

「俺たちがその楽園をぶっ壊こわしに来たと知ったら、こいつら悲しむだろうなあ……」

「辛つらいところだ」

　と、ケンも頷うなずく。エンジェルから着用を許される白いローブと、翼つばさを象かたどった階級章が重く感じられる。

「エンジェル・エド、エンジェル・ケン。僕たちはあなた方に、絶対の服従を誓います」

　その視線があまりにも真っ直すぐなので、かえって直視できない。

「正直、上の連中はぶっ殺したって、良心の呵か責しやくは感じない……」

　とエドはぼやく。

「しかし、こいつらの信しん頼らいを裏切るってのは、ちょっと辛いな……」

「僕もだ」

　とケン。

「さて、布教活動でもしますか？」

「それしかないだろう。当面──」

　少年信者たちをぞろぞろと引き連れて、惑わく星せいポアザンの首都であるガロワの街頭で、布教活動に精を出す。

「悔くい改めよ！」

　と、プラカードを掲かかげつつ、エドが叫さけぶ。

「悔い改めよ！」

　と、少年たちが唱和する。

「銀河の終わりは近い!!」

　ケンが叫び、

「銀河の終わりは近い!!」

　やはり少年たちが唱和した。

「いやあ、なんか宗教しているという、感じになってきましたなあ……」

　とケン。

「まったくです」

　とエド。

　このポアザンには支部があるくらいだから、銀河の中でも比ひ較かく的てきブラック・セラフィムに対するアレルギーは少なく、容よう認にんされている方だ。もちろん布教活動も合法である。だからこそ、二人は組織潜せん入にゆうのための窓口として、この星の支部を選んだ。それでも足を止めて関心を示す通行人は十人に一人程度、ビラを受け取ってくれるのは百人に一人、さらに少年たちが持っている笊ざるに、お布ふ施せの小こ銭ぜにを投げ入れてくれるのは千人に一人もいなかった。

「こうしてみると、布教活動の苦労も、実感できますなあ……」

「呑のん気きに言ってる場合じゃないぞ、エド」

　とケン。

「このペースじゃ、募ぼ金きんのノルマの十分の一も果たせない」

「心配していない」

　と、少年たちの手前、小声でエド。

「自腹を切ればいいだろう」

「僕の財さい布ふを、当てにしているな」

「当然だろう」

「言っておくが、僕はブラック・セラフィムの活動資金のために、フヨウ家の財産をお布施するつもりはない。一タイラスだってな。募金活動がギリギリの、許容範はん囲いだ」

　それも、少年たちの純じゆん粋すいで真しん摯しな態度に打たれればこそ、だ。

「じゃ、どうする？」

　と、エド。

「ノルマに満たなきゃ、俺たちは責任を取らされる……」

　今や管理職である。責任も生半可ではない。

「それも嫌いやだな……」

　とケン。

「でも、意に添そわぬ献けん金きんも嫌だ」

「とにかく、集められるだけ集めてみよう」

　とエドは言った。

「足りなかったら、それから考える」

「うん」

　頷うなずくケン。

「それしかなさそうだな、エンジェル・エド」

「そうですな、エンジェル・ケン」

　宗教ごっこは、ハマると怖こわい。知らず知らずの自己洗脳効果があるのだ。階級で呼び合うのは、一種快感には違ちがいない。階級が上がっていくのも──。

「悔くい改めよ！」

「悔い改めよ！」

「銀河の終わりは近い!!」

「銀河の終わりは近い!!」

「悲しくなるよ……」

　声がした。

「そんな兄さんを、見ていると──」

「え──!?」

　弾はじかれたように反応するエド。

「その声、まさか……」

「そう、僕だよ」

　十八歳の少年が、立っていた。エドの弟、カール・ハインツ・ヤマモト・タイラーであった。

「カール!!　どうしてこんなところに!?」

「母さんから聞いた」

　と、カール。ケンにも負けない、端たん正せいな顔立ちである。父親であるシゲチヨの若い頃ころにそっくりだ。苺いちごのような淡あわい赤毛が肩かたまでかかる。タイラー家は彼にしてようやく、完成されたルックスと人格との両立を得たと、噂うわさされている秘蔵っ子だ。彼に較くらべればエドなど、言わば試作品のようなものだった。

「様子を見て来いってさ」

「よく父さんが許したな」

「許さなかったよ」

　と、微笑ほほえむカール。

「でも、父さんが母さんの意向に、逆らえると思う？　家うちでは母さんの言葉は、絶対だよ」

「ごもっとも……」

「兄さんも偉えらくなったね。ブラック・セラフィムの、エンジェルかあ……」

「それ言うなよ」

　と、小声でエド。

「こいつらの手前もあるんだ」

　少年たちを見る。

「子供と老人には、昔から妙みようにウケがいいからね、兄さんは……」

「エンジェル・エドの弟さんですか？」

　と、信者の少年が尋たずねた。

「俗ぞく世せではな」

　と、エド。

「僕たち、エンジェル・エドのことをとても尊敬しているのです。よかったら、あなたも一いつ緒しよに、僕たちと楽園を築きませんか？」

「遠えん慮りよしとくよ」

　とカール。

「僕は俗世のしがらみで、忙いそがしいんだ。兄さんが好き勝手、やってくれるおかげでね」

「根に持っているのか？」

「当然でしょう」

　とカール。

「あなたが長男である義務を放ほう棄きしたせいで、ヤマモト家の期待は全部次男である僕が被かぶる羽目になったんですからね。恨うらみますよ」

「すまん！　だが、おまえならやれる!!」

　エドはポンと、弟の肩かたを叩たたいた。

「マコトお祖じ父いちゃんの過か剰じような期待に、応こたえてやってくれ！」

「今度は何をしでかしてくれるのやら……。もう尻しり拭ぬぐいは、嫌いやですよ……」

「ところで、何しに来た？」

「兄の醜しゆう態たいを見に」

　カールもさすがに、言うだけは言う。

「……と言いたいところですが、実は単なるメッセンジャー」

「噓うそつけ」

「本当ですよ。はい、手紙。マーガレットとシャミーと……こっちはマリコから」

「俺に泣けってか？」

　三人の、妹たちからの手紙であった。

「たまには泣いた方がいいんだ、兄さんは──」

「いつも泣いてるよ」

　と、エド。

「家族からの、過度の圧力にな」

「僕の十分の一、いや、それ以下ですね」

「それだけじゃあるまい」

　手早く手紙を懐ふところに隠かくしながら、エド。

「正直に、全部言え！」

「連れて来ました」

　とカール。彼はその瞬しゆん間かんに、にやりと嗤わらった。勝利を確信している、嫌な笑え顔がおだ。

「連れて来たって、誰だれを？」

「決まってるでしょう」

　カールはきっと、兄の狼ろう狽ばいぶりをその目で見たかったのだ。それがいつも長男の尻拭いをさせられている次男の、せめてもの反はん撃げきだとでも言わんばかりに──。

「殿でん下かが、あんまり来たがるものだから、お連れしました」

「いるのか？」

　エドの顔色が、紙のように変わった。

「ええ」

　頷うなずくカール。切札を握にぎった笑顔だ。

「じゃなきゃ、わざわざ士官学校に特別休きゆう暇かを申しん請せいまでして、ポアザンくんだりまで来たりしませんって」

「おまえ一人の、エスコートで？」

「その方が身軽ですから……。殿下、出ていらして結構ですよ」

　指を鳴らすカール。

「げ──」

「エド！」

　路地の陰かげから、エメラルドグリーンのスーツを着た少女が飛び出した。

「逢あいたかったぞ!!」

「ロージー……殿下……」















　十六歳の少女は、エドに抱だき付いた。かつて彼女の母親が同じ年ねん齢れいの頃、今の亭てい主しゆに夢中であったように、彼女はエドに夢中であった。それは、ひょっとしたら彼女の母親ですら為なし得なかった願望──タイラー家との姻いん戚せき関係を結ぶこと──を、母に代わって彼女が成じよう就じゆしようとしているからであるようにも思われた。

　ローゼリア・ド・エル・クラン・ライクン゠フジ。通つう称しようロージー。言うまでもなく、ラアルゴン共和国皇こう帝ていアザリンとイサム・フジとの、末すえ娘むすめである。

「エド、何な故ぜじゃ!?」

　咎とがめるようにロージーは言った。この口調、声、高圧的でそれでいて慈じ愛あいに満ちた態度。何もかもが、若い頃の母親を彷ほう彿ふつとさせる。アザリンの少女時代を知っている者なら、ちょっとした錯さつ覚かくに捉とらわれたであろう。

　しかし幸か不幸か、エドは彼女の母親の全ぜん盛せい期には、まだ影かげも形もなかった。

「何故に余よを避さける？」

「避けているのでは、ありません。皇女殿でん下か……」

　常にマイペースのエドが、弁解するだけで手一いつ杯ぱいだ。ロージーの存在は圧あつ倒とう的てきだった。

「ただ、自分の夢を追っているだけです」

「夢とはまた、抽ちゆう象しよう的てきな」

　とロージー。母親譲ゆずりの緋ひ色いろの巻毛が揺ゆれた。

「余が何も知らぬと、思っておるであろう？　余は知っておるぞ。そちの『夢』とやらは、マチコとか申す女によ性しようであろうが？」

　周しゆう到とうかつ綿密に、エドを追い込んでゆく。

「違うか？」

「いえ……仰おおせの通りでございます」

　何故かロージーの前でだけは、卑ひ屈くつになってしまう。

「はは、そうか……」

　と、ケンは独りごちた。

「服従遺伝子だ。パコパコの孫は、アザリン陛へい下かの娘には、逆らえない……。こういう形で、発現するとはなあ」

「エンジェル・ケン」

　少年たちの一人が尋たずねた。

「エンジェル・エドは、あの女性に何か弱みでも握にぎられているのですか？」

「おまえたち、よ～く見ておきなさい」

　と、微笑ほほえみながらケンは言った。

「いい機会だ。どんな教典にも載のっていないことを教えてあげよう。人間にはそれぞれ、『天敵』というものがある」

「『天敵』ですか……？」

「そうだ。エドの天敵は、あの淑しゆく女じよさ。絶対に逆らえない。血は争えぬもので、彼の父上にも、天敵がいた」

「その天敵は？」

「彼の母上だ」

「へ～」

　感心する少年たち。

「するとエンジェル・エドは、あの淑女と結けつ婚こんするのですか？」

「いい質問だ」

　と、ケン。こういう時の彼は、とても残ざん酷こくである。

「少なくともロージーの方は、そうしたいと願っている」

「こらケン！」

　振ふり向いて、エドが怒ど鳴なった。

「他ひ人と事ごとだと思って、いい加減なことを言うな！　何とかしてくれ……」

　懇こん願がんした。

「残念ながら……」

　微笑みを浮うかべたまま、静かに首を振るケン。

「僕にも、無理だ」

「話は残らず、聞き及およんでおるぞ」

　とロージー。好こう奇き心しんの強さ、行動力、そして押おしの強さからその暴君ぶりまで、母親からそっくり譲ゆずり受けていた。

「何でも小学校一年から二年にかけての春休み、火事で引っ越こした時、マンションの隣となりの部屋に住んでおったそうな」

「そこまで……」

「我わがラアルゴンの情報収集能力を侮あなどるではない。そして、以来一度も逢おうてはおらぬ。そうじゃな？」

「はい……」

「そのような女おな子ごに、何な故ぜ未練がある!?」

　ズバッと、単刀直入に訊きかれた。

「何故と、言われましても……」

　自分でその理わ由けを、即そく座ざに言葉にできるならば、苦労はない。

「ただ、好きだからとしか……」

「童わらべの頃に別れたきりの小こ娘むすめが、好きなのか？　そのために、青春を費ついやして悔くいはないと言い切れるのか!?」

「わかりません……」

　と、エド。

「でも、これだけは言えます。後こう悔かいはしないでしょう……」

「兄さんはね」

　とカールが呟つぶやいた。

「だけどそのために、犠ぎ牲せいになる者の身にもなってよ」

　カールがロージーを連れて来た理由はそれだった。

「そうか、ならばこれ以上は問うまい。無ぶ粋すいだからな」

「その男口調……なんとかなりませんか？」

　と、エド。

「殿でん下かは、とても可か愛わいいのに──」

　それだけは、エドも認めている。普ふ通つうなら、これほどの女性から積極的にアプローチされれば、男冥みよう利りに尽つきるというもの。

　だが、エドがそんなロージーに靡なびかないのには、それなりの理由があった。

　トラウマと言ってもよい。

　子供心に両親の関係を、つぶさかつ冷静に観察していれば、嫌いやでもこうなる。不幸になりたくなければ女性に主導権を持たせてはいけないのだ。エドは自分が父親の二の舞まいになることだけは、真まっ平ぴら御ご免めんであった。その決意は深層心理に、インプリンティングされていた。

「ならぬ」

　と、皇女殿下は言った。

「この言葉遣づかいは、母上にこうせよと命ぜられているのだ。姉上たちのように、女言葉を話してはならぬとな……。どうやら母上は、次の皇こう帝ていは余よにと、決められていらっしゃるようなのじゃ」

「どうする、エド？」

　と、やっかみ半分にケンが肘ひじでつっ突ついた。

「するとおまえの未来は、皇こう帝てい陛へい下かの逆玉だぞ」

「嫌だ!!」

　と、エドは自分でも驚おどろくほどの声で叫さけんでいた。

「親おや父じのようになるのは嫌だが、イサム・フジ元げん帥すいのようになるのは、もっと嫌だ！　皇帝の亭てい主しゆなんて自由がない……」

「なればいいんだ」

　とカール。

「そうすれば僕の気持ちも、少しはわかるだろう……」

「あの方は……皇帝陛下の……」

　少年たちが一瞬ざわっとなるのを、

「聞かなかったことにしなさい」

　と、ケンが制した。

「君たちは、楽園のことだけ、考えていなさい。ね」

「のう、エドよ」

　と、すべてにひたむきな少女は言った。

「たった一月足らず、それも幼い頃別れたきりの女おな子ごに、そこまで忠誠を尽つくす理由があるのか？」

「ある……としか言えません。お赦ゆるしください」

「謝あやまる必要はないが……。余は悔くやしいな。そんな相手に負けるのは──」

「仰おおせ、ごもっともではございますが……」

「そちと余とは、幼い頃からずっと一いつ緒しよに遊んでおったものを……」

「はい」

　いつも夏休みは、ラアルゴン皇家所縁ゆかりの地、保養惑わく星せいビシュラムで一緒だった。タイラー家もまた、ビシュラムに夏別ベつ荘そうを賜たまわっていたのである。

「いつも私が……殿でん下かの馬でした」

　人間誰しも、触ふれられたくない過去というものはある。だからエドがロージーの逆玉に乗ったとしても、先は見えていた。

「ビシュラムの草は……不ま味ずかったです」

　確かに天敵だ。

「ビシュラムツマグロイナゴの佃つくだ煮には、美味であろうが？」

「私は……ちょっと……」

「ではビシュラムナナイロザザムシは？　フタマタバチの幼虫の甘かん露ろ煮には？」

「うげ──」

　ケンが思わず、口を覆おおった。

「エド、おまえビシュラムでは、そんなもんばっか食わされてたのか？」

　心から、同情する。

「ま、な……」

　とエド。

「忘れてくれ。遠い過去だ」

「過去ではないぞ」

　とロージー。

「今でもビシュラムに行けば、当時のままの──」

「私は殿下ほど、自然も虫も、好きではありません。私は虫と一いつ緒しよには棲すめないのです」

　エドの虫嫌ぎらいは、母親の遺伝であろう。虫愛めづる姫ひめ君ぎみとは相あい性しよう最悪である。

「では魚釣つりはどうじゃ？　ビシュラムテイオウイワナの塩焼きは美味じゃぞ」

「殿下……。お忘れですか？　二メートルもあるテイオウイワナを釣り上げられず、逆に滝たき壺つぼに引き摺ずり込まれ、溺おぼれかけたのを……」

「忘れてはおらぬ」

　とロージー。

「あれは滝壺の主じゃった。ドムが駆かけ付けてくれなんだら、二人とも溺れておったなあ……。楽しかった」

「畏おそれ多きことなれど、私はそれほど楽しくはありませんでした」

「しかしあのイワナは美味であった」

「命懸がけの獲え物ものでしたから……。もうよしましょう」

「もっと聞きたい気もするな」

　とケン。気が付くと少年たちも、話に引き込まれていた。続きが聞きたそうだ。

「わかった。余よも多た忙ぼうじゃ。今日のところは、これで帰る」

　ほっと心から安あん堵どする、エド。

「じゃが、また来るぞ」

「殿下……それは少々軽けい率そつというものです」

　とエド。結けつ婚こんしたいかどうかは別として、けしてロージーが嫌いというわけではないのだ。たとえ、いい想おもい出がひとつもなくても──。

「それに、今の私はブラック・セラフィムの下級幹部です。これ以上私に近付けば、悪い噂うわさも立ちましょう」

「構わぬ！」

「それ以上に、危険です……」

「危険は覚かく悟ごの上じゃ」

「ともかく、今日のところは──」

「わかった……。頑がん張ばれよ。余も応おう援えんしておる」

「はあ……」

「そうそう、忘れておった。カール」

「は──」

　カールが進み出た。

「例の物を、エドに……」

「はい」

　くくっと笑って、カールは、

「はいよ」

　と、皇家の紋もん章しよう入りの風ふ呂ろ敷しきに包んだそれを、おもむろにドサッと、笊ざるの中に投げ込んだのであった。

「これは……？」

「お布ふ施せじゃ」

　と、涼すずしい顔でロージー。

「余のポケットマネーじゃ。存分に遣つかえ」

「で、ですが……」

「受け取れ！　下か賜しするのじゃ!!　これは母上も、承知のことじゃ！」

「はい……では……」

　皇家には逆らえない。

「エンジェル・エド!!」

　風呂敷包みを解いた少年が、仰ぎよう天てんした。

「惑わく星せいが、買えます……」

　てっきり札束だとばかり思っていたのだが、それは有価証券であった。

「殿でん下か……」

「まず、教団内部での地位を上げることじゃ」

　と、ロージーはウインクして言った。

「そうでなくては、始まるものも始まらぬではないか」

「はあ……」

「負けぬぞ、マチコとやらにはな」

　微笑ほほえむ。

「楽しみにしておる。では、さらばじゃ。行くぞ、カール！」

「はい」

　どう考えても、エドの完敗であった。言葉もなく、去り行く殿下を見送る。

「フェアではあるな」

　と、ケンは呟つぶやく。

「だがこれだけは言える。エド、おまえは人脈に恵めぐまれている。ひょっとすると父上以上かもな」

「ジャスティ祖じ父いさん以上かも……」

　分厚い有価証券の束を握にぎり締しめ、エドは呟いた。

「迷めい惑わくな話さ」




「この度たびの上納金の功績により、エンジェル・ケン・クラーク、エンジェル・エド・フグタの両名を、それぞれアークエンジェルに叙じよす！」

　真新しいアイボリーのローブとともに、二人に辞令が手て渡わたされた。

「どうする？　大天使だぜ……」

　と、ケン。

「ああ。天使から大天使になれるのは、率にして百人に一人のハードルだと聞いた……」

　顔を見合わせる二人。そのハードルを、軽くクリアしてしまったのである。ロージー様さまだった。

「両名とも、以後も一層と教団のために精しよう進じんし、楽園建設のために奮ふん励れい努力することを望む。宇宙に浄じよう化かを──！」

「宇宙に浄化を……」

　掌てを挙げて、気のない敬礼をする。

「やりましたね!!」

　祭さい壇だんを下りた二人を、少年信者たちが取り囲んだ。

「おめでとうございます！」

「お二人が偉えらくなるの、僕たちも嬉うれしい!!」

　慕したわれている。

「おまえらのおかげさ」

　とエド。

「なんて謙けん虚きよなんだろう……」

　と、少年たちはかえって一層、憧どう憬けいのまなざしで見る。

「偉くなっても、それを鼻にかけないなんて──」

「僕たちも、見習わなきゃ……」

「あまり見習わん方が、いいぞ……」

　ようやくそれだけ言う、エド。

「な、ケン」

「うん……まあな……」

　理由は言えない。

「あの二人、なかなか人望があるようだな」

　と、儀ぎ礼れい会場の上かみ座ざに控ひかえたラヤ・キムタークが言った。

「ええ、そのようですね、オーファン・キムターク」

　と、いつもながら影かげのように付き従う、カッツ・モリガン。二人はエドとケンとは面識がない。

「人望は、上よりもむしろ下に出ますからね。あれだけ心しん酔すい者しやがいるなら、案外もっと昇しよう進しんするかも知れませんよ」

「おまえがそう言うのならな……」

　微笑ほほえむキムターク。

「だとしたら、あの二人、使えるな」

「私もそう思います」

「ゴロン・イノセントの奴やつに取られたシン・カトリの代わりに、あの二人を私の麾き下かに配属できんものかな？　手を打つなら、早い方がいい。有能な人材は、羽根が生えたように売れていくものだ」

「私が、手配を──」

「やってくれるか？」

「キムタークさまの、ためならば──」

「おまえは私には、過分な副官だな」

　カッツの華きや奢しやな顎あごを手に取り、キムタークは言った。

「これからも、私のために、頼たのむ……」




「なんとも、もうプリンシパリティーか!?」

　仰ぎよう天てんする二人。

「おとといエンジェルから、アークエンジェルになったばっかりだぜ！」

「いいことですよ」

　と、少年信者たちも喜ぶ。

「ブラック・セラフィムでの昇進というのはね、こういうものです。目立った分だけ、昇進も早いんです。オーファン・キムタークはエンジェルからヴァーチューになるのに、一週間でした。いまだにこの記録は、破られてはいません。目立つだけでいいんです」

「ルックス最優先か……」

　唸うなるエド。

「僕に関してはね」

　と、ケン。

「エドはついでか……」

「言ってくれるぜ」

「オーファン・キムタークが、あなた方両名を是ぜ非ひにと、おっしゃっているのです」

　メッセンジャーとして自ら二人を訪ねた、ヴァーチュー・カッツ・モリガンが言った。大層な美形である。

「こう申しては何ですが、こんなチャンスは滅めつ多たにないことだと思いますよ」

「乗った！」

　とエド。

「オーファン・キムタークといえば、幹部の出しゆつ世せ頭がしらだろ。彼の下で働けるなんて──」

　横目遣づかいに、ケンを見た。

「結構なことです」

　微笑ほほえみながら、頷うなずきを返す。

『思いの外、早くマチコに逢あえそうだぜ』

　と、エドは思った。

　野望の階きざはしは、エスカレーターであるかの如ごとく、彼には思われた。

　しかし、そのエスカレーターは意外な場所まで、彼を誘いざなうことになるのである。降りるに降りられぬ、ジェットコースターと化す予感を、常に孕はらみながら──。

「では明日にも、迎むかえを寄よ越こします」

　と、カッツは言った。

「お二人を、歓かん迎げいしますよ。たとえ、お二人が誰であるにせよ……」

　円つぶらな瞳ひとみで、カッツはエドとケンとを見た。

「ブラック・セラフィムは、俗ぞく世せでの経歴を問いません。教団内での、働きがすべてなのです。では──。宇宙に浄じよう化かを！」

「宇宙に……浄化を……」

　緑のローブを翻ひるがえし、カッツ・モリガンは去った。

「あいつ、けっこう聡さといな……」

　とエド。

「うん」

　頷くケン。

「聡い。それに輪をかけて勘かんが鋭するどい。さすがはキムタークの腹心だ」

「感付かれたかな？」

「可能性はある……」

　だがもう後あと戻もどりはできなかった。

「どうする？　エド……」

「決まってるさ」

　と、拳こぶしを握にぎり締しめて、エドは言った。

「俺はあの、ジャスティ・ウエキ・タイラーの孫だ。祖じ父いちゃんの名に、泥どろは塗ぬれない。行けるところまで、行くしかない！」

　どうやら銀河は二十数年ぶりに、またぞろ熱くなりそうな気配であった。














第八章　仕事に命懸かけてますか









「確か、この辺りのはずなんだがなあ……」

　地球は今、真夏である。炎えん天てん下かの路上を、その二人が連れ立って歩くと、嫌いやが上にも目立つ。

「おかしいなあ……」

「御ご前ぜん、道を間ま違ちがえたのでは？」

「そんなはずはない。ちゃんと衛星写真では確かく認にんできた住所なのだ」

　御前と呼ばれた、軽装の老人が振ふり向いて言う。白のクレープ地の七分袖そでシャツにステテコ、腹巻き姿。そして頭にはカンカン帽ぼう。言わずと知れたジャスティ・ウエキ・タイラーである。しかし、この格好を見て元大統領と思う人間は皆かい無むだろう。手にはビニール袋ぶくろに入ったバナナを後生大事そうに提さげている。

「それにしてもその格好、暑くないかね？」

「任務ですから……」

　と、相棒が頷うなずく。彼も老人と言ってよい年ねん齢れいだったが、その二メートルを優に超こす巨きよ体たいはあまりにも老人離ばなれしていた。その巨体を黒のスーツに、窮きゆう屈くつそうに押おし込んでおり、影かげ──にしては少々目立つが──のようにタイラーに付き従っていた。

「御ご前ぜんの酔すい狂きように付き合うのも、これはこれで楽しいもんですよ」

「しかし、君は健けん脚きやくだな。私より年配だろうに……」

「皮肉なもんでね」

　と、彼は嘯うそぶいた。

「全身の八割をサイボーグ化しちまうと、老化する部分はそれこそ脳のう味み噌そくらいなもんなんです。もっともこればっかりはどうしようもなくて、三歩歩くとそれこそ孫の名前も忘れちまうほどのトリ頭になっちめえやがった……」

「トリ頭は昔からだろ？　クライバーン」

　微笑ほほえむタイラー。

「それに君には孫はおろか家族もいないじゃないか」

「そうでしたかね……。こいつもボケの前兆かな？　でも、不思議と昔のことは忘れずに覚えているもんでね。キーナンの旦だん那なに十クレジット貸したまんま、先に逝いかれちまったことは今でも心残りなんですよ」

　元海兵隊の重じゆう鎮ちん、ミッキー・クライバーンは言った。

「おっと御前、その角ですよ。表札が出てますぜ」

「よくわかるな」

　とタイラー。

「まだ百メートルも先だぞ」

「目はサイボーグなんですよ」

　と微笑む、クライバーン。

「長いこと自前でいたんですが、三年前、遂ついに両眼とも二・〇を割っちまいましてね」

「換かえるほどのこともないだろう？　その年なら立派なもんだ」

「でも今は、五・〇ですよ。ドクター・キタグチに、勧すすめられたのを機に──」

「それにしては、わからなかったな」

「ドクターのは、性能はともかく外観は旧式なんですよ。もっとも本人は、いまさら最新式の物に取っ換えるつもりは毛頭ねえらしい」

「あの義眼は、彼のルックスの一部だからね」

「とにかく俺おれの義眼は、ちょっと見たくらいじゃわからねえ。そいつも気に入った理由でね。ほら、もう御前にも、わかるでしょう？」

「本当だ」

　とタイラー。その邸てい宅たくの表札は確かに、

『Ｂａｃｈ』

　と読めた。

「大したもんだ、その義眼」

「御前もどうです？　そろそろ……」

「僕ぼくは一生、自前でいいよ。曾ひ孫まごの顔くらい、自分の目で確かめたい。それと、見え過ぎるというのもかえって不便なこともある」

「言えてます」

　とクライバーン。

「余計な物まで、見えちまうことがある……。ついつい、見み詰つめてしまうんですなあ……。その結果、幻げん滅めつしてしまう」

「職しよく癖へきだよ」

　タイラーは言う。

「軍を辞やめて始めた君の会社、順調だってね」

「お陰かげ様で……」

　と、クライバーン警備保障社長の表情で頷うなずく。

「若い社員を寄よ越こせばよかったんだ」

「御前の警護は、自分自らと決めております」

　実を言うと、こればかりは他人には任せられない。

「悪いがここで、待っていてくれよ」

　とタイラー。

「君のその格好は、あの人を驚おどろかせてしまうかも知れない」

「なんの、遠えん慮りよは要いりません」

　とウインクするクライバーン。その拍ひよう子しに義眼のレンズが、片方ポロリと零こぼれた。

「ありゃりゃ……。思わぬ欠けつ陥かんだ」

　慌あわてて義眼を嵌はめ込む。

「行ってらっしゃい」

　手を振ふる。年を取って愛あい嬌きようが出てきた。

「じゃ……」

　チャイムを鳴らすタイラー。

「お邪じや魔まします」

「どなた？」

　若いメイドが、顔を出す。

「ノリコ・バッハさんは、御在宅ですかな？」

　と、帽ぼう子しを取ってタイラー。

「昔のファンが、訪ねて来ました」

「マダムはファンには、お会いになりません」

　これ以上つっけんどんな態度はないというくらいに、メイド。

「ファンレターは、事務所を通してください」

　木で鼻を括くくったように言う。

「では──」

　と、恭うやうやしくタイラーは言った。

「あなたに人生を変えられた、ジャスティ・ウエキ・タイラーが訪ねて来たとお伝えください。きっと会ってくださるはずです」

「タイラー？　タイラーねえ……」

　首を傾かしげるメイド。

「どこかで聞いたような……」

　今の若い世代は、こんなものだ。

「お待ちください」

　メイドが消えて、再び現れるまでの三分間を、タイラーは庭の花か壇だんを眺ながめて過ごした。

「悪くない……」

　と、タイラー。

「鎌かま倉くらもいいが、ビバリーヒルズというのも、隠いん居きよ後の候補地のひとつだな。考こう慮りよの余地はありそうだ……」

「どうぞ」

　ガラッと態度の変わった、メイドがドアを開いた。

「マダムは……お会いになります。プレジデント・タイラー……」




「結局、カヤマとの結けつ婚こん生活は、三年でした」

　と、ソファに向かい合った熟女は言った。

「それでも私の結婚遍へん歴れきの中では、最長です。子供が出来たのも、カヤマとの間でした」

　往年の大女優ノリコ・バッハは、五十代前半に見えるが、タイラーとそんなに変わらない年ねん齢れいのはずだ。

「たった一人のお子さんは、カヤマが引き取ったのでしたな」

　とタイラー。

「あ、遅おそくなりましたがこれ、食べてください。つまらないものですが……」

　そう言って恭うやうやしく、バナナを差し出すタイラー。

「本当に、つまらないものね」

　とノリコ。

「でも、こうして若い頃ころの好物を覚えてくださっているとは、嬉うれしいわ」

　微笑ほほえむ。十代の頃の笑え顔がおが一いつ瞬しゆん浮うかんだ。

「あの頃のアイドル雑誌には、全部書いてありましたからね。あなたの好きなものも、嫌きらいなものも──」

「お互たがい半世紀ぶりだなんて、信じられないわね」

「あの学園以来ですか……」

　とタイラー。

「お邪じや魔までしたかな？」

「とんでもない。今の私を訪ねてくださる酔すい狂きようなかつてのファンなんて、あなたくらいのものですわ」

「そうおっしゃっていただけると、嬉しい……」

「あなたがまさか、大統領にまでなろうとは……。それを思えばあの募ぼ集しゆうポスターに出た私のつまらない仕事も、少しは役に立ったのかと──」

「あれがつまらないなどと、とんでもない！」

　ムキになって否定するタイラー。

「あれはあなたの、最高の仕事です。もちろんあなたの映画は、『絶唱』も『潮しお騒さいのラグーン』も、全部観みたし、ディスクも持っていますけどね……」

「ありがとう。カヤマとの間に生まれた息子むすこのテツヤは、十三年前に──」

「はい」

　と、タイラー。

「お気の毒です。リガの惨さん劇げきですな」

「あの後、孫まご娘むすめのマチコは、やはりその時に亡なくなった母親の弟に、一時引き取られていたそうです。私は、マチコには一度も会ったことはございませんの。愛情は、テツヤどまりでしたわ」

「カヤマは、どうですか？」

　と、タイラー。

「あなたは、コウサク・カヤマを愛していましたか？」

「愛して……いました」

　と、ノリコ。正面からタイラーの眼を見て言った。

「愛していたからこそ、別れたんですのよ、私たち……」

「今では、どうですか？」

「さあ……」

　と、首を振ふる。

「知っています。今のカヤマが、何をやっているか……」

「彼は復ふく讐しゆうに、狂ってしまった」

　と、タイラー。

「息子夫ふう婦ふを奪うばった連中に、復讐せずには死ねないという訳なのでしょう。本当は、直接彼に逢あいたかった……。逢って、本心を確かめたかった。しかし、それも叶かなわない……」

「だからここへ来た？」

「はい。あなたに逢えば、何か手て掛がかりが、少なくともカヤマの心を知る手掛かりくらいは、摑つかめるのではないかと思いましてね」

「成果はどう？」

「大有りでしたね」

　微笑ほほえむ。

「あなたに逢えて、よかった。若返った」

「私もよ」

　微笑むノリコ。

「どう、今夜はゆっくりと、昔の話を……」

「それも魅み力りよく的てきですが、表で待たせている漢おとこに悪いですから──」

「あなたのボディーガード？」

「兼けん親友」

　とタイラー。

「よくやってくれてます。彼も軍を辞やめて、今では警備会社の社長です。彼も社長プレジデント、僕も大統領プレジデント、二人併あわせて、ザ・プレジデンツですよ」

「相変わらず、冗じよう談だんは下へ手たなのね」

　涙なみだを流して微笑むノリコ。

「実は、ここに来たのにはもうひとつ、目的がありまして──」

「何？」

「私の初孫が、あなたの孫のマチコちゃんに一目惚ぼれしてしまったようなのです」

「まあ……」

「それで、ここはひとつお願いなのですが、もしも二人の恋こいが成じよう就じゆした暁あかつきには、あなたからも祝福を差し上げていただけんものでしょうか？　この年寄には、そんな根回ししかしてやれんのです」

「それはそれは……。慶よろこんでと申し上げておきます。しかし、マチコは既すでに、カヤマのものですわよ」

「わかっています」

　とタイラー。

「カヤマからの承しよう諾だくは、いずれこの私が何としても、取り付けてやる肚はらづもりでいます。奴やつが生きている、間にね……」

「タイラーさん!?」

　ノリコは、タイラーを見た。

「カヤマがもう長くないと、おっしゃりたいのね？」

「ええ」

　頷うなずく。

「奴のこのところの動きを、冷静に観察してごらんなさい。明らかに焦あせっていますよ。それも、かなり……」

「わかるの？」

「わかりますとも、奴の考えることくらい」

　タイラーは、断言した。

「奴とは、親友だったんですよ」




「飛んで火に入る、夏の虫だぜ」

　と、ボストンバッグのファスナーを開き、中から対戦車ミサイルランチャーのパーツを取り出す。

「網あみを張ったところに、ドンピシャで飛び込んで来てくれるとはな……。それも、こんなに早く──」

　バッハ邸ていの向かいの廃はい屋おくに潜ひそんで、三日目であった。カイ・マサヒコは自分の勝利を確信していた。

「奴も耄もう碌ろくしたのか。どれ、この俺が秘ひ跡せきを授さずけてやるぜ……」

　仏教式に言えば、『引いん導どうを渡わたしてやるぜ』ということになろうか。

　ランチャーを組み立て、必殺のミサイルを装そう塡てんする。弾だん頭とうは対人用榴りゆう散さん弾だんに換かえてあった。破は片へんが飛び散るやつだ。距きよ離りは十メートル足らず。直接照準で充じゆう分ぶんだった。会話しているタイラーとノリコが、照準器一いつ杯ぱいに広がる。

「死ね！」

「おめえがな」

　ランチャーを構えるカイの後頭部に、冷たく光る銃じゆう口こうが押おし当てられていた。

「まだまだアマチュアだな。甘あめえよ」

　とクライバーン。

「小こ僧ぞう、この銃はいまどき珍めずらしい火薬式だ。何な故ぜだかわかるか？」

「わかるさ」

　と、努めて冷静に、カイ。

「その方が確実だからでしょう？　プロのおじいさん」

「ほう」

　ちょっと感心したように、左手で顎あごをさするクライバーン。

「見たとこ俺の四分の一しか生きちゃいねえようだが、素質はあるな。その通り、このグロックは復刻品だが、作動は確実で集弾性能も凄すごくいいぜ。おまけに背広のポケットにも入る上に、携けい行こうするにも目立たねえ。ついでに言うと装塡してある弾丸は特注品でな。中身は御ご法はつ度との炸さく裂れつ弾だんだ。一発でおまえさんの、その可か愛わいい頭は見る影かげもなくなるぜ」

「脅おどし？」

　照準器から目を離はなさずに、カイ。

「それとも警告？」

「おまえらの言う、『秘ひ跡せき』だ」

　とクライバーン。

「お祈いのりでもしな」

　狙そ点てんを定めるために、右目を瞑つぶった。その途と端たんに彼の義眼が、またしてもポロリと零こぼれた。

「う──」

「誰だれが！」

　ランチャーの横腹で、クライバーンの横腹を殴おう打だした。

　金属と金属の、ぶつかる感かん触しよく。暴ぼう発はつする、火薬式拳けん銃じゆう。

「くそっ……」

　と、一歩後退するクライバーン。若い頃なら、これくらいで怯ひるみはしなかった。

「俺も耄もう碌ろくしたかな……。けっこう効いたぜ、今のは──」

「さっさと引退しちゃいないよ！」

　と、ランチャーを捨て、自分もハンドガンを抜ぬくカイ。こちらはレイガンだった。

「銀河は、もう俺たちのものなんだからさ!!」

「子ガ供キだけでか？」

　と、脇わき腹ばらを押おさえて、クライバーン。

「忠告しておいてやる、おまえらが老いた時に、どんでん返しがあるぞ」

「たわごとさ！」

　銃爪トリガーを絞しぼった。光条がクライバーンの左膝ひざを貫つらぬいた。思わず銃を落とす。

「そこでひとつの時代が終わるところを、ゆっくりと見てなよ」

　再びランチャーを構え、照準を定める。

「タイラー大統領の、最さい期ごを──」

「やろおおおおおお!!」

　咆ほう哮こうする、クライバーン。

「クライバーン准じゆん将しようを舐なめるなあ！」

　カイを振ふり向かせ、その顔にパンチを一発、叩たたき込む。若い頃の威い力りよくは、さほど衰おとろえてはいなかった。カイの鼻が折れ、前歯が飛んだ。

「こっちはてめえが生まれる三十年前から、軍人だぜ！」

「御苦労さま……」

　ベルトのバックルをパチンと開いて、中に収めてあったサックを指に嵌はめた。

「だから、もう引退だって──」

　サックに付いている針で、クライバーンの胸を刺さした。

「う……」

　昏こん倒とうするクライバーン。

「なんでだ……」

　さすがにその巨きよ体たいと、サイボーグ化された肉体で毒の回りは遅おそかった。常人なら、即そく死しは免まぬかれない。

「セラフィム・ダスト……」

　凄せい絶ぜつな表か情おで嗤わらいながら、カイ。

「致ち死し量りようは、少な過ぎて測定不能さ」

「く……」

　動けないクライバーン。

「御前！」

　叫さけんだのは、執しゆう念ねんである。

「逃にげて……くだせえ……」

「遅いよ！」

　ゆっくりと、ランチャーを拾い上げる。

　構えた。

「宇宙に浄じよう化かを……。アレルヤ！」

　トリガーを引く。

　ミサイルが飛び出し、弾だん頭とうが炸さく裂れつする寸前、ドアが開いた。中にいる人物がノリコを部屋の外に突つき飛ばすのを、カイはサイトの中で確かく認にんした。

「任務完かん了りよう……」

　にやっと、血ち塗まみれの口で嗤う。

　炸裂した。

「やったぞ！」

　雄お叫たけびを、上げる。

「俺はこの手で、ジャスティ・ウエキ・タイラーを葬ほうむってやった！」

　歓かん喜きのあまり、跳ちよう躍やくする。

「これで楽園に一歩、いや十歩近付いた！　銀河はブラック・セラフィムのものだ!!」

「た、タイラーさん……」

　燃える家屋を、呆ぼう然ぜんと眺ながめるノリコ・バッハ。

「なんてこと……。私が代わりに、死ねばよかった！」




「カイがやりました」

　と、キムタークの報告。

「彼を殺さずにおいたのは、大正解でしたな、ヤーヴェ」

「彼ならやると思っていた」

　と、仮面のヤーヴェは言った。

「必ずな。おまえも信じていたのだろう、オーファン・キムターク」

「はい」

　頷うなずく。

「彼はいい加減なようでいて、実は大変な負けず嫌ぎらいですから……」

「で、カイはどうした？」

「まんまと逃にげおおせたようです」

　と、キムターク。

「欲を言えば、ボディーガードにとどめを刺ささなかったことくらいでしょう。彼は常人の致死量を上回るセラフィム・ダストを注入されながら驚きよう異いの生命力で、回復したそうです」

「しかし、意識が戻もどればタイラーを守れなかった自責で、自決するだろう」

　と、仮面が微かすかに揺ゆれた。

「タイラーの側近とは、そういう連中だよ」

「これで戻れば、カイはドミニオンに復帰ですか？」

　嬉うれしそうに、キムターク。

「いいや」

　と、ヤーヴェ。

「彼には一足飛びに、おまえと同じオーファンにまで昇しよう進しんしてもらおう。うかうかしてはおられんぞ、キムタークよ」

「まあそれくらいの、手て柄がらではあるでしょう」

　余よ裕ゆうで微笑ほほえむ、キムターク。

「では私は部屋に戻る。もう起こすなよ。もっとも、タイラー暗殺成功以上のニュースは、滅めつ多たにあるものではないだろうがね……」

「は──」

「あ、それから、おまえの下に配属された、新入り二人な」

「プリンシパリティー・エドとプリンシパリティー・ケンの両名ですか？」

「そうだ。おまえの評価はどうだ？」

「有能な者たちです」

　偽いつわらざるところであった。

「話してみると、面おも白しろい。もっとも我わが教団の中では、異色という謗そしりは免まぬかれませんが、有能であることには──」

「彼らはユダ（裏切者）かも知れん、気を付けろ」

「監かん視しは、怠おこたりなく……」

「それではな……」

　去ろうとして、その足がもつれた。

「ヤーヴェ！」

　支えるキムターク。

「大だい丈じよう夫ぶだ……」

　仮面の下で喘あえぐ、ヤーヴェ。

「しかし……」

「なるようにしか、ならん……」

　それでも満足そうに、彼は言った。

「私を一人にして欲ほしい」

「はい……」

　キムタークは畏かしこまった。

「御み心こころの、ままに──」

「ふふふ……」

　激痛に身を捩よじりながらも、それでも仮面の下でコウサク・カヤマは満足そうであった。

「タイラーが待っているのかと思えば、死ぬのもそう怖こわくはない。いずれにせよ、これで邪じや魔ま者ものは消えた……」

　走路を妨ぼう害がいしていた障害物が排はい除じよされ、彼の目の前にはどこまでも行けそうなハイウェイが拓ひらけた。そんな感じである。

「後はもう、一直線だ。マチコ。おまえには、おまえの言いなりになる忠実な僕しもべだけ、残してあげるからね。安心おし……。おまえのパパとママを殺した悪い奴やつらは、お爺じ父いちゃんが全員、地じ獄ごくに叩たたき込んであげるよ」

　北ほく叟そ笑えむ、教祖。

　第一ラウンド終しゆう了りようのゴングは、誰もが予想すらしなかった弔ちよう鐘しようであった。




「親おや父じィ……。だから俺は止めたのに──」

　棺ひつぎの前で喪も服ふくのカツヤは、柄がらにもなく泣いた。

「天下のジャスティ・ウエキ・タイラーがこんなんなっちめえやがって!!　どうすんだよ？　俺にどうしろって言うんだよ!?」

「もう暫しばらく、悲しんでいてくれ」

　と、声がした。

「その方が都合がいい……」

「え!?」

　慌あわてて棺の蓋ふたを開く。

「ばあ！」

　経きよう帷子かたびらを着て、額に三角の白い布きれを付けた『無傷』のタイラーが、微笑ほほえんでいた。

「親……」

「しっ──!!」

　と、慌てて制するタイラー。

「いい演技だぞ、カツヤ」

「演技なんかじゃねえや」

　と、目め尻じりを拭ぬぐうカツヤ。

「脅おどかすなよ。てっきり死んじめえやがったと──」

「まだあと五十八年くらい、残っとる！」

「本当にそこまで生きるつもりかよ……。もう本番じゃ、泣いてやらねえ」

「おまえがそれまで、生きていたらね。もう少し、その名演技を続けていてくれ。いい機会だから、もう少し死んだフリをしていることにする。それにしても、バッハ邸てい宅たくの床ゆか板いたが痛いたんでいたのと、地下室が家庭菜園用の堆たい肥ひ貯蔵庫であったことには、偶ぐう然ぜんとはいえ感謝せんといかんな……」

「本当に悪運、強いのな」

　泣き笑いする、カツヤ。

「とにかく私が生きていることは、私とおまえだけの秘密だ。いいな？」















「エドやケンはともかく、ノリカにもですか？」

「ああ。そうでなければ、この作戦は成功しない。敵には私が死んだと、思わせておくのだ。それこそ天が与あたえ給たもうた好機というものだ」

「そうか……」

　さすがにカツヤも、タイラーの息子むすこである。

「ヤーヴェに会うつもりなんですね」

「そうだ。『死人』でもなければ、今の奴やつには逢あえない」

「しっかし、ノリカはまだしも、母さんや姉貴まで騙だますのかあ……。後で俺、殺されるなあ……」

「それ以前に、バレないようにしろ！」

「はいはい。ったくやり甲が斐いのある任務だぜ……」

　頭を搔かく。

「じゃ、私はもう少し、死んでいる……」

「はいよ」

　カツヤが棺かん桶おけの蓋ふたを閉めた瞬間に、深い悲しみに沈しずんだ弔ちよう問もん客きやくがドドッと入って来た。

「ううう、提てい督とく……」

「大統領……」

「どうして、どうして……」

　それらの人々の中で喪も主しゆを務めることは、カツヤには文字通りの拷ごう問もんであった。

『クソ親おや父じ！　このまま本当に焼いてやりてえぜ』

　と、彼が思ったとして、誰が責められよう。

　ともあれ、宇宙の長い長い退たい屈くつは、終わったのである。


つづく
















あとがき










担当：先生、どうして『無責任キッズ』を５巻で終わらせちゃったんです？　もっと読みたかったという読者の声が圧あつ倒とう的てきですよ。

作者：いいのだ。ああいうものは、まだ人気のあるうちにさっさと終わらせて、次に興味を繫つないだ方が得策なのだ。ダラダラ続けるというのは、最低だな。

担当：ダラダラ続けているというのは、某ぼう社でやっている別シリーズのことですかあ？

作者：うるさい。だいたいだな、シリーズにはキリのいい、スイッチのタイミングというものがあるのだ。『無責任キッズ』は、いい時点で『無責任カルテット』にスイッチングできたということだな。もうちょっと読みたかった……これくらいがベストだよ。

担当：確かに『カルテット』は、それはそれで面おも白しろいんですが、やっぱり『キッズ』ももうちょっと、読みたかったな……。

作者：そうだな。まあ、作者としてももう少し、書き足りないところは確かにある。しかしだな、『キッズ』が終わったからといって、すべてが終わりということではない。ちゃんとキサラも出て来るし、あくまでも『キッズ』があった上で、その正統な続編としての『カルテット』があるわけだ。

担当：そうですね。しかし、どこまでいってもタイラーは出て来るなあ……。

作者：もうそれは仕方がない。あの男は死ぬまであらゆる事件に首を突つっ込みたがるだろうなあ……。隠いん居きよなんて考えは、絶対にない。

担当：血筋の上で、物語に一本背骨が通っているのはいいですね。

作者：うん。しかし、ついに主人公にヤマモト家の血が入ってしまったからなあ……。

担当：やっぱりエドは運が悪いのでしょうか？

作者：よいとは言えんな。苦労はしそうだ。少なくとも、作者としては楽はさせない。

担当：まあ敵が敵ですからねえ……。それにしても、今回の敵はタイムリーですねえ。

作者：まあ、時流というやつだな。例の事件に関する、作者なりの見解というやつだ。

担当：でも独自の階級というのが、それっぽいですね。

作者：まあ階級というのは、気分を盛り上げるには最高だな。天使のヒエラルキーというのは、中でもそれっぽいと思うぞ。前々から、何かで使おうと思っていたのだ。

担当：セラフとかドミニオンとか、響ひびきがいいですからね。しかし、敵の名前は遊んでますね。

作者：美形の集団というと、あれしか思いつかなかった（笑）。

担当：でも今回は、美形ばっかりで女性キャラが少ないですね。それがちょっと残念と言えば残念かな？

作者：それも時流というやつだ。しかし、その分数少ない女性キャラは強力だぞ。美形の方は、次の巻から徐じよ々じよに、死に始めるからな。ふっふっふ……。

担当：先生、顔がアブナいです。

作者：まあ、殺し甲が斐いのある連中ということだ。誰だれが生き残るかは、お楽しみといったところだな。

担当：やっぱり内部分ぶん裂れつとかですか？

作者：それもあるし、表向きタイラーの弔とむらい合戦というのもあるだろうな。まあ、華はな々ばなしく散るとは思うが、エドも安あん泰たいではいられないぞ。そう簡単にはマチコと結ばれないということだな。

担当：いっそ誰がマチコと結けつ婚こんできるか、ハンマープライスで決めればいいと思いました……（笑）。

作者：そうか。そういう手もあった……。最後まで競せりそうだな。

担当：でもそれでいくと、財力からいってもケンがいちばん強そうですね。

作者：まあ、ケンはエドに譲ゆずると思うが……。それよりも最後は体力勝負になるだろうな。結局、思い込みだからなエドの場合……。純じゆん粋すいさということなら、ブラック・セラフィムの幹部連中の方が上かも知れん。

担当：それは言えますね。

作者：今の時点では、肝かん心じんのマチコの気持ちも読めんしなあ……。もしかするとマチコは、エドのことなど忘れているかも知れんぞ。

担当：それはあり得ますね。ほとんど出て来なかったし……。

作者：エドの凄すごいところは、そんなあやふやなことに仲間はおろか、ほとんど全銀河を巻き込んでしまうということだな。これほどの公私混同はちょっとないぞ。

担当：さすがはタイラーの孫ですね。

作者：キサラの息子むすこだし……。

担当：で、これからどうなるんですか？

作者：次の巻では、ようやくマチコとエドが再会する……ということくらいしか現時点では約束できんな。

担当：しかもそれすらも、すんなりとはいかないんでしょ？

作者：当然だ。エドはともかく女難だな。ロージー殿でん下かのアプローチも無視できんし……。

担当：結局、ようやく役者が出で揃そろっただけで一巻終わっちゃいましたね。

作者：まだ予定している登場人物の、半分といったところだ。誰と誰の息子とか、誰それの孫とか、当然出て来るぞ……。

担当：とにかく凄い話になりそうですね。

作者：そうだな。まあ次の巻は三か月開けずに出ると思うから、楽しみに待って欲ほしい。タイトルはもう決まっている『天使・失格』だ。

担当：野島伸司のドラマみたいですね（笑）。

作者：公約通り、女湯を空にせんといかんからな（笑）。

担当：マチコ巻きというのも、流は行やらせないといけないし……。

作者：ストーリーそのものは、もうほとんど出来ているのだが、なにせ登場人物が多いので、なかなか進まんな。これは大おお幅はばに処理していかんと……。

担当：『処理』というのは、もしかして……。

作者：『浄じよう化か』するということだ（笑）。

担当：宇宙に浄化を、ですか？

作者：そうだ。しかし、無む駄だ死じにもさせたくないから大変だ。

担当：ところで『無責任カルテット』の次の話もあるんですか？

作者：当然、考えている。タイラーの曾ひ孫まごの話だ。しかし、それに着手できるのは、早くて再さ来らい年ねんということになりそうだな。

担当：ひえ～！　で、やっぱりタイラーは……？

作者：当然しゃしゃり出て来るだろうな。なにせ彼は百三十まで生きるからな。

担当：まあ先の長い話です。当分、終わる心配はないということで……。

作者：うん。銀河も安あん泰たいだな。
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